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　　　約束




「くく……。このような場所に我を封じるまで追い詰めたことは……、ほめてやっても良い。だが、我を完全に打ち滅ぼすことはできまい……。いずれ再び、魔の王として君臨しようぞ」







「まったくその通りだな。……降参だよ！」




「降参すんな、勇者だろ！」




「倒せへんゆうのやったら、しゃあないわなあ」




「なあ、ここまでがんばったんだから、がんばったで賞みたいのくれないかい？」




「そうだそうだ」




「悪の権ごん化げが、そのような交渉に応じるとは思えません」




「右に同じ」







「ふむ。がんばったで賞か。良かろう」







「いいのかよ！」







「それくらいの懐ふところの深さはある、魔王だからな。

　では、こうしようか。我はここで――




　――百年ほど待つとしよう」
















　　　ダミニチュアの夏
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　夏は暑い。

　ダミニチュアには夏があり、ダミニチュア戦士養成学校には、夏休みがある。

　養成学校のくせに一ヶ月半近くも休んでしまっていいのか、という疑問を抱くひともいるかもしれない。

　だが、太陽が照りつけ、むやみと気温が上昇し、セミが鳴き、セミが飛び、セミが小便をひっかけてくるような季節は学業には適さない、

　というのが、学校長ダミン・ジュニアの考えである。

　セミ関係の言及が多いところを見ると、単にセミ嫌いで、自分があまり外出したくない、というのが真の理由ではないか、という気もしないでもないが、定かではない。

　ともかく、ダミニチュア戦士養成学校は本日が一学期の終業日であった。

　全校規模の終業式はない。膨ぼう大だいな数の全生徒を収容できるスペースがないのである。

　そのため、学科ごと、あるいは学年ごとでの集会が、時間もバラバラにあちこちで開かれるという、なんとも締まらない締めくくりが常識となっているのであった。

　まあ、ないよりはましだろう。




　弓きゆう術じゆつ科か道場には、弓術科の一年生が集結し、整列していた。

　吹き抜けの空から照りつける日差しのもと、老教師ハゼの演説が続く。人の好いおじいちゃん先生のハゼは、夏休みの生活について諸注意を語る役割だったが、いつのまにか話題は、自分の少年時代の淡い夏の恋の思い出に変わっていた。

　歳をとればとるほど、思い出は美しくなる。いい思い出だけが増えていく。あるいは、悪い思い出すら、思い出と名がつくものは、青春という言葉でくるんでしまうことで、愛おしい体験へと置きかえられてしまう。

　だが、現役で青春の少年少女に、そんな感かん慨がいなどわかるはずもない。ただ、長々と興味のない話を聞かされているだけである。この老教師は、弓使いにしては珍しく、催眠系魔法の使い手でもあったりするのだが、べつだん魔力を消費しなくても、他人を眠らせるのは得意らしい。

　ウトウトするか、あるいは、暑いんだから早く終われじじいという表情を浮かべているか。もしくは、浮かべていなくても内心そう思っている生徒が大多数を占めるなかで、一人、喜びをかみしめた顔で、立っている少女がいた。

　ただし、もちろん彼女も、ハゼの話なんか聞いちゃいなかった。







　　　回想――一週間くらい前
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　ミカは、すそが足元まである、夏場のファッションとしては、いささかつらそうな服を着ていた。

　といっても、別に罰ばつゲームでもなければ、自分を苦しめることに喜びを見出すタイプの人間なわけでもない。これは弓術科の制服であり、ミカに限らず弓術科に在ざい籍せきしている生徒はみな、同じ格好をしていた。

「つーわけで、ミカは追試だそうだ」

　帰りのホームルームのあと、担任教師のシャムに「ちょっと残れ」と、一人だけ弓術科一年Ａ組の教室に残されたミカは、衝撃の宣告を受けていた。

　――つ、追試？

「で、でも、『魔物』の答案返されたときは、わたし、ギリギリ赤点じゃなかったんですけど」

　実技授業の印象が強いダミニチュア戦養校だが、きちんと学科科目もある。基本的には自分の術科の専門教科、例えば弓術科なら『弓術史』や『弓術物理』『弓具』などの科目を履り修しゆうする。

　また、専門教科とはべつに選択教科というものがある。これは『アイテム』や『パーティー編成』『魔物』など、術科を問わず必要な知識を学ぶもので、一年生は二つまで選択することができる。ミカは『魔物』と『アイテム』を履修していた。

　弓術科の専門科目ではクラスでもトップレベルの成績を誇るミカだったが、弓と関係ない選択教科は苦手だった。『アイテム』に関しては、弓具に関連のある部分もあるからまだ良いものの、『魔物』についてはまったく興味がなく、苦手だった。

「それがな。大幅な採点ミスがあったらしくて平均点がはねあがったらしい」

「そんなぁ」

　――あ、でもひょっとしたら、じゃあ、わたしの点数も？

「悪いが、お前の答案には関係ねえそうだ」

　打ち砕かれる希望。

「……追試って、いつですか」

「終業式の前の日だな」

「その、もし、追試も落としちゃうと、どうなるんですか」

「まぁ、補習だろうな。夏休みのあいだ、ずっと」

　かなりヘビイな現実が、サラッと告げられた。







　　　当たらーズ
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　建てつけの悪い戸がガラガラと開いて、三人の少女が教室に姿を見せた。

　一人は、高温多湿にも負けないサラサラの青い髪をした、スタイルの良い少女。

　一人は、ワサワサした長い髪の、ミカより二、三歳年下に見える少女。

　そして、もう一人は髪がどうこうというより、顔が鹿しかに似ているというか鹿そのものの、少女と断らなければ少女であることがわかりにくい少女。

　三人とも弓術科の制服を着ており、愛用の弓と矢や筒づつを装備していた。それぞれの弓の特徴とかはまた、おいおい説明する。たぶん、するはず。

　三人が教室に入ったとき、ミカはハチマキを頭に締めているところだった。

「ミカ。なにしてるんだ？」

　サラサラ青髪の少女――封ふう魔まの六ろつ傑けつの一人、弓きゆう聖せい女じよアズサの孫・アトラ――は、友人のいつもと違う様子を見て、怪け訝げんな顔で聞いた。

「スイカ割りだねっ！」

　背の低い少女――アマゾネス族のパラボラ――の、かん高い声が静かな教室に響いた。

「パラボラさん。スイカ割りなら、ひたいではなく目を隠さないと意味がないです」

　鹿頭の少女――プロングホーンの獣人・カホン――が、野生的というか野生そのものの顔に似合わず、か細い声で、丁てい寧ねいに異論を唱えた。

「カホちゃん。それ以前にスイカがないから」

　ミカと呼ばれた少女――については、もう名前を紹介したが、一応説明しておくと、髪は女子としては短めで、胸当てはつけているが、実は邪魔になるほどの持ち合わせはない――は、冷静に指摘した。

　――今、なんか誰かに傷つくこと言われたような。

「じゃあ、なに割るのっ！」

　パラボラは、ミカがなにかしらを割ろうとしているという発想を捨てなかった。

「なんにも割らないよ」

「しーて言えばっ！」

　ミカは、顔に苦笑いを浮かべて言った。

「割るっていうか……。もう割ったって感じかな。テストの合格点を」

　わりかし、うまく返したミカ。

「なるほどっ！　どゆ意味っ？」

　だが、通じてなかった。







　　　意欲
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　ミカはさくっと事情を説明した。

「そうか。追試験になってしまったのか」

「うん。だから、みんなは先に帰ってていいよ。追試も落としたら、夏休みがなくなっちゃうかもしれないの。ちょっとそれなりに本気で勉強しなきゃ」

　ちょっとそれなりの本気で大丈夫なのだろうか。

「しばらくは特訓もなしだね……」

　特訓、というのは、ミカが学校近くの草原で放課後に行っている、弓術の訓練のことである。しかし、普通の練習ではない。

　ミカは『不当あたらずの呪のろい』によって、弓で放った矢が狙ったマトに当たらない体質であり、これをなんとかしようというプロジェクトが『特訓』なのであった。

　とはいえ、解決策はわからず、進展のない日々が続いている。

「残念だな。ダミンの件もあって、力を入れたいところだったのに」

　つい最近、特訓とは無関係に、魔ま術じゆつ科かに提供してもらった書物のおかげで、不当な呪いに関するある事実がわかった。

　勇者ダミンが、不当の呪いにかかっていた、という可能性。

　友人が勇者ダミンとなんらかのつながりがあるかもしれないと知ったアトラは、本人以上に特訓に熱をあげていた。

「で、なんでおでこ隠してるのっ！」

　ミカのハチマキを見上げて、パラボラが聞いた。

「隠してるわけじゃなくて、これは集中するために巻いてるの。お父さんが仕事に詰まったときに、よくこうやってたんだ。追試、絶対落としたくないもん。わたしはダミ校入学以来、一番の集中力を発揮して勉強するよ！」

　ミカは、珍しく熱い意気込みを語った。

　――だって、夏休みはしっかり休みたいもんね。

　目的は、生ぬるい。

「なあ、ミカ。一つ聞いていいか」

「なぁに？」

　アトラは、憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「特訓のとき、なぜ巻かない」

「……うっ」







　　　ミカの懸念
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「毎日教室に残って勉強するのですか」

　カホンが聞いた。

「うん。寮帰ると、つい寝ちゃうし。あんまし遅くなんなきゃ使ってもいいって」

「じゃあ、私も付き合おう」

　アトラは、あっさりと決めた。

「あたしもっ！」「ボクもです」

　ほか二名も当然のように同意した。

「えっ、い、いいよ、そんな」

　――そういうこと言ってくれそう、ってちょっと思ってたけど。

　意外そうなリアクションは小芝居だった。

「わたしが勉強できないのが悪いんだしさ」

「いつも特訓を持ちかけていたのは私たちだ。そのせいで学業に専念する時間が減ってしまったんじゃないか」

　アトラは、ミカが赤点をとってしまったことに、少し責任を感じていた。

「そんなことないよ」

　――だって、みんなは赤点とってない。

　意外と成績優秀な友人たち。

「協力させてくれ。なんせ私は『魔物』のテストは一○○点だ」

　優秀すぎだ。

　――嬉しい申し出なんだけど。でもなぁ。

「どんなことでも教えられる」

　――まぁ……。こんなに言ってくれるんだし、甘えちゃおうかな。

「アトラ先生、よろしくお願いします」

　ミカは、ぺこりと頭を下げた。

「ああ、任せておいてくれ」

　アトラは、黒板になにやら書きはじめた。

　――あー、やっぱりね。

　黒板には『緊急開講！　ミカでもわかる魔物講座』と書かれていた。

　――やっぱ、ややこしくなりそう。

　ちょっとためらっていた理由は、これだった。







　　　アトラの無謀
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「それじゃ、授業を始めようか」

　アトラは鼻の上に乗ったメガネのフレームを、指で持ち上げた。

　――いつ用意したの？

「試験の範囲は、本試験のときと同じなのか」

「うん」

　アトラは、黒板に向き直ると『試験範囲：』と書いたところで手を止めた。

「本試験の範囲って、なんだったんだ？」

　範囲も知らずに一○○点とってたやつ。

　――天才めぇ！

「『なんとかの魔物』だよっ！」

　重要なところをボカすパラボラ。

「確か『毒やマヒをひきおこす魔物』と『魔王クレア』だったと思います」

　カホンが的確な補足をくれた。

「毒やマヒか……。どんな問題が出ていたっけ」

　――ホント、よく一○○点とれたね。

「例えば、魔物の絵が十個くらい載ってて、毒をひきおこす魔物は『毒』、マヒをひきおこす魔物は『マ』、両方の場合は『両』、どちらでもない魔物は『×』をつけなさい、みたいなの。わたし、全然覚えてなくて、ほとんど間違えちゃった」

　唯一、『ヤドクガエル』だけは正解だった。

「それじゃあ、まずは毒を出す魔物にどんなのがいるか、しっかり覚えよう。私が黒板に書いていくからノートに写してくれ」

「うん！」

　――なんだかんだいって、アトラは頼りになるよね。




　しばらくして、黒板は毒々しいネーミングの魔物の名前で埋まった。

「もう、スペースがないな。仕方ない、この先は口頭で言うから――」

「ね、ねえ。アトラ、あと、どのくらい？」

　ノートの上を休みなく走り続けるミカの手は、しびれはじめていた。

「そうだな。これでだいたい、十分の一か」

　――覚えられるかーい。







　　　パラボラの秘策
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「よく考えたら絵で出題されるから、名前だけ覚えてもあんまり……」

「言われてみれば、そうだな」

　アトラは埋め尽くされた名前を、黒板消しで消しはじめた。

「じゃあ、最初から絵入りで全部書き直そう」

　――カンベンしてください！

　ミカは、心のなかで悲鳴をあげた。

「カンベンしてください！」

　現実にもあげた。

「ど、どうした？」

　放心状態のミカにかわってカホンが、口を開いた。

「あの、要点だけを、しっかり覚えるべきではないでしょうか」

　――ありがと、カホちゃん。

「全部覚えてしまったほうが早いだろう」

　――わたしには無理っ。

「だ、代表的な魔物にしぼってくれない？　せめて三十くらいに」

「三十？　うーん、難しいな……」

　アトラは、ぶつぶつとつぶやきながら絞り込みを始めた。

「ドクパピヨンと、オオドクパピヨンでは、どちらが代表的なんだ……。いや、むしろ、オオドクパピヨンモドキのほうが出現エリアは――」

　――アトラはだめだ。

　アトラ先生、更迭。

「しょーがないっ！　ミカ、あたしにまかせなさいっ」

　メガネをさかさまにかけたパラボラが名乗りを上げた。

「パルちゃんが？」

　――そういや、パルちゃん。こんなんで、よく試験合格してるなぁ。

「あたしが、ひっしょーほーを教えますっ！」

　――よっぽど、ツボをおさえた勉強法を知ってるのかも。

「パルちゃん先生、必勝法ってなんですか？」

「まず、頭の良い妹を用意しますっ！」

　いきなり参考にならない。







　　　ヌンキの不覚





[image: ]









「そいで、妹に弓術科の制服を着せるっ！　そいで、試験の日にあたしの替わ――」

「わー、ストップ！　たぶん、その方法、わたしに向いてないからいいよ！」

　ミカは、とんでもない真相を激白しそうなパラボラを慌あわてて制した。

「ざんねんっ！」

　――知らないほうがいいこともあるよね。

「困っているようだな。短たん髪ぱつ大だい名みよう」

　髪と耳が長い、弓術科の男子生徒が、ミカの背後に立っていた。

「わっ、ヌンキくん」

　ヌンキと呼ばれた少年は、無ぶ愛あい想そうな顔で言った。

「エルフのヌンキ」

　――いや、知ってるよ。

「ああ。お前がヌンキを知っているということは、ヌンキも知っている」

　――心読まれた。

「エルフ族は、人間より五感が優れている。ヌンキは、遠くにいたにもかかわらず、短髪大名たちの話を聞きつけた。ちなみに、短髪大名というのは、ヌンキが考えたあだ名だ。たまに『短髪大だい臣じん』と間違えているのは、あくまでもわざとだ」

　ヌンキは、たんたんと説明した。言い訳がましかった。

「この背中の武器はクロスボウ。機械仕掛けの弓だ。名は『音速レゴラス』という」

「ええっと、わたし全部わかってるよ」

「案ずるな。手間を省いた」

「はあ？」

　――なんの？

「短髪大名が『魔物』の追試験で困っていると聞いた」

　ヌンキは、当然のようにメガネを装着した。

　――ということは、

「勉強教えてくれるの？」

　ヌンキは堂々と答えた。

「不可能だ。ヌンキは『魔物』を受講していない」

　――じゃあ、なにしに来たのさ！

　自己紹介。







　　　シゲタカの苦悩
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　ダミニチュア戦士養成学校、一年Ａ組の生徒です。東とう国ごくの出身で、ミカさんと同じ和わ弓きゆう使いなんですよ。

　そして、一番の個性はメガネです。

　いや、メガネでした。

　放課後、突然ヌンキに連れられて教室に戻ってきたら、『当たらーズ』の構成員の半分が、メガネをかけていました。

『当たらーズ』というのは、ミカさん、アトラさん、カホンさん、パラボラさんの四人を指す言葉です。ヌンキのやつが勝手につけたんですが、僕ですら、自然に使ってしまうほど浸透しているようです。

　いや、そんなこと今どうでもいい。どうしたらいいんだ。みんなメガネって。ヌンキのやつまでメガネって。僕はどうすれば。いや、どうもしなくていいんだけど。

「案ずるな。Ｂ組」

　ヌンキのやつめ。僕のあだ名、『Ｂ組』で定着させ始めたな。あんな没個性集団と僕を一緒にしないでくれ。僕には、かろうじてメガネがあるんだ。

「今どき、メガネはそこまで取り立てていじるほどの個性でもない」

　核心をつくな。

「いや、僕は目が悪くてかけてるだけだから」

　うそじゃないのに、言い訳がましくなってしまった。

「……ポイズンゴーレムは、毒舌だが毒は持ってないし……」

　アトラさんは、ずっとぶつぶつ言ってるけどどうしたんだろう。

　そういや、ヌンキが言ってたな。ミカさんが『魔物』の試験で赤点をとって追試になったって、それでみんな集まって勉強会みたいなことか？

　僕も『魔物』は受けてたし、テストも普通の……、いや、普通より、ややいい点で合格してるから、全然教えてあげられるけど。

「あ。『魔物』に詳しそうなかた、一人見つけました」

　お、カホンさん、タイムリー。思い出してくれた？　そうですよ。『魔物』の授業に僕いたでしょう。ねー。そこそこの成績でさ。そこそこより、ややいい成績でさ。

「シャム先生です」

　ほう。







　　　シャムの出発
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「シャム先生は最近、魔物に関する論文で、西さい国ごくクレタの学会から表彰されたと、お兄ちゃんが言っていました」

　――カバサ先生がカホちゃんに言うことじゃ、あてになんないけど。

　カホンが敬愛する兄・カバサは斧ふ術じゆつ科かの教師である。獣人どまんなかのルックスに反し、生徒思いの性格で知られているが、妹には間違った情報ばかりふきこんでいる。

「新聞にも載ってたね。その功績で、魔ま王おう窟くつ調査隊への参加が決まったとか」

　脇わき役やくの本分を思い出したシゲタカが、信しん憑ぴよう性せいの高い情報を提供した。

　――あの、シャム先生がねえ。

　半信半疑ながら、ミカにも思い当たるフシがあった。

「そういや、西の森のヒュドラのこと、詳しかったもんね」

　ミカたちは、戦養校の西にある立ち入り禁止の森、通称『西の森』で『バイヘッドヒュドラ』なる魔物と戦ったことがある。その際、シャムはヒュドラの特性について詳しい知識を持っていた。

「でもさ。シャム先生が、わたしだけのために勉強教えてくれるかなぁ」

「きちんとお願いすれば、聞いてくれるかたではないですか」

「いろじかけっ！」

「パ、パルちゃん、意味わかって言ってる？」

「からだ売るっ！」

　――わかってて言ってた！

　ポリポリと頭をかいているシャムが、都合よく教室の前の廊下を通りかかった。

「なんだ、増えてんな」

　ミカだけがいたはずの教室がにぎやかになっていることに驚き、シャムは足を止めた。

　ミカが、シャムに駆け寄る。

「シャム先生。論文が認められて、魔王窟調査隊に参加するって本当ですか」

「おう、詳しいな。で、なんだ？」

「あの、放課後、わたしに、その、いろいろ、教えて、もらえたら、なんて……」

　――パルちゃんが変なこと言うから、変な感じになっちゃった。

「無理だな」

　色仕掛け、不発。

「その調査隊の研修で、今からダミニチュア出るんだ。じゃあな」







　　　ヴィヴィアの乱入
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　突然の別れの言葉に、ミカだけでなく全員が驚いた。

「そんな大事なこと、なんで今、言うんですか。授業かホームルームで、クラスのみんなにちゃんと伝えてくださいよ」

　代表委員の本分を思い出したシゲタカが、代表して聞いた。

「どうせ、明日セツカ先生が説明すっから、いっか、と思ってたんだが」

　――いっか、って。

「じゃ、夏休み明けにまたな」

　シャムは、去っていった。

　――って、あっさり去っちゃった。

「まぁ……。……いっか」

　――わたしのためだけに残ってもらうわけにもいかないし。

「じゃーねっ！」「お気をつけて」

　ほか一同にも、べつだん、引きとめるほどの理由はない。

「よくないですわ！」

　澄すんでいるのに耳障りな声が、異論を唱えた。

　見れば、魔術科の三角帽子とローブを着込んだ魔術科生の二人組が、教室に紛れこんでいる。

「乱らん暴ぼう知ち人じんに、かぜ太郎ではないか」

　ヌンキが、二人を雑に表現した。

「おれは、かぜ太郎ですかい」

　二人組の一人、サングラスをかけた男子生徒が、肩をすくめた。

「わたくしの登場が、そのような粗雑なリアクションでは不服ですわ！」

　もう一人の女子生徒は、派手な装飾のついた杖をミカに向けた。

「ミカ様、あらためて驚いてくださいまし」

「え、ええ？」

「仕切り直しですわ！」

　――逆らうと、厄やつ介かいそう。

「わ、わぁ。ヴィヴィアさんに、タロくん。どうしてここに？」

「ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世、ですわ！」

　従っても、厄介ではあった。







　　　タロの名演
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　ヴィヴィア（以下略）は、封魔の六傑の一人、魔ま法ほう仙せんヴィヴィアの孫であり、アトラとは幼なじみの間柄である。

　いつも横にいるサングラスの少年・タロは、その護衛係。やはり、アトラとは古くからの知り合いである。

　二人とも、魔術科の一年生だ。

「まったくあなたがたを見ているとイライラしまくりですわ！　担任様が遠くへ旅立ってしまうというのに、なんですの、さっきのお別れは？」

　ヴィヴィアは杖を投げ出して、祈るように手を組むと叫びだした。

「あァ！　いえ、嗚あ呼あァァ、ですわ！」

　――ど、どしたの？

　面倒な空気を察知して、ミカは、とりあえず後ずさった。

「なぜ行ってしまわれますの？　わたくしも連れていってくださいませ」

　ヴィヴィアは目をうるませながら、帽子を脱いだ。

「わかっておりますわ。それは叶わぬ願いですのね……。わかりましたわ。では、この帽子をわたくしだと思って、肌身離さずお持ちください、担任様！」

　ヴィヴィアは、帽子を差し出したが、担任様がいなかった。

「タロ」

「あ。へい」

　はたで見ていたタロが、しょうがなく帽子を受け取った。

「あとは、わたくしにできますことは、ただ、旅のご無事を祈ることばかり――、どうか、ご無事で！　どうか……、どうかご無事で！」

「ええっと、へい。それじゃ、さよならですねえ。みなさん、お大事に」

　タロは、ヴィヴィアに見送られ教室を出て行った。

　――タロくんも大変だな。

　ヴィヴィアは、しばらく泣きながら手を振っていたが、突然ミカに向き直った。

「はい。これが正しい見送り風景ですわ」

　どこがだ。

　ミカは、申し訳なさそうに言った。

「ごめん。弓術科、そういうんじゃないんだ」

　魔術科も、本当はたぶん違う。







　　　カホンの心配
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「で、ヌンキになんの用だ」

　結局、ヌンキの対応が待っていた。

「あなた様に用などありませんわ！　アトラ様はおりませんの？」

「ああ、アトラなら――」

　ミカは、ヴィヴィア劇場にいっさいかかわらなかったアトラを指差した。

「……どくどくミジンコ……、どくどくホウネンエビ……どくどく……」

　――まだ、やってたんだ。

　ヴィヴィアがアトラにつかつかと詰め寄る。

「アトラ様」

　アトラは、気づかずにぶつぶつ言うばかりだ。

「アトラ様！」

「どくどく……、どくどくヴィヴィア……」

　データアーカイブにノイズがまざる。

「誰が、どくどくヴィヴィアですの！」

　ヴィヴィアは何度も呼びかけたが、アトラが毒の沼地から抜け出す気配はなかった。

　――勉強がはかどる空気じゃないな。

　ミカは寮に戻ったほうがいいと判断した。

「カホちゃん先生」

「え。ボクのことですか」

「もう、カホちゃん先生しか頼れるひとがいません！」

　持つべきものは、気の優しい、獣人のルームメイトである。

「ていうか、カホちゃん成績いいけど、いつ勉強してるの？」

　同じ部屋で暮らしているが、ミカはカホンが熱心に勉強しているところをついぞ見た記憶がない。

「ミカさんがお休みになったあとで予習、復習を」

　記憶がないわけだ。

「よろしくお願いします！　わたしが夏休むために！」

「もちろん構わないのですが、一つ問題があります」

　――なんだろ？

「ボク、メガネを持っていません」







　　　追試験への道
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　その日から、カホンによるミカの指導が始まった。




「マヒ攻撃を繰り出す魔物さんと戦うときに有効な手段を、三十文字以内で答えてください」

「……に、……逃げる」

　戦え。




「魔物さんから毒を受けたとき、確実に回復する方法を、三つ以上あげてください」

「ええっと、『デトクスジュース』でしょ。魔法『ヒマニマ・解げ毒どく』でしょ。あとは……、……がまん！」

　自然治ち癒ゆ力りよくに命をＢベＥツＴト。

「ほかには『毒消し草』などがあります」

「そっか。『デトクスジュース』だけで、アイテムからは頭が離れちゃってたよ」

「ボクとしては『毒消し草』をオススメします。そもそも一口に『毒消し草』といっても、実は種類がいろいろありまして、寒冷地の平原などでは――」

　カホンは、草にうるさかった。

　――カホちゃんが、アトラ化しちゃう。




「次の魔王クレア第一形態さんの攻撃のうち、適当でないものを一つお選びください。

　一、すべてを燃やし尽くす炎を吐き出す。

　二、すべてを凍りつかせる吹雪ふぶきを巻き起こす。

　三、あらゆるものを眠りに誘うウインク。

　四、泥を投げつける。

　五、側そく転てん。

　さて、どれでしょうか？」

「うーん、側転？」

「正解です」

「じゃ、泥はホントに投げつけるんだ」

「そのようです」

　――せこいね、魔王。







　　　ひっかけ問題
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　そして、いよいよ追試験当日。

　弓術科における『魔物Ⅰ』の追試験会場は、見慣れた弓１―Ａの教室であった。

「時間になりましたな。では、はじめてくださいますかな」

　試験監督である老教師ハゼが、たった一人の追試者に向けて試験の始まりを告げる。

　――わたしだけですか……。

　ミカは気を取り直して、裏返しの試験用紙をめくり、ざっと問題を見渡した。

　――うそ、これって。

　――カホちゃんに教えてもらった問題ばっかり。

　カホちゃんゼミの効果で、ただ勉強をしただけなのに、なぜかこれから恋も部活もうまくいきそうな気配だ。

　――あ。よく見たら、そうでもないや。

　そんなのは幻まぼろしでしかない。




　とはいえ、

　カホンの指導により、本試験に比べれば確実に手ごたえを感じていたミカだった。

　――よーし、このペースでいけばオッケー。

　しかし、難問が待ち構えていた。

『下の地図上の、魔王城跡地（以下点Ａ）と、ダミニチュア戦士養成学校（以下点Ｂ）を結ぶ線分ＡＢの垂すい直ちよく二に等とう分ぶん線せんをＬとする』

　――これ、なんの試験？

　読書しながら試験終了時刻を待つハゼの後ろの黒板には、しっかりと『魔物Ⅰ』と書いてある。

　――定じよう規ぎが必要なら、事前に指示しといてよ……。

　ミカは仕方なく、フリーハンドで作図した。問題用紙の地図上に、よれよれの線分ＡＢと、位置の疑わしい線分Ｌができあがる。

　――これで落としたら、あとで文句言ってやるもん。

　ミカは問題文の続きを読んだ。

『このとき、魔王城内部に出現する魔物を、次のなかから選びなさい』




　――ＡとかＢとか、関係ない！







　　　ひっかける問題
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　ジリリリリリリリリリ！




　教卓におかれた時計の鐘かねが、けたたましい音を立てる。

　――うぅ、もうちょっとだったのに。

　答案用紙には空欄が、まだ残っている。

　――ハゼ先生寝てたりしないかな。

　――なーんて、シャム先生じゃあるまいし。

　ミカがちらりと様子をうかがうと、ハゼは鼻ちょうちんを出さんばかりの寝息を立てていた。

　――よっしゃ！

　ミカは、そっと立ち上がり、そっと時計に忍び寄って、そっと鐘を止めた。




　わたくしは寝ています。わたくしは終了時間が来たことに気づいておりません。だから、もう少しお考えなさい。ミカさん。

　学業は大事ですが、それだけでは広い視野というものは養えないものです。ミカさんが追試験を無事に乗り切り、夏季休暇を休暇として最大限に消化できるよう、わたくしは願っておりますよ。




　ガシャアン！




　そっと席に戻る予定が、あせっていたミカは通り道にあった机に足をひっかけた。

　――さ、さすがに先生、起きたんじゃ……。




　ミカさん。わたくしは寝ていますよ。ただし、

　起きないとおかしいような物音を立てられては、目を覚まさざるを得ませんよ。




　ガシャアアアアン！




　ミカさん。

　チャンスは、あと一回ですからな。







　　　回想終わり
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　とまあ、こんな感じで、無事すべての空欄を埋め、ミカの追試験は終了。

　翌日、終業式の朝には、弓術科棟廊下の掲示板で、自分がなんで追試になったのか不思議なくらいの点数を記録したことを知り、夏休みが補習で埋まるという悪夢から、ミカは解放された。




　追試験突破の余よ韻いんに浸ひたるミカ以外の全員をイライラさせつつ、永久に続くのではないかと思われたハゼ先生の長話は、本人以外にはわからないクライマックスを迎え、ようやく終わった。

「まだまだ、お話はつきませんが、わたくしからは以上です。それでは、みなさん。あらためて、良い夏休みをお過ごしください――」




　教室に戻り、最後のホームルームを終えたミカたちは、駆け出さんばかりの開放感で廊下を歩いていた。

「良かったな、ミカ」

　毒を出す魔物リストだけの協力で解かい雇こされたアトラ先生は、それを気にする風もまったくなく、ミカの試験結果を喜んだ。

「うん、カホちゃんとか、みんなのおかげだよ」

「ミカさんが、がんばったからです」

「そうさ。私たちの力なんて微び々びたるものだ」

　アトラの力は本当に微々たる。

「よぉし、明日から、めいっぱい夏休むぞー」

「好きなだけ夏休みなっ！」

　パラボラがミカの決意に許可を与えていると、ショートカットから長い耳がのぞくエルフの女性が近づいてきた。

「あら『当たらーズ』お揃いね」

　弓術科一年Ｂ組の担任教師アスケラは、ミカやカホンが暮らす女子学生寮の寮長を務めている。

　また、自分の部屋にはアトラを居候させており、Ａ組の面々とは親しい。

「はっ！　アスケラ先生、お疲れ様です！」

　アトラに関しては、単に親しい以上の関係性がある。







　　　一学期終わり
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「ミカちゃん。追試験、無事に合格したらしいじゃない。良かったわねえ」

「はい、おかげさまでなんとか」

「夏休みは自由に使えるのね。なにか計画は立てているのかしら」

　昨日まで試験にとらわれていたミカは、どこに行こうだの、なにをしようだのということは、まだ考えてなかった。

　――しばらくなんにもしたくないなぁ。

　そもそも、なにかをする気があまりない。

「まだ、全然……。あ。でも、実家には帰る予定です」

　ミカの実家は東国にある。

　ダミニチュアから東国までは、船で何日か航海しなければならない距離にあり、長い休みがなければ帰れないのだ。

　ミカに限らず、夏休みを利用して帰省する生徒は多い。そういうものだ。

「それは今日、明日の話？」

「いえ、来月のなかばくらいに帰るつもりです」

「そう。じゃあ、明日からしばらくは、とくに予定はないのね。丁度いいわ」

　――丁度いい？

「ほかのみんなも、予定ないわよねえ。アトラちゃんは？」

「まさか、あるわけがないでしょう」

「ボクもありません」「むけーかくっ！」

　――なんか、嫌な予感。

「あの……、先生、わたしやっぱり、その」

「ないのよね？」

　ないという答え以外は受け付けない姿勢が、声から感じ取れた。

「……ないです」

「そう。それなら、ちょっと頼まれてほしいことがあるのだけれど――」




　結局、ぐうたら休み放題というわけにはいかない雲行きだが、

　いずれにしても、ミカがダミニチュア戦士養成学校に入学して初めての、




　夏休みが始まる。







　　　幕間１　調査隊の船




　魔王窟とは、勇者ダミンが激闘の末に魔王クレアを討伐、正確には封印した地だ。封印前には、当然、魔王の居きよ城じようであった場所である。

　位置は、北の最果てである。ダミニチュアからは、北山脈の山あいを抜け、獣人のテリトリーである北方地域を抜け、極寒の谷を越え、極寒の河を渡り、極寒の森を抜け、ともかく極寒系のあらゆる難関をかいくぐり、最終的に極寒のマグマを目の当たりにし、もうそれマグマじゃないじゃんと思えればもう少し、その山のふもとに、魔王窟の入り口がある。

　ゆえに、調査隊の隊員には、単なる研究意欲だけではなく戦士としての体力とスキルも要求される。というよりも、そちらのほうが優先事項だ。

　調査は毎年夏におこなわれ、その都度、世界中から志願者の応募があるのだが、厳しい選考を突破するものはわずか数十名である。

　しかし、魔王封印から五十年。技術の進歩は目覚ましい。

　造船と航海術の発達により、今までは不可能とされていた、東ダミニ海から極寒ダンジョン全般を丸ごと回避して魔王窟に到達できるルートが、今回から使えるようになったのである。極寒の海さえ越えれば、ほかの行程はショートカットできるのだ。

　そのため今回は、戦士能力の低い研究者にも門戸が開かれている。研究の内容は興味深いがダンジョンの踏とう破はは厳しい、と、今まで審査で落とされていたようなタイプの人間が、今回は隊に加わっているわけだ。




「ぐがぁあああ」




　船内のサロンで寝息を立てている赤い髪の男を見て、ほかの隊員たちは、

『つまり、ああいうやつが今回から参加できるようになったんだな』

　と、誰もが思った。

　ほとんどがクレタの魔道士か魔法剣士で構成されている隊員たちは、見慣れない東国式の裾の長い服を見て、口々に噂うわさする。




『なんで男なのにスカートはいてんだ？』

『いや、あれはハカマとかいう服だ』

『弓持ってるぞ』

『弓使いか。弓使いね……。ふーん』

『弓って、遠くからこそこそ攻撃してて卑ひ怯きようだよな』




　こそこそと陰口を叩いている自分たちを棚にあげ、隊員たちが弓使い批判を繰り広げるなか、一人異を唱える女性がいた。

「いい加減にしてください」

　丈の長い白衣を着た、一見して学者とわかる若い女性だった。背は女性にしてはやや高く、適当にまとめられた長い髪は青色で、顔にはそばかすが目立つ。

　だが、器量そのものは悪くなく、きちんと身なりに気を遣えば、異性が放っておかないだろう。同性も放っておかないかもしれない。

「無礼でしょう。我々は、これから調査をともにする仲間です。陰口など叩いてはいけないと思います」

　丁寧な口調だったが、芯しんの強い、はっきりとした声だった。

「ねえ、お嬢さん」

　白衣の女は、お嬢さんと呼ばれムッとした表情を浮かべたが言葉にはしなかった。

「それなら陰口じゃなくはっきり言わせてもらうけど、きみも今回が初参加だろう。武器はなんだい」

「私は、戦士ではありません。純粋な、魔王学の研究者です。武器を扱ったことはありません」

「つまり、文武両道で経験豊富な僕らと違って、戦う力のない、ただの研究バカってわけだ」

　白衣の女は、無礼な男をきっとにらみつけた。

「否定はしませんが……」

「ということは、だ。もし魔王窟でなにか不測の事態でも起きた場合には、僕らが助けてあげなきゃいけないわけだ。わかるよね」

「……」

「あまり僕らにたてつかないことをおすすめしておくよ。この先も、大好きなお勉強を続けたいんならね」

　白衣の女は、なにか反論しかけたが、ぎゅっと唇くちびるを結んだ。

　そのあいだも、赤い髪の男はずっと寝息を立て続けていた。




　オーロラが見える、という場所に船がさしかかり、調査員たちは外がい套とうを着こんで我先にと甲板に上がっていった。

「……ふわぁぁああああ」

　赤い髪の男が、大きなあくびを一つして目を覚ますと、サロンには白衣の女だけが一人、残っていた。

　ぎゅっと唇を結んだまま。

「……あんたは見に行かねえのか」

「ええ」

　赤い髪の男の質問に、白衣の女は短く、そう答えただけだった。

「見てみたくねえのか。えらく感動するって話じゃねえか」

「見てはみたいです。ですが感動とは、共有できる人間がいて、初めて感動と呼べるのだと私は思います」

　白衣の女は、苦い顔で続けた。

「あの方々とは、感動を共有できそうにありません」

「そりゃ同感だ」

　赤い髪の男は、ぽりぽりと頭をかきながら、白衣の女のほうに向かって歩きだした。キャビンへと通じる廊下がそちら側にある。

「あのな。言いたいことがあったら、ちゃんと言ったほうがいいぞ」

　男は、女の横で立ち止まると、そう言った。

「……聞いていたんですか」

「あんなうるせーなか、寝れっか」

「あの方々が言うことも一理あります。私は一人では身を守れませんから」

「まあ、大丈夫だろ。その辺は」

　赤い髪の男は、釣つり竿ざおのように担かついでいた弓を前に出して、女に見せた。ジャキンという音がして、弓の両端から槍やり先さきが飛び出す。

「一応なんとかなる」

「……あなたが、私を助けてくれるということですか？」

「まあ、あれだ。弓の名誉を守ってくれた礼だ」

　男は、赤い頭をぽりぽりとかいた。

「あなた、シャムさんですよね。ダミニチュア戦士養成学校から参加されている、弓術科の先生。新聞で読みました」

「そんなとこだな」

　白衣の女は、安あん堵どの表情を浮かべた。

「良かったです。あなたのような先生で、安心しました」

　言葉の意味がわからずいぶかしむシャムをよそに、白衣の女は小さく笑った。

「ふふ。それにしても、ロックスリイは西弓ウエストボウの高級品でしょう。そんな風に改造するのは勇気がいりますね」

　西弓とは、ダミニチュアよりも西の地方で広く普及している実用性の高い弓である。最近は木製より金属製が主であり、ロックスリイはなかでも弾性と耐久力に優れた高価な代物である。

　槍としても扱えるよう、槍先が両端から飛び出す仕掛けを施ほどこし『筈はず槍やり弓ゆみ』に改造してしまうのは、普通はもったいなくてできない。

「おう、詳しいんだな」

　武器とは縁のなさそうな女が、自分の弓の名称まで知っていたことに、シャムはちょっと驚いた。

「親類に弓術士が多いので」

「じゃあ、こんな風に振り回して使う弓は邪じや道どうだろうな」

「ええ。妹は、それでよく怒られていました」

　白衣の女は、立ち上がった。

「初めまして、シャム教諭、妹がいつもお世話になっています」

　白衣の女は、手を差し伸べ、握手を求めた。

「妹……？　じゃあ、あんたは――」

「ええ。私はクレタのネリー――」




「――弓聖女アズサの孫の一人、姉のほうです」




　シャムは、ネリーの手を握った。白い指先はとても細く、武器など扱わないという言葉を、裏付けていた。

「シャム先生。少しお話をしませんか。妹や学校のこと、ぜひお聞きしたいです」

「べつに構わねえが、ちょっと待ってくれ。上着取ってくる。あんたも取って来い」

「……？」

「まあ、あれだ。せっかくだし――オーロラでも見ながら話さねえか」

　シャムは、また頭をポリポリとかいた。
































　　　スージィの夏
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　夏は暑い。

　けど、スーは暑いの嫌いじゃないよ。夏なんだから暑くて当たり前だもん。今はもっとほかに、おっきな問題があるの。

　スーね。今、すっごく迷ってるんだ。

　スーは来年、ダミ校を受験しようと思ってるんだけど、弓きゆう術じゆつ科かにするか、魔ま術じゆつ科かにするかで迷ってる。

　最初は、魔術科がいいかなぁって思ってたの。スーは酒場のお手伝いしてるから、魔法がちょっと使えるんだ。お鍋あっためたりとか、お皿洗うのに水流したりとか。

　前に魔術素質はかったときも、ソサレマ系は高めだったんだ。魔術科だったら武器も買わなくていいから、お金もあんまりかからないし、パパにも迷惑かけなくてすむかなぁ、っていうのもあって、よし、魔術科受けるぞ、って思ってて。

　でも、この前、お店に来た弓術科の先生が、かっこよくて。

　パッと見は、ぶ厚いメガネかけてて、冷たそうな、怖そうな感じの女の人に見えるんだけど、スーが悪いお客さんに悪いことされそうになったときに、あっという間に、やっつけてくれたの。

　黙ったままで、矢を次々にシャンシャンシャンって飛ばす先生、かっこよかったなぁ。おとなーって、感じした。スーもあんな風になりたいなぁ、って思っちゃって、弓術科もいいかなぁ、って。

　でも、制服は魔術科のほうがかわいいかな、とかも思う。

　今度、オープンスクールがあるから、そこに行ってみて決めようかな。




「パパ。スーね。ダミ校のオープンスクールに行きたい」

「そうかい。実はパパも行く予定だったんだ」

「ホント？」

「ああ。ついでだから、一緒に行こう」




　わーい、やったぁ！

　……って。




　パパって、一人で行く気だったの？　なにしに？







　　　時給が欲しい
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　ダミニチュア戦士養成学校は、戦士の養成学校だけあって、戦士になりたくて養成されている者が、校内の人口の大半を占めている。

　ところが、今日ばかりは違う。戦士になりたくて養成されている者ではなく、戦士になりたくて養成されている者になりたい者が、校内にあふれていた。

　オープンスクール。ダミニチュア戦士養成学校を、より多くのひとに、深く知ってもらうために、今年から始まった全校あげての校内見学会である。

　見慣れない少年少女やその父兄たちが、見慣れた中央尖せん塔とう一階ホール内にごった返すさまは、現役生にとって異様な光景だった。各校舎をつなぐ中継点である尖塔一階ホールは、普段からさまざまな制服を着た各術科の生徒たちが行きかう、にぎやかな場所ではあったが、これを見てしまうと、いつもの喧けん騒そうなどさびしいものだ。

　――押し流されちゃいそう……。

　無事に追試験を乗り越えたミカだったが、夏休み開始早々から、通学時以上に活動する羽目になっていた。

「ここで、いいよね？」

「ああ」

　ミカは、尖塔ホールの中央、勇者ダミン像前のベンチの一つに両腕に抱えていた紙の束たばを下ろした。紙には『弓術科にお越しください』というふきだしが飛び出しているカホンのイラストが描かれている。

「今日のノルマは何枚だ？」

　アトラが、棒の両端にロープで吊り下げた紙の束を、ミカと同じようにベンチに下ろした。この人ごみでこの運搬法は、このうえなく邪魔だ。

　棒、としたが、正しくはアトラ愛用の絶対折れない不思議な弓で、『蒼そう弓きゆうアタランテ』という、立派な名がある。不思議で立派なのも無理はなく、彼女の祖母・弓きゆう聖せい女じよアズサが使っていた知るひとぞ知る一品なのだ。

　今は荷運びの棒だが。

「わたしとアトラで、五百枚ずつ……」

　アスケラ先生の命により、二人はチラシ配りをさせられている。

「よし。はりきって配ろうか！」

「そだね……」

　――昨日は一日かかっても終わらなかったけどね……。







　　　集客率
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「弓術科です。どうぞよろしくお願いします！」

　近くを通りかかった人間の少年は、ミカの声も、差し出されたチラシも気に留めず、母親の手を引くようにして、槍術科棟に続く渡り廊下へと歩いていった。

「……槍やり、大人気だね」

　近年の傾向では、やはり城や砦とりでへの就職率が高い剣けん術じゆつ科かと、そのスマートなイメージから志望者の多い魔術科が、受験倍率の一位、二位を占めている。

　しかし、オープンスクールの来訪者数は、それと同じではなかった。

「みんな竜につられているんだろう」

　アトラが、チラシの一枚で汗をぬぐいながら言った。ダミニチュアの夏の暑さは、比較的カラッとしているが、この人数の密集具合は、さすがに蒸す。

　アトラの言う通り、竜りゆう舎しやがあるのをいいことに、騎き竜りゆう体験などという反則級に楽しげなイベントを用意したことが功を奏してか、槍そう術じゆつ科か棟に足を運ぶ人波は、あとを絶たなかった。

「だが、それは槍そのものの魅力とは言えないな。根本的に間違っている」

「そうだよ、ずるいよね」

「オープンスクールの意味がない。私たちは、自分たちの武器を信じて、誤った形でなく弓の素晴らしさを伝えようじゃないか」

　アトラは、さわやかにそう言った。

　が、ミカは納得しかねる顔で、一応納得した。

「うん……」

　――弓に荷物ぶら下げるのは誤ってるような……。

　そもそも、チラシのイラストに、カホンを強調して描いているあたり、弓射体験の魅力よりも、進路相談と名のついた、マスコットキャラクター的な獣人とのふれあいイベントを、前面に押し出している感は否めない。

　実際、カホンの進路相談は、なんの変哲もない弓射体験に比べれば、連日それなりにひとが入っていた。騎竜体験や魔術具体験に比べれば、ものの数ではないが。

　――まぁ、マキ割りよりマシだね。

　マキ割り体験などというＤＩＹな地味イベントで集客が伸びるはずもなく、ひとが少なくて涼しいという理由で穴場的なにぎわいをときたま見せる以外は、閑かん古こ鳥どりが鳴き続ける斧ふ術じゆつ科かであった。







　　　救世主
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　ミカのチラシは、なかなか減らなかった。

「あーあ、パルちゃんがいればなぁ」

　老若男女問わず、思わず目を留めてしまう、愛あい嬌きようたっぷりのミニアマゾネスがいれば、戦力は大幅にあがる。

「人見知りのカホンのために『控え室にいる係』なんだから仕方ないだろう」

　――絶対、あたしとパルちゃんの人選、逆だよね。

　奇き抜ばつなアスケラ采配である。

「ねぇ、アトラ、何枚配った？」

「五十枚くらいかな」

　――え、結構配ってる……。

「ミカはどうだ？」

「じ、十枚くらい」

　五分の一の性能。

　――そうだった。アトラって、すっごい美人だった。

　最近、忘れられがちだが、アトラは弓聖女と呼ばれた美び貌ぼうの女戦士アズサに生き写しなのだ。

　――うぅ、わたし、ちょうどアトラとパルちゃんの中間くらいの感じなのに。

　中途半端とも言う。

「どもっ！」

　中途半端でないアマゾネス女子が、一人でひょっこり現れた。

「パルちゃん、どうしたの？　カホちゃんはいいの？」

「三日目だし、カホンも慣れたから一人で大丈夫、ってことじゃないか」

「ううん、あたしが飽きただけっ！」

　ガンバレ、カホン。

「あたし配りたいっ！」

「じゃあ、半分くらいお願いできる？」

「願いなさいっ！」

　パラボラは、ミカの手にしていた束を半分受け取って、配り始めた。




　瞬時になくなった。







　　　釣果
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「次ちょうだいっ！」

　――わたしって、いったい？

　自らの存在意義に疑問を感じつつも、仕事が速く進むのは喜ばしいことだと己おのれに言い聞かせ、ミカはパラボラに次のチラシの山を渡した。

「弓術科ですっ！　なんとかたいけんっ、どうですかっ！　カホンをなんとかしよーとしてるひと、なんとかしまーすっ！」

　意味不明な呼び込みにもかかわらず、愛らしい少女とのふれあいを求めて、我先にとひとが集まる。

　――なんか、池の鯉こいみたい。

「ん？　マスターじゃないか」

　アトラが、群がる鯉のなかに、白髪に白ヒゲをたくわえた見覚えのある中年男性を見つけた。

「…………………………おや、アトラくん。奇き遇ぐうだね」

　パラボラに夢中になっていたマスターは、数秒遅れて反応した。

　この、無表情が他人を少し不安にさせる男性は、学校から最も近い街、エルシュラで『バカスカ』という酒場を営むマスター。

　ミカやアトラ、そしてパラボラは、『バカスカ』でアルバイトをした縁があり、たまに店に遊びに行ったりしている。

「マスターさん、どうしてこんなとこに？」

「やあ、ミカくん、いたのかい」

「いましたよ！」

　パラボラ以外は目に入らない。

「もちろん、スーが学校を見学したいっていうから来たんだ」

　スー、とは彼の娘スージィの愛称である。こう見えても年頃の娘を持つれっきとした父親なのだ。ちゃんとした大人である。

「べつにパラボラくんやヨシコくんの姉妹くん全員に、ひょっとしたら会えるんじゃないかと期待しているなんてことは、まったく思ってないからね。ないんだからね」

　ちゃんとした大人である。たぶん。

「おじさん、誰っ！」

　ちゃんと覚えられてない、大人である。







　　　あのメガネのひと
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　マスターは珍しく落ち込んだ。

「マスター。水を差すようで悪いが」

「なんだい、アトラくん」

「今日は本来ならもう夏休みだ。パルは、たまたま手伝いで来ているが、ヨシコや、ほかの妹たちは、来ていないんじゃないか」

「私は、そんな目的で来ているわけじゃないと言っただろう。だが、ちなみにパラボラくん。そこんとこ、どうなんだね」

「みんな、うちにいるよっ！」

「そうかい。まあ、私には関係のない話だよね」

　言葉とは裏腹に、マスターはますます落ち込んだ。

　――いや、すっごいショック受けてるよ。

「パパ！」

　ミカたちよりやや幼い年頃の少女が、人波をかきわけるようにして、マスターのそばに出てきた。

「スー。はぐれてはだめだと言っただろう」

「パパが急にいなくなったんじゃない」

　スージィは頰ほおをふくらませた。酒場ではいつもエプロンをしているが、今日はよそいきの服を着ている。なんだか、かえって幼く見えてしまう。

「ダミ校へようこそ。スーちゃん」

「やあ、よく来たな」

「えへへ」

　スージィは、アトラからチラシを受け取った。

「この鹿しかさんって、よくミカさんの話に出てくる獣人さんだよね？　カホちゃんさんだっけ？」

　スージィが受け取ったチラシのイラストを見て言った。

「うん。弓術科に行けば会えるよ」

「あのメガネのひともいる？」

　アトラが、首をかしげて聞き返した。

「シゲタカか？」

　違うだろう。







　　　燃えるアマゾネス
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「セツカ先生でしょ」

　ミカが、正しい『メガネのひと』を答えた。

　弓術科一年Ａ組副担任セツカは、規律に厳しい女性教師。

　スージィは『バカスカ』で、タチの悪い客に絡まれているところをセツカに助けてもらって以来、彼女に憧れを抱いている。

「どうかなぁ、昨日は見なかったけど」

「会えるといいなー。この前のお礼も言いたいし。ね、パパ。早く弓術科に行こうよ」

「スーは魔術科に入りたいんじゃなかったかい」

「うーん。迷ってるんだよね。今日、まわってみて決めようかと思ってるんだ」

「ミカ。案内してあげたらどうだ」

　アトラが提案した。

「でも、チラシ配りあるし」

「ミカのは、もう終わっている」

「え？」

　ベンチにあったはずのチラシの山は、あとかたもなかった。

　――パルちゃんパワー、すごっ。

「そ、そんじゃ、わたしが弓術科案内してあげるよ、スーちゃん」

「わーい。ありがと」

「私も終わったら、あとから行こう」

　――でも、責任重大だな。

　今日の見学で、一人の少女の進路が決定するかもしれない。

「しかし、見てまわってもね。どうせパラボラくん姉妹はいないんだよね」

　表に洩もれ出でたマスターの心の声を、ミカは聞いてしまった。

　――なんのためにきたんですか。

「バカヤローっ！」

　マスターに叫ぶパラボラ。

「パ、パラボラくん？」

「さがす前から、いないときのこと考えるやつが、あるかーっ！」




　――いや、いないって言ったのパルちゃんだよ。







　　　三女ふたたび
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「パラボラくん、きみの言う通りだ。さっそく魔術科からまわってみよう！」

「のぞむところだっ！」

　マスターとパラボラは、人ごみに向かって走り出した。

「ちょっと、パパぁ！」

「パルちゃん！」

　マスターとパラボラが魔術科のほうへ消えていくのを、ミカとスージィはただ見ていることしかできなかった。

「だ、大丈夫かな」

「パラボラさんが一緒なら、迷子にはなんないと思うけど」

　――いや、そういうことじゃなくて。

「私がついていこう」

　アトラもべつの不安を感じたらしい。

「ぜひ、そうして」

　アトラはアタランテの端にチラシの山を吊るすと、飛ひ脚きやくのように駆けぬけていった。

「へえ。弓って、あんな風にも使えるんだね」

　スージィが感心する。

「あれはマネしちゃだめ」




　渡り廊下を抜けて弓術科棟に入ると、廊下には長い列ができていた。

「ミカさん。弓術科、大人気じゃない」

　スージィがミカに言った。

「変だな。昨日までは、こんなじゃなかったのに」

　列の脇わきをアスケラが歩いてくる。

「はい、みなさん、きちんと並んでくださいね。ただいま、四十五分待ちよ」

「先生。どうしたんですか、この人気は？」

「あら、ミカちゃん。実はパラボラちゃんも、控え室じゃなく進路相談に出してみたの。そしたら行列になっちゃって。初めからこうすれば良かったわねえ」

　――なるほど、ここにもパルちゃんパワー。

　なにかがおかしいことに気づくミカ。

　――あれ。でもパルちゃんはさっき……？







　　　サバイビング・アスケラ
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　――また、プラちゃんか。

　パラボラ六つ子姉妹の三女で、剣術科所属のプラボラは、イタズラ好きでしょっちゅうほかの姉妹の誰かになりすましている。

　――そっか。だからマスターさんのこと、知らなかったのか。

「ミカちゃん。チラシ配りはどうしたのかしら」

「ええっと。手伝ってもらって、すぐ終わっちゃいました」

「あら、誰に？」

「パルちゃん。……じゃなかったのかもしれません。こっちにいるのが本物なら」

「こちらは本物のパラボラちゃんよ。間違いないわ」

　エルフの目は、ごまかせない。

「おかげで進路相談室は大盛況なんだけど。道場の弓きゆう射しや体験のほうはガラガラになっちゃって」

「あ。それなら、すぐに入れますよね」

「ええ。そうね」

「スーちゃん、先に道場に行こうか。弓にさわってみたいでしょ？」

「うん！」

　目を輝かせるスージィを見て、アスケラがミカに聞いた。

「ミカちゃんのお友達？」

「はい。街の酒場の娘さんです」

「スージィです。初めまして、エルフのお姉さん」

　スージィは、ぺこりとお辞儀をした。

「礼儀正しいお嬢さんね。こちらこそ、初めまして。私は弓術科一年Ｂ組の担任のアスケラよ」

「寮長先生ですよね。アトラさんから、お話聞いてます」

「あら、どんな風に？」

「速射が得意なエルフの先生で、とっても優しくて若くて美人で若くて若いって」

「あら、嬉しいわね」

　アトラ、セーフ。

「もし会ったら、そう言っておけば大丈夫だって」

　アウト。







　　　弓射体験
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　アスケラの言ったとおり、道場の来訪者は少なく、すぐに入ることができた。

「好きなの選んで大丈夫だよ」

　スージィは、壁に立てかけられたたくさんの弓のなかから、上下非対称の丈が長い弓を手にした。

「意外と重いね」

「こっちの小さいのにしてみたら」

　ミカは小型の弓を指差した。カホンが普段使用しているものに近い型である。

「ううん。スー、これがいい。セツカ先生がこういうの使ってたから」

　和わ弓きゆう、と呼ばれる、この丈の長い弓は、東とう国ごく出身者に使い手が多い。東国出身のセツカも、もちろん愛用している。

　――わたしもずっと、和弓しょってたんだけどね。

　スージィの目には入ってなかった。

「よーし。それじゃ、ミカお姉さんが『射しや法ほう八はつ節せつ』を教えてあげよう」

「しゃほうはっせつ？」




「離れ！」

　スージィが手にした弓から、矢がぎこちなく飛んで、道場のなかほどの芝に落ちた。

「ふぅー。難しいんだね。マトまで届かないや。だめだね、スー」

「前のほうに飛ばすだけでも難しいんだよ」

　――わたし、できないし。

「スーちゃん、筋いいと思う」

「わーい。でも、いちいち、この『射法八節』っていうのやるの面倒くさいね」

「みんながやるわけじゃないよ。これは基本の型みたいなものかな」

「へーえ。じゃあ、ミカさんはやらなくてもできるの？」

「も、もちろん」

　――やんないと当たんないけどね。

　射法八節には不当あたらずの呪のろいの解かい呪じゆ効果がある。裏を返せば、やらなければ呪いの効果は発動してしまうのだ。

「せっかくだから、ミカさんが弓使うとこ、見てみたいな」

　――やばっ。







　　　一般人エイジ
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「アトラさんが言ってたよー。ミカさんの命中精度はすごいって。きっと、さっきのめんどくさいのやんなくても、ズバズバ当てちゃうんだろうな」

　――わぁ、大ピンチ！

　ミカは、困惑した。射法八節のほかにも、目を閉じることによって呪いの効果を打ち消す手段が、あるにはある。

　――だけど、スーちゃんがマネしちゃうと良くないし。

「えっと、今日はちょっと……。ね？」

「えー、なんでぇー？」

「ほ、ほら、わたしは現役生だしさ。わたしがここを使ってるせいで、一般のお客さんを、待たせちゃうと悪いし」

「待ってるひとなんて、いないよ？」

　――うぅ、もっと人気出ろ、弓術科！

　ミカは道場内を見渡して、ある人物を見つけた。

「ほら、あそこ！　一般のひとが、待ってる」

　ミカが指差した壁には、メガネの少年が立っていた。これといって特徴のない顔で、これといって特徴のない服を着ている。

「あ、ホントだ。一般のひとだ」

「ねー。気持ちいいくらい一般な服着てる一般のひとだよねー。さ。これから、ああいう一般のひとで混みだすかもしれないよ？　ほら、次に移動、移動」

　ミカは、せかすようにして、スージィを連れて道場を出ていった。




　こんにちわ、シゲタカです。半端なところから、すいません。

　せっかく夏休みに入ったというのに、アスケラ先生の命令で、オープンスクールのあいだ、ヌンキのやつと道場の警備みたいなことをしています。

「Ｂ組。いい服だ」

　そうなんです。今日、僕は私服です。ヌンキが昨日、クロスボウの部品をひっかけて、僕の制服を破りやがったんです。まぁ、夏休みなんで、まだ良かったんですが。

「短たん髪ぱつ大だい名みようが褒ほめていた」

「え、ミカさんが僕の私服を？」

　僕の時代、来たな。







　　　一方その頃魔術科では
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　弓術科の学科棟や道場は古くてボロい木造だが、魔術科棟は荘そう厳ごんな印象のレンガ造りで、建物の規模もずっと大きい。

　その魔術科棟の教室で、マスターは驚きよう愕がくの事実を知らされていた。

「つまり、きみはパラボラくんでなく、パラボラくんの妹くんなのかい」

「どうかな？」

「疑問系だが、どうなんだね。タロくん」

　サングラスを持ち上げながら、タロは答えた。

「間違いないでしょう。なにやらガシャガシャした音が、かすかに聞こえたんで。弓術科の制服の下に、剣術科の鎧よろいを着てるんでしょう」

「よく気がついたな、タロ。私はまったく気がつかなかった」

　アトラが、パラボラあらため弓術科仕様のプラボラを見て言った。

「あたしもだしぃ」

　魔術科の制服を着た、こちらもパラボラにそっくりな、やる気のない表情の少女が首をかしげた。パラボラの一番下の妹、面倒臭がりのヨシコである。

「いや、ヨシコ嬢が気づかないのはおかしいでしょう」

「だって、チョー似てない？」

「なんてことだ。私は知らぬうちに第三のパラボラくんに遭遇していたとは……。うかつだった。お上かみに申し訳が立たない」

　お上って誰だ。

「で、マスターの旦だん那なはスーさんもなしに、なんの用で？」

「はっ。また、いつのまにかスーとはぐれていた。なんてことだ。心配だ。すぐ引き返そう。そうだ。ヨシコくんも一緒に来たまえ」

「なんでですかい」

「……皆様。一言、よろしいですの？」

　ヴィヴィアが珍しく落ち着いた口調で割り込んだ。

「なんだ、ヴィヴィア。具合でも悪いのか」

「わたくしを無視して――」

　ヴィヴィアは深く息を吸い込んだ。

「――いつまでペチャクチャとしゃべってらっしゃいますの、不愉快ですわ！」

　溜まっていた大声ゲージが消費された。







　　　初老の新入生
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「ここは、わたくしが特別に借り切った『ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世によるヒマニマ・デモンストレーション』の会場ですわ！　主役はわたくしですわ！」

「だが、まったくひとが集まっていないようだが？」

「ふん、ですわ！　魔術具体験と、魔術素質チェックが満員御礼すぎるのですわ！」

　教室内にはヴィヴィアとタロ、そしてヨシコの三人と、アトラ、マスター、プラボラしかいない。つまり、身内しかいない。

「暑い……」

　教室の隅すみにもう一人いた。

　華奢で顔色のすぐれない魔術科の少女が、机に突っ伏してうわごとのように『暑い』とつぶやいている。

　ヴィヴィアは、少女のもとにつかつかと歩み寄った。

「バサ様！　呼び込みはあなた様のご担当ですの！　魔術科志望のお客様を、かたっぱしから、つれてくる手はずでしたはずですわ！」

「ごめんなさい、ヴィヴィアちゃん……。わたし、暑いの苦手で……」

　この幸さちの薄そうな少女の名は、バサルタ。魔術科の一年生だが、実は留年していて、ミカやヴィヴィアたちよりも、本当は一つ年上である。

「人混みも苦手……。あと、歩くのと……、しゃべるのと……、息をするのも……、苦手……」

　生きるの全般が苦手な少女である。

「でも、そうよね……。任された仕事は、きちんとしなきゃね……。わかった……。わたし、がんばる……」

　責任感は、割とある。

　バサルタは、フラフラと席から立ち上がると、よろけながら歩き出した。が、教室を出る前にふたたび、机休憩が始まった。

「大丈夫かい。きみ？」

　ちょうど、マスターのそばだった。

「ありがとう……。おじさん……。そうだ……」

　バサルタは、仕事を思い出した。

「魔術科、興味ある……？」

　果か敢かんにも勧誘した。







　　　斧おのがよくわかる話
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　弓道場から、弓術科棟に戻ってきたミカとスージィだったが、廊下の行列はむしろ長くなっていた。

「鹿しかさんの相談コーナー。まだ、入れそうにないね」

「そうだ。似たようなひとのところに行こうか。きっと空いてて、涼しいし」

「似たようなひと？」




　ごつごつした石造りの無ぶ骨こつな建物。それが斧術科の学科棟である。

　ミカとスージィは、座り心地の悪い石の椅子に腰を下ろし『斧がよくわかる話』に、耳を傾けていた。一応、ちらほらと参加者はいるが、ガラガラだ。

「――このように、斧という武器の発生は、かなり早かったと言われています――」

　カホンをふたまわりほど大きくしたような獣人が、図体に似合わない穏やかな声で説明した。服装は腰こし巻まき一丁で、隠しようのない隆々とした筋肉質のからだは、見るものの体感気温を上昇させる。

　――思ったよか、涼しくないや。

「――ちなみに、原初は、おもに木材を加工するために使われ、このような戦闘用の両手斧が登場するのは、だいぶ時代が降ってからの話になります――」

　黒板の脇には、ミカにはとても持ち上げられないような、巨大な両刃を備えた斧が立てかけてある。

　――ていうか、これ普通にカバサ先生の、ただの授業だよね。

　来訪者が少ないのもうなずける。

　――ある意味、一番、リアルな学校体験だけど……。

　――スーちゃん、退屈してないかな？

　ミカが、となりに座っているスージィの表情をうかがうと、キラキラした目で前を見ていた。

　――良かった、喜んでくれてて。

「――では、セツカ先生。次の資料をください」

「ええ。かしこまりましたわ」

　――まぁ、斧、関係ないけど。

　スージィの眼まな差ざしは、カバサのアシスタントのようなことをしているセツカに向けられていた。







　　　忘却のセツカ
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「――以上で、授業を……、いや授業ではありませんでしたね。『斧がよくわかる話・第一部』を終わりにします。ご清せい聴ちよう感謝いたします。第二部もお楽しみに」

　ああ。あのひとが言い間違いを。これは珍しいわ。記憶に深く留めておくのよ。

「セツカ先生も、どうもありがとうございました。わざわざ来ていただいて」

「い、いえ。わざわざなんてことは……」

　ちっとも、わざわざではありませんわ。あなたのためならば、弓の足元にも及ばない、底辺も底辺の武器である斧などというものを教えている斧術科風ふ情ぜいの手助けであろうと、私は喜んで引き受けますのよ。

　弓術科の生徒たち。私が斧術科の手伝いをしていると知ったら驚くでしょうね。まあ、知るわけがないけれど。斧術科など相手にするなと教えこんでいますもの。

「セツカ先生。お疲れ様です」

　幻げん聴ちようね。このミカさんの声は。

「どうして、斧術科のお手伝いをされてるんですか？」

　現実にミカさんが、いるのではなくて！

「ミカさん！　どういった気の迷いで斧術科になど足を運んでいるのですか！」

　ああ。自分を棚にあげて私はなにを……。

「す、すみません！」

「……いいえ、謝らなくていいわ。私は……、そうね。斧がいかに愚おろかかということを伝えに来たのよ」

「え。でも、カバサ先生を手伝ってましたよね？」

　なに、この子。今、来たばかりかと思ったら、ずっといたのではなくて？　あのひとに夢中になるあまり、まったく気づかなかったわ。

「先生。お久しぶりです！」

　見覚えのある子が、もう一人？　目撃者が増えては困るわ。確か、この子は――

「酒場のお嬢さん」

「スージィです。あのときは、ありがとうございました。もしスーに、お礼できることがあったら、なんでも言ってくださいね」

「そう。……それでは、一つお願いがあるわ」

「なんですか？」

「今見たことを、すべてお忘れなさい」







　　　相談室
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　弓術科棟内。怪しげなカーテンの奥で開催中の、カホンとパラボラの進路相談は盛せい況きようであった。部屋の雰囲気的には進路相談というより占いっぽい。

「――もしぼくが告白をしたら、彼女はＯＫしてくれると思いますか？」

　相談の内容も、進路と関係ないのが多かった。

「くだけちれっ！」

　客に粉ふん砕さいを要求するパラボラ。

「当たってくだけろ、ですよ」

　カホンの解説が入る。

「はーい。あなたの時間はここまでよ」

　アスケラがカーテンの外から顔を出し、相談客に告げた。

「延長するなら追加料金が発生するけれど、いいかしら」

　追加もなにも、そもそも金はとってないのだが。

「い、いえ。参考になりました。ありがとうございます」

　エルフの目の奥に、本当に金を徴ちよう収しゆうされそうな気配を感じた客は、慌あわてて去った。

「はい。それじゃ、次のかたどうぞ」

　アスケラがいなくなると、今度はのろのろとカーテンがあいて、幸の薄そうな、髪の長い華奢な魔術科の女子生徒が入ってきた。

「シカちゃん……。来ちゃった……」

「バサルタさん。ここは受験生さんと保護者さんのための進路相談室ですよ」

「……来ちゃった……」

　来ちゃった押しでごまかした。

「ごめんなさい……、でも、ちゃんと相談事はあるの……」

「なんとかカッターの船だっ！　相談しなっ！」

「『乗りかかった船』です。わかりました。バサルタさん、相談をどうぞ」

「わたし……。留年してるっていう過去を消したいの……。どうすれば……」

　無茶な相談だった。

「あきらめろっ！」

「シカちゃん……。これはどう解釈すればいいの……？」

　バサルタは、パラボラ語の解読をカホンに促した。

「すみません。これは、そのままの意味です」







　　　自分だけの弓術
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　ミカとスージィは弓術科へ戻るため、斧術科から尖塔への廊下を引き返していた。

「セツカ先生、やっぱり格好良かったね」

「そ、そう？　わたし、苦手なんだよね、ちょっと」

「スー、ちょっと反省したよ――」




「――そう。弓に興味があるのね。素晴らしいことだわ」

「スーも弓術科に入れば、先生みたいに一流の弓使いになれますか」

「無理ね」

「……才能なさそうですか」

「そうではなくて、私は一流の弓使いなどではないわ。まだまだ修行中の身よ。それに、十人の人間がいれば十の弓術があります。あなたも本気で戦士を目指すのなら、誰かの真似ではない、自分だけの個性を身につけなさい」




「――ただ、格好良いからなりたい、なんて、軽い気持ちで言ってたのが、ちょっと恥ずかしいよ」

「……」

　ミカも、スージィと同じようなことを感じていた。

　――自分だけの個性、か。

　やり方は無茶苦茶だけれど、アトラやパラボラは、ほかの弓使いとは違う、唯一無二の弓術をすでに実践している。

　それにひきかえ、自分はどうだろう。

　ミカにあるのは、ただマトに当てたいという気持ちだけだ。呪いというハンデのせいで、それを大層な目標のように掲げているけれども、そんなものは本来、弓使いにとって最低限の技術だ。

　達成したところで、やっと他人と同一線に立てるというだけなのだ。

「やっぱり、ダミ校受けるの考えなおしたほうがいいかな。スー、自分だけの個性なんて、全然わかんない」

「大丈夫だよ、だって――」

　ミカは、小さく微笑ほほえんだ。

「――それを見つけるために学校があるんだよ、たぶん」







　　　赤い仮面の
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「お邪魔様ですわ！」

　せっかくの良いムードを、澄すんでいるがうるさい声がかき消した。

　尖塔のそばまで来たミカたちの前に、ヴィヴィア、アトラ、マスター、タロ、ヨシコ、プラボラ（剣術科制服）の六人パーティーが現れたのだ。

「あ、タロさんにヨシコさんに、……パラボラさん、じゃないのかな？」

「久しぶりですねえ」

「どもだしぃ」「初めまして？」

「それと、ヴィヴィアさんですよね？　六ろつ傑けつの孫の！」

　自分の名を知る人間に、ヴィヴィアは感動した。

「いかにもわたくしが、かのヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュが孫娘が一人、ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世ご本人ですわ！　お喜びくださいまし！」

　尊そん大だいさに磨きがかかる。

「ホントにアトラさんやミカさんの言ってた通りのひとだね」

　スージィは、アトラにひそひそと話した。

「そうだろう」

「スー、パパとの再会も喜んでいいんだよ」

　――いや、マスターさん。勝手にいなくなっただけだよ。

「スーのこと、捜していたぞ」

「ふん、どうだかねー」

「スーは魔術にも興味を持っていたろう。こちらの三世くんが、変な魔術を見せてくれるというから来てもらった」

「ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世によるヒマニマ・デモンストレーションですわ！」

　三世くんが訂正した。

「え、魔術科で、そんなおもしろそうなことやってたの？　パンフレットに書いてなかったよ？」

「いえ、それが実は書いてあったんですねえ」

　タロは、取り出したパンフレットをスージィに見せると、一ヶ所を指さした。

「この『Ｖ３』ってのが、そうです」

　縮めすぎだった。







　　　デモンストレーション
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　ヴィヴィアは、霊れい杖じようクインジューディスでスージィを指した。

「弓術科に入るか魔術科に入るかで、迷っていらっしゃると聞いたのですわ」

「うん」

「その迷い、わたくしが晴らしてさしあげますわ！　わたくしの華麗なる魔法をご覧になれば、もう魔術以外は目に入らなくなりますわ！　魔術なしでは生きられないからだになりますわ！　魔術・オア・ダイですわ！」

　――それは問題あるんじゃ……。

「おわかりですわね、アトラ様！　魔術・オア・ダイですわ！」

「スーちゃんを勧誘しに来たんじゃないのか」

　注・ヴィヴィアはアトラを魔術科に転科させたがっています。

「わー、どんな魔術ですか。見せて見せて」

　ヴィヴィアは、とりあえず霊杖クインジューディスを近くの床に放り投げた。

　――いつも思うけど、邪魔なら持ってこなきゃいいのに。

　両の拳こぶしを太ももあたりにあて、ヴィヴィアは叫んだ。

「ヒマニマ・俊しゆん足そく！」

　とくに音が鳴ったり光が発生したり筋肉が隆りゆう起きしたりといった演出はないが、飛躍的に脚力が上昇したヴィヴィアは、渡り廊下を斧術科方面へと走り去り、斧術科棟の壁にタッチして、あっという間に引き返してきた。

「ゼェ、ゼェ……。ヨシコ様、タイムは？」

「はかってないしぃ」

　そりゃそうだ。

「三秒二二ですねえ」

　できる男、タロ。

「どうですの、このタイム！」

　比較対象がないので、なんとも言えない。

　――ていうか、こんなんで魔術科の魅力、スーちゃんに伝わるのかな。

「ヴィヴィアさん、すごーい。かっこいいね！」

　パチパチと拍手しながら、スージィが称賛を贈る。

「お、思いのほか、好評ですわ！」

　本人がびっくりしてどうする。







　　　結論
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　その後、スージィとマスターはミカと一緒に校内をまわり、気づけば日も暮れはじめ、人影もまばらになった尖塔一階ホールのベンチで一休みすることにした。

「わたし、こんなに学校んなか歩いたの初めてかも」

「結局、ほかの三人の姿は見つからなかったね。次回に期待だね」

　――だから、なにしに来たんですか、あなたは。

「どうだい、スー。どこに入るか決まったかい？」

「うん。ぜんぶ入る！」

　スージィは、大胆なことを言い出した。

「だって、どこも楽しそうだったもん」

「だがな、スー。入れるのは一つと決まってるんだ」

「……ねぇ、パパぁ、おねがーい」

　必殺『スージィおねだり』が発動。マスターはこれをくらうと、ついお願いを聞いてしまうのだ。ちなみに一日三回までと、一応決められている。

「く……、こればっかりは、く……。すまない、スー」

　マスターは、スージィの攻撃に耐えた。

　――ていうか、マスターさんが許しても無理だってば。

「なんてね。わかってるって。すぐ受験なわけじゃないし、もう少し考えて決めるよ」

「そうしなさい」

「ちなみに、今のところスーの入りたい度が一番強いのはね――」

　スージィは、にっこり笑ってズバリ言った。

「斧術科！」

「な、なんで、スーちゃん？　なんで？」

「だって、斧の歴史、おもしろかったよ？」

　――ちゃんと聞いてたんだ、あれ。

　そのとき、槍術科のほうから、ひときわ大きな竜の鳴き声が聞こえてきた。

「わぁ、今のって竜の声？　槍術科はまだ行ってないよね。槍術科もいいなぁ！　ね、まだ時間あるよねっ。行こ行こ！」

　はしゃぐスージィに、ミカとマスターは同じことを思った。




　――こりゃ、当分決まりそうにないな。







　　　幕間２　魔王窟




　吹雪ふぶきのなかにぽっかりと口を開けた魔ま王おう窟くつの入り口は、とくに凶まが々まがしい装飾が施ほどこされているわけでもなく、一見、ただの洞窟のように見える。

　しかし、なかに足を踏み入れれば、色合い・形・モチーフすべてが趣味の悪い、あんまり関わりたくない類たぐいの教会のエントランスのような異質な空間が広がっており、じゅうぶん凶々しさを堪たん能のうすることができる。

　不気味な魔物の彫像が両脇に立ち並ぶなか、調査隊員たちは今回の調査についてのミーティングを行っていた。

　調査隊長が、整列している隊員たちに向けて話す。

「今一度、確認しておくが我々の目的は、魔王クレアが実際に封印されている、とされている、封印柱を見つけだすことにある」

　五十年前、魔王クレアは激しい戦いの末、勇者ダミンと封ふう魔まの六傑の手によって、この地に封印された。

　それは疑うべくもない事実だが、しかし魔王窟に封印されている魔王を、実際に確認したものが、実はいなかった。

　勇者ダミンと六傑たちの話によれば、この魔王窟の最下層にある封印柱に封印されているらしいのだが。

「現在までに到達したのは地下四階までだ。初めて地下四階に到達してから、今年で十年になる。今回こそは、ぜひとも地下五階まで調査を進めたい」

　魔王クレアの最後の砦であった魔王窟は、魔王クレアが封印された今でも、仕掛けられたトラップの多くがまだ機能しており、やすやすと進むことはできない。

　五十年かけても、かつてダミンたちが到達した最下層まで、たどり着くことができないのであった。

「すでに何度か参加しているものは知っていると思うが、今回が初参加のものもいる。地下一階から順に、どのような試練が待ち受けているか、説明をしておく」

　常連の調査隊員たちは、面倒臭そうに顔をしかめたが、隊長は説明を始めた。

「まず、この先にあるスロープをくだると、地下一階『緋ひの海』が待ち受けている。緋の海は、その名の通りフロア全体が血のように赤い色の池に覆われており、まともな足場は点在する小島だけだ。我々は、小島に渡された手すりのない狭い橋を頼みに、池の上を渡りながら進むことになる。この赤い色の池は、命あるものを一瞬で溶かす強力な液体で『命めい酸さん』とも呼ばれている。赤く見えるのは溶かされた人間の血が、固まらずに残ってしまうからだ。橋から落ちれば、自分が池の一部になることになるから、気をつけたまえ」

「弾はじき石は、作動すんのか」

　列の後方にいたシャムが、隊長に聞いた。

「ほう、新人くん。よく知ってるな。確かに『緋の海』には、橋から侵入者をつき落とすために、ときおり橋の上を巨大な岩が転がってくる仕掛け、通称『弾き石』がある。無論、このトラップは今もなお稼動しているぞ」

「なんで解除してねえんだ？　二階の出口まで行けりゃあ、解除するためのスイッチがあるはずだ。前に行ったときに解除しとくべきだろ？」

　シャムの発言を聞いて、常連の調査員たちは口々に笑い出した。

「なんか変なこと言ったか？」

「いやぁ、本当によく調べているな新人くん。確かに、解除することはできる。しかし、それでは無関係な人間が侵入しやすくなってしまう。我々はそれを望まない。調査員以外の人間に、魔王窟を荒らされることになるからな」

「しかし、それでは私たちも、毎回そのトラップに悩まされることになるのではありませんか」

　今度、質問したのはネリーだった。

「長年の調査で、弾き石の出現周期や、回避場所のデータはとってある。きみたちは我々の指示に従っていれば、安全に地下一階を抜けることができるだろう。余計な心配はしなくてよろしい」

　隊長は一つ、咳せき払ばらいをした。言葉にはしなかった不快感が、そこに凝ぎよう縮しゆくされているようだった。

「では、地下二階『紫の霞かすみ』についてだが――」







　隊長による、各階の説明は続いた。

　どの階も、冒険者の命を脅おびやかす危険な仕掛けが施ほどこされている。五十年前は、この上、魔王配下の、それも幹部クラスの魔物たちが各階の守備を固めていたわけだから、かつての勇者たちの苦労がしのばれる。

　話の途中で、シャムやネリーが質問を挟むと、従っていれば問題ない、との答えと、ほかの隊員たちの嘲ちよう笑しようが必ず返ってきた。

「――以上が地下四階『黒の冥やみ』についての攻略法だ。前年度は、攻略法を解するまでにとどまったが、なあに、今回は前人未踏の地下五階にたどり着けるだろう。地下五階こそ最下層という可能性もある。我々は歴史に名を残し、また一歩、勇者に近づくのだ」

　自分たちが歴史に名を残すという言葉に、調査隊の士気もあがる。

「さて、ここでしゃべっていても時間の無駄だな。そろそろ探索を開始しよう。長丁場になるが準備はいいな？　勇者の志こころざしをつぐ戦士たちよ！」

　オー、という気味の悪いくらい揃そろったかけ声が、洞窟の壁に反響した。

「すみません」

　ネリーが手を挙げる。

「どうかしたかね、ネリー君」

「ちょっと気分がすぐれなくて、私は少し休んでからまいります」

「なんだい。初めての魔王窟で怖おじ気けづいたのかな」

　船室で、ネリーのことを研究バカと言った男が、意地悪く言う。

「そうかもしれません」

「仕方がないな。では、我々は先に進んでトラップを解除しておくから、ネリー君はじゅうぶん休んで、あとから来なさい。異存のあるものは？」

　隊長の提案に反対するものはいなかった。

「あー、すまん。俺もあとから行く」

　シャムがだるそうに言った。

「きみも気分がすぐれないのか？」

「そんなとこだ。ちょっと寝させてくれ」

　隊長は、またいやな咳払いを一つした。

「ふむ。……好きにするといい」

「さすが卑ひ怯きよう者ものの弓使いくん。後ろからこっそりついてこようってわけだね」

「弱いものいじめは、そのくらいにしたまえ」

　隊長は、意地の悪い男をたしなめた。

「……では、我々は行くとしよう。さあ、今年こそ、地下五階まで到達するぞ！」

　威勢の良いかけ声とともに、調査隊の面々はスロープをくだっていった。異端者たる新人二名と、立ち並ぶ無数の不気味な彫像を残して。







「――そろそろ気分はすぐれたのか？」

　調査隊の姿が完全に消えたのを見届けてから、シャムが口を開いた。

「おわかりのくせに。私は気分など悪くありません。そちらこそ、仮眠はとらなくて良いのですか」

「こんなとこで寝たら、寝覚めが悪いだろ」

　シャムは、彫像の顔をロックスリイで小突いた。

「あと、俺は気分悪いな。ムナクソ悪い」

　ネリーは「ふふ」と笑った。

「……で、どうするんだ？」

　シャムが真剣な様子で聞くと、ネリーは笑うのをやめた。

「外に出ましょう」

「外？」

「私が研究バカなら――あの方々は、さしずめ冒険バカってところです」

　ネリーは口をとがらせた。すました顔で受け流してはいたが、常連と称する隊員たちの態度は、腹にすえかねたのだろう。

「あれでは調査に来たのではなく、自分の力を試しに来ただけではありませんか。目的を見失っています」

「戦士ってのは、そういうもんだろ。俺はわからんでもないね」

「私には、まったくわかりません」

「しかし、外に出てどうすんだ？　腹いせにあいつらの荷物に落書きでもするか？」

「それも悪くはないですが、違います」

　ネリーは、白衣の襟元を正した。

「私たちは、最下層に行きましょう」

「はあ？　だったら、あいつらのあとを追うしかねえじゃねえか」

「いいえ。ですから、私たちは最下層に行くんです。あの方々が、目標に掲げている、地下五階などではなく」

　とんちのような答えに、シャムは眉間にシワを寄せた。

「なんだそりゃ、ほかに入り口でもあるってのか。俺も相当な数の資料に目を通したが、裏口があるなんて話は聞いたことねえぞ」

「裏口。いい表現ですね」

　ネリーは、薄く微笑んだ。

「私も、そのような話を資料で見た記憶は一度もありません。そういった説も聞いたことはありません」

「そんじゃやっぱし――」

「ですが」

　弓聖女の孫娘は、自信を声ににじませた。




「実際に最下層まで行った人間から、事実を聞いています」
































　　　ミカの夏
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　夏は暑い。

　でも、ダミニチュアの暑さと違って、なんだか懐なつかしい、じめっとした暑さ。

　数えてみたら、実はそんなに経ってない、のかな。四の月に出てから、五、六、七、八……、四ヶ月。結構、経ってたな。

　だいたい四ヶ月ぶりに、ミカは東とう国ごくに帰ってきました。

　帰る、ってことだけは連絡してあるけど、はっきりいつ帰るとかって伝えてないんだよね。お父さん、家にいるかな？

　って、たぶん間違いなくいるんだけど。お父さん、勤めに出てないし。

　それだと、なんか働いてないみたいだけど、違うからね。家でちゃんとお仕事してます。……してるはず。

　家にずっといるようなお仕事って、

　働いてるっぽく見えないから、損だなぁ。




　久しぶりに見る村の景色は、懐かしいはずなのに、なんだか新しく見える。

　そんなに大きな変化があるはずもないし、ダミニチュアのほうが、新しい建物とか道路が多いはずなんだけどね。変なの。

　そんなこんなで、我が家の前にたどり着いた。

　郵便受けに新聞がささったまんまだ。お母さん、また取りに来るの忘れたな。お父さんも。自分の書いた小説載ってんのに。

　そういやわたしが村を出るちょっと前に、前の連載が終わったんだよね。

　貴族の覇権争いっていうか、遺産相続争いみたいな話なんだけど、最終的に精神世界に突入するの。

　わたしはよくわかんなかったけど、世間のひとも、あんまわかんなかったみたいで、そんな好評じゃなかったみたい。

　今は、新しい連載が始まってるはず。どんな話なんだろ。またややこしい話かな。だいたい最終的に精神世界に突入するんだよね。お父さんの話。

　あった、これだ。

　ん？　『ミケの冒険』？




　……ミケ？







　　　モデルとなった人物
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　この主人公、弓使いってまさか……。

「あーら、ミカちゃんじゃなーい。帰って来てたのね！」

　となりのおばちゃんだ。

「おばちゃん、久しぶり」

「ははーん。『黒くろ髪かみの射い手て』のご帰き還かんってわけだ？」

　あ。どうしよう。軽く死にたい。




　ずかずかと居間に入ると、お母さんが湯のみ片手にくつろいでた。

「あらあ、お帰りなさい。早かったのね」

　近所の買い物から帰ったときみたいな口ぶりで言われた。四ヶ月ぶりだよ？　もうちょっとさ……。まぁ、今はリアクションにケチつけてる場合じゃないや。

「お母さん！　これ、なに！」

　さっきの新聞をつきつけた。

「なあに、ただいまも言わないで。あいさつは大事よ」

「ただいま！　ねえ、なんで、わたしが勝手に小説の主人公になってるの！」

「よく見なさい。この子の名前はミケよ。一文字同じなだけ」

「一文字同じだったら、もう半分同じじゃない！」

「脇わきのただし書きを御覧なさい」

　ただし書き？

「この小説はフィクションであり、実在の人物・団体・うちの娘のミカとは一切関係ありません」

「かえって関係性強調しちゃったよ！」

「なにをそんなに怒っているの？」

「だって、恥ずかしいよ……。こんなの、みんな、わたしのことだと思うじゃない」

　泣きそうな顔でわたしがうつむくと、お母さんは優しい声で言った。

「ミカ。そんな顔しないで」

　お母さん。そうだよね。書いたのはお父さんだもん。お母さんに当たったってしょうがないや。ごめんね、お母さん。

「『黒髪の射手』の名が泣くわよ」

　それやめて！







　　　気まぐれ母さん
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　わたしは、書しよ斎さいに乱入することにした。仕事中でも知るもんか。わたしに無断でキャラクターを使用したことを問い詰めなきゃ。権利関係のことはきちんとしないと痛い目に遭うんだから。

「お父さん！　説明して！」

　わたしの声は無人の部屋に、むなしく響いた。

　いつもなら書斎の一部みたいな感じで、座卓にスタンバってるお父さんがいない。いや、仕事してるんだからスタンバイじゃないか。とにかくいない。

「お父さんなら、出てるわよ」

　後ろからお母さんののほほんとした声。

「どこ行ったの」

「さあ」

「聞いてないの？」

「なんで出てったかは、聞いてる」

　なんだ。それ教えてよ。

「さ、そろそろお米とがなきゃ、ミカも久しぶりに手伝ってね」

「待って、お母さん。タイミング不思議すぎるよ。なんで急に、ご飯の支度？」

「だって、さっきの話、おしまいでしょ？」

「おしまわないよ！　お父さんなんで出てったか謎なぞなままで、米とげないよ！」

「あらま、それは大変ねえ。おいしく炊たけないわ」

　毎日だと気にならないけど、四ヶ月ぶりに会うお母さんのマイペースっぷりは、けっこう手ごわい。

「実はね。ポチが昨夜ゆうべ帰ってこなくて」

「ポチが？」

　ポチは我が家で飼っているペット（残念でしたー、犬じゃなくて亀でしたー）の名前だ。よく勝手に外出するアウトドア志向な亀なんだけど、一晩も戻らないなんてことは滅多にない。

　お父さんはポチを捜しに行ったってこと？

「でも今朝、帰ってきてほっとしたわ」

　座卓の下から、ポチがひょっこり顔を出す。

　お父さんの話わい！







　　　たぶんボツ
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「お父さんは、ただの散歩よ。次のお話がうまくできないらしくて、気晴らしに出かけたわ。もう少ししたら帰ってくると思うけど」

　と、やっとのことで欲しかった情報をお母さんから引き出したわたしは、そのまま書斎で待つことにした。

　お母さんは、そうめんでも茹ゆでますかと台所に行った。お米炊くんじゃなかったのとか聞くと、またややこしくなりそうだったから黙っておいた。

「ポチも四ヶ月ぶりだね」

　わたしは座卓の上の癒いやし系な亀に言ってみた。

「ミカちゃん、久しぶりポチ！」

　なんて言うわけもなく、ポチはただ首をぐにぃっと曲げてた。だって亀だし。しゃべったら、わたし、ひくよ。

　ポチの足下には『ミケの冒険』の、書きかけの原稿があった。場面は、わたしがさっき読んだところより進んでいて、街んなかのシーンになってる。




「ミケ様ぁ、みたらし団子買ってきましたぁ。ね、ね、はんぶんこしましょ！」

「ありがとう。ガステルス」




　え、ガステルス、キャラ変わりすぎじゃない？　さっき、自分のこと我とか言ってたよね？　え、女の子？　ていうか、仲間になったの？　なんで？




「あれぇ、でも、このお団子、三つしかないですぅ。これじゃ、はんぶんこできないですぅ。もう、お団子屋さんのバカ、バカぁ」

「ガスが二つ食べていいよ」

「わぁい！　ミケ様、大好きぃ！　ぱくぱくぱく――」

「こら、ほっぺたにみたらしのたれがついてるぞ」

　ミケはガステルスの頰ほおに、顔を近づけた。

「あ、あ……。ミ、ミケ様ぁ。ぼくたち男の子同士だよぉ――」




　……。

　お父さん、だいぶ迷走してるな。







　　　出生の秘密
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「ミケ様の大事なものって、なんですかぁ」

「一番は、村に残してきた父さんと母さんかな」

「へーえ。……でも、ガス、聞いちゃったよぉ」

　ガステルスは、しゃぶりつくしてただの棒になってしまった串くしをくわえたまま、うつむいた。

「ミケ様のパパとママって、本当のパパとママじゃないんでしょ。本当のパパは、勇者デイニーだもん。魔王に狙われないように、普通の家庭にデイニーが託したんでしょう。ガス、知ってるもん」

「ああ。そうだよ」

　ミケは、とくに気にする様子もなくうなずいた。




　衝撃の事実を知って、思わずそこで読むのをやめた。

　ミケは、勇者の血をひいてる？

　どう見てもこの主人公、わたしを意識して書かれてる。髪は黒で短いし、弓きゆう道どう着ぎっぽい服着てるし、弓使いだし、名前も半分同じだし、年も一緒。

　唯一の違いは性別だったけど、ガステルス少年とラブコメってるあたり、純粋で健全な男子なのかは、ちょっと怪しくなってきた（まぁ、女の子役はガステルスのほうだけど）。

　わたしは、勇者ダミンがわたしと同じように不当あたらずの呪のろいにかかっていたのを聞いたときの、アトラの言葉を思い出した。




『ミカは、勇者ダミンの血をひいてたりするんじゃないか』




　ひょっとしたら、このミケと一緒で、わたしのお父さんお母さんも、本当のお父さんお母さんじゃなくて、

　本当は――

「ミカ。かき氷できたわよ」

　わたしは、お母さんが持ってきたかき氷を口に運んだ。抹まつ茶ちやあずき味だった。

　湧き上がった疑念に気をとられていたわたしは、そうめんを茹でにいったはずのお母さんが、かき氷を作っていたという間違いを指摘することも忘れていた。







　　　村人風の情報
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　お父さんに真相を問い詰めなきゃ。だって、

「やだ。お母さん、自分のには抹茶じゃなくてメロン味のシロップにあずきをのせてたわ。でも、これはこれでありねえ」

　だって、お母さんだと、あてにならない。

「お父さん、早く帰ってこないかな」

「あらあら、そんなに会いたかったの」

「そんなんじゃないもん」

　ホントにそんなんじゃない。

「そういえば最近、沼ぬま地ち公園でひとが行方不明になる事件が増えてるって噂うわさよ。恐ろしい魔物を見たって話もあるし。お父さんの身に何事もなければいいけど」

　お母さんは、溶けてしまったメロンあずきのかき氷を喉のどに流し込んだ。

「お母さん……」

「なぁに？」

「今のセリフ。これまでで一番ＲＰＧっぽいよ」

「あらあら、そう？」

　もう絶対、お父さん、なんかの事件に巻き込まれてるよ。ていうか、その変な魔物に出会ってるよ。十中八九。

　わたしは、食べかけのかき氷をおいた。

「お父さん迎えにいってくる」




　家を出て林のほうに進むと、小さな沼がいくつも口を開けている公園がある。たいしてきれいな風景でもないけど、そんなにひとも来ないし静かだから、一人で考え事をするのに向いてる。

　お父さんは、わたしが小さい頃、その沼の一つの、泥のたまり場っていうか、ほとんどただのぬかるみって感じの沼に、よく散歩に連れてってくれた。

　あれは底なしなんだぞ、と言って、お父さんはわたしを怖がらせた。今思えば、なんであんな風ふ情ぜいのない場所に娘を連れてったんだろ。作家の考えることは、変。

　沼地に着くとお父さんは、すぐに見つかった。

「誰か！　助けてくれ！」

　案の定、厄やつ介かいなことになってたけど。







　　　聞かなきゃいけないこと
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　お父さんは魔物に襲われてたわけじゃなかった。

　普通に沼岸の岩の上にしゃがんでた。誰もいない沼に、一人で叫んでただけ。

　だけど、これはこれで、ある意味事件。

「お、お父さん？」

　わたしは恐る恐る声をかける。

「誰だ！　邪魔を――」

　すごい剣けん幕まくで振り返ったお父さんは、わたしを見て顔を緩ゆるめた。

「ミカ。帰ってたのか。お帰りなさい」

「うん、ただいま……。一人で、なに叫んでたの？」

「これは、その……。セリフを考えていたんだ。最近はセリフの多い話を書いててな。ただひたすら書くだけだと、つい文語的なセリフになりがちだから、こうして声にだして考えるようにしてるんだ。ははは。現場を見られると恥ずかしいな」

　他人に見えないものが見えてるわけじゃないことに、とりあえず安心した。

「お父さん。その小説のことなんだけど」

「よ、読んだのか」

「主人公の名前、ミケってどういうこと？　わたしを意識してるの？」

「いやあ、それはそのだな……」

　お父さんは、顔をそむけた。

「ぐぐ、偶然だ。偶然、名前が似てしまっただけでな。決して、そのな。ミカがダミニチュアに行って、どうせ読む機会がないだろうからって、こっそりミカを題材にした話を書いたなんてことはないぞ。ああ、ないない。なさすぎて逆に腹が立つくらいだ」

　お父さん、わかりやすい。

「お父さん。小説のことで、どうしても気になることが一つあるんだけど」

「な、なんだ」

「あのね」

　これだけはどうしても聞かないといけない。わたしとお父さんの、大切なこれまでの関係を壊してしまうかもしれないけど、わからないままなのは、もっと嫌だ。

　わたしは、覚悟を決めた。




「『ぼくたち男の子同士だよぉ』ってセリフも、音おん読どくしたの？」







　　　ドボン
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「なんで、ミカがそのセリフを、まさか……」

　違う。

　こんなことが聞きたいんじゃないのに。

　でも「お父さんは本当のお父さんじゃないの？」なんて聞けなかった。

　もし、ホントに本当のお父さんじゃなかったら？　これからも、わたしはあの家に帰っていいの？

　帰って来て、良かったの？

「ミカ、書斎に入ったんだな。ひょっとして、……見たか？」

　お父さんが、ものすごくうろたえてる。

　やましいところがあるんだ。あの書きかけの原稿には、ミケの出自のことが書いてあった。きっと、それはわたしに知られちゃいけなかったんだ。

「見たんだな？」

　アトラの言った通りだったんだ。わたしは実は勇者ダミンの血筋で『不当の呪い』にかかっているのも、そのせいなんだ。

　四ヶ月ぶりに帰ってきた故郷は、うそんこの故郷だったんだ。

　わたしは、お父さんに背を向けた。

「さよなら……」

　お父さん、と続けようとしてやめて、そのまま歩き出した。だって、お父さんじゃないんだもん。わたしが呼んじゃだめだ。

「おい、ミ――わっ」

　ドボン。

　駆け出すわたしの背中で、低くて重たい、嫌な音がした。

　ふりかえると、沼から顔と手だけを出しているお父さんの姿があった。

　立ち上がろうとしたお父さんが、足をすべらせて岩の上から落ちたんだ。

「わっぷ！」

　お父さんの顔が沈んでいく。

　うそでしょ？

　まさか、本当に底なしなの？　あれは冗談じゃなかったの？

　お母さんの言葉が脳のう裏りをよぎる。

『沼地でひとが行方不明になる事件が増えてるって噂よ』







　　　泥沼
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　助けなきゃ。

　わたしは、あわてて沼に引き返した。

　だけど、わたしの短い腕じゃ、お父さんの手に届かない。

「そうだ。ハンガクを……」

　わたしは背中の弓を手にとって、お父さんに差し出した。

　膜まくのように張った沼の泥がついて、弓が重たくなる。

　あーあ、もう使い物にならないかも。わたしは、この弓しか持ってないのに。お父さんに買ってもらった、この弓しか持ってないのに。

　でも、弓なんてまた買えばいい。バカスカで働いてもいいし、ピットラット退治のアルバイトをしてもいい。お金さえあれば、弓はいくらでも買える。

　だけど、お父さんは一人しかいないんだ。

　そうだ。たとえわたしが、どこかの知らない勇者関係のひとの子供だったとしても、わたしのお父さんは、わたしにとって、お父さんと呼べるのは――

　お父さん一人しか、いないんだ。

「つかまって！」

　ところが、差し出された弓を、お父さんの手がつかむことはなかった。

「そんな……」

　なぜなら、お父さんが普通に立ち上がったから。

「な、なんで立てるんですか？」

　わたしは、あまりのことに敬語になった。

「え？　底なしって話、いまだに信じてたのか。ここは人工だから石の底があるぞ。しかし、泥の沼でよかったな。池だったら底に頭ぶつけてたとこだ。ははは」

　沼の水面は、お父さんの膝より、少し高いくらいのもんだった。

「さっき、沈みかけたのは？」

「ははは。ちょっとすべった」

　ほっとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような気持ちで、わたしは泥がついて重くなった弓を持ったまま、ぼんやりするしかなかった。

「ありゃ、泥だらけになっちゃったな。まあ、これでちょうど良かったか」

「ちょうど良いって、……どういうこと？」

「ん？　……あ、なんだ、あれを見たわけじゃなかったのか」







　　　お茶の間が大爆笑
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　そのあと、わたしと、泥だらけのお父さんは、泥だらけの東とう弓きゆうハンガク（一番安いレプリカ）を手に、すぐにうちに帰った。

　お母さんがちょうどお風呂を沸わかしてたから、お父さんはすぐに泥を流せた。天然なお母さんだけど、こういうときはなぜか奇跡的に用意周到。

「ねえ、恐ろしい魔物いた？　行方不明見た？」

「ぜんぜん。ていうか、行方不明見たってなに？　そもそもホントに噂あったの？」

「ええ。お母さん発信で、これから噂になるのよ」

　やっぱりお母さんの言うことは、あてになんない。

　お風呂からあがったお父さんは、書斎に隠してあったわたしの背より長い包みをプレゼントだと言ってわたしにくれた。

　中身は、弓だった。普通のひとが見ても、わたしがさっきまで必死で泥をふき取ろうとしていたハンガク（一番安いレプリカ）となんら変わらない弓に見える。

　でも、弓使いのわたしには、違いがわかる。

「これ、ハンガク（三番目くらいに安いレプリカ）じゃない。もらっていいの？」

　ちなみに、カッコのなかは口に出して言ってない。

「ああ、もちろんだ。本当はミカが寝ているすきに、こっそり今使っているのとすりかえておいて、びっくりさせてやろうと思ったんだけどな」

「ありがとう！　大事にするね……」

　お父さんが書斎に入られてうろたえてたのは、サプライズプレゼントが見られた、と思ったからだった。書きかけの原稿に出生の秘密が書いてあったから、というのはわたしの勘違いだったみたい。

　だけど、これで疑問が解けたわけじゃない。

　今度こそ、ちゃんと聞こう。どんな答えが待っていたって、わたしのお父さんは、お父さんだし、わたしのお母さんは、お母さんなんだ。もう迷ったりしない。

「お父さん……。お母さんも、お話があります」

　わたしが、かしこまって座り直すと、お父さんもお母さんも、ただならぬ雰囲気を感じ取ってくれて二人とも姿勢を正した。

「その……、二人はさ……。本当のお父さん、お母さんじゃないの？」

　それから、だいたいそう、時間にして五分くらいのあいだかな。

　二人は、畳たたみの上で笑い転げた。







　　　娘はやらん
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　お父さんが、座卓を手でパンパン叩きながら言う。

「ははは！　ねえ、母さん！　もう一回やって！」

　お母さんは、神しん妙みような顔でわたしのマネをした。

「二人はさ……。本当のお父さん、お母さんじゃないの？」

「ははは！　どうしよう母さん。俺、笑い死にしちゃうかもしんない！　ははは！」

「本当ね。ふふふ、ふふ。あはは、あはははははは！」

「もう、いい加減にしてよ、二人とも！」

　わたしは、恥ずかしいを通りこして、だんだん腹が立ってきた。いくらなんでも、そこまで娘をバカにすることないじゃない！

「すまん。ミカの顔が真剣だったのがツボでな。じゃ、母さん、最後にもう一回」

「二人はさ……」

「もう、やめて！」




「ここにもはっきり書いてあるように、ミケとミカはまったく関係ないんだよ」

　お父さんは、新聞の連載記事の『ただし書き』をわたしに見せた。

「でも、モデルにはしたんでしょ！」

「モデルだからって、なんでも同じじゃないぞ。現実と創作を混同してはだめだ」

「それはわかってるけど……」

「ミカが本気でそんな風に疑った、ってのには、ほかにも理由があるんじゃないか」

　ある。不当の呪いのことだ。勇者ダミンがわたしと同じだったって事実。

　でも、お父さん、お母さんは、不当の呪いのことを知らない。そもそも、射しや法ほう八はつ節せつなしじゃ、マトに矢を当てられない、ってことも知らない。

　きっと悲しむと思って、ずっと黙ってたんだ。ダミ校の弓きゆう術じゆつ科かに娘を入れたことも、さっき弓をプレゼントしたことも、ぜんぶ後悔するかもしれない。

　だから、話せないや。

「な、ないよ」

「隠し事はよくないぞ。……はっ、まさか」

「なんにもないってば！」

「ガステルスみたいなやつがいるのか！　そうなのか！　そうなんだな！」

　いや、それはないっす。







　　　大きく出るミカ
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「ほっぺについたみたらしのたれをとったりとられたりしてるんだな！　ちくしょう、うちの娘をみたらしこみやがって！」

「みたらしこむってなに！」

「よし、あいつの出番は減らそう」

　お父さんは、早くも原稿用紙にペンを走らせた。

「よし、ガスの野郎、元のゴブリンの姿に戻しちゃおう！　なんの脈みやく絡らくもなく突然戻してやるからな！　ざまあみろ！」

　ゴブリンだったんだ。思ったよりザコ。

「ええぇ？　お母さん、ガスくん、気にいってたのに。かわいいじゃない、あの子」

「でも、母さん。ゴブリンごときにミカをやれるか？」

　お父さんも、じゅうぶん小説と現実を混同してない？

　変な誤解されるくらいなら、ちゃんと説明したほうがいい。

　不当の呪いのこと、射法八節をやらなければ矢が当たらないこと、そして、勇者ダミンも同じような体質だったことをわたしは、二人に話した。

「――だからね。わたし、本当は勇者ダミンの血をひく人間じゃないかって」

　二人の反応が怖かったけど、わたしが話し終わるまで、お父さんもお母さんも口をはさむこともなく、静かに聞いていてくれた。

「……聞いたか母さん」

「ええ……」

「……」

「……ふふ」

　静かにしてくれたのは、話し終わるまでだった。

「くっ……、聞いたか、母さん！」

「ええ！」

　お母さんが、さっきのわたしみたいに、目線を床に落としてつぶやく。

「……わたし、本当は勇者ダミンの血をひく人間じゃないかって」

「ははは！　勇者の血って！　勇者って！　ははは！　大きくでたな、また――」

　もう、やだ。結局、答え聞いてないけど、もう、なんていうか。




　どっちでもいいや。







　　　添い寝
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　お布団で寝るのは久しぶり。四ヶ月ぶりだ。

「ミカ。もう、寝ちゃった？」

　お母さんと一緒の布団で寝るのも久しぶり。十年ぶりくらい。

「……って、なんで、わたしの布団に入ってるの？」

「いいじゃないの、久しぶりに帰ってきたんだから、一緒に寝たって」

　せめて、となりに布団敷くとかにしてよ。

　わたしはなんだか恥ずかしくて、お母さんに背を向けた。

　お母さんは、むかーしからずっとこんな調子だ。お父さんも、よくこんな不思議さんと一緒になったなぁ、と思う。

「どうして、矢が当たらないってこと、話してくれなかったの？」

　不意打ちだった。あんなにふざけてたけど、やっぱりショックだったんだろうな。

「だって、……どこの道場に行ってもだめだったわたしが、なんとか使えるようになったのが弓だったのに、それもだめでした、ってなったら、悲しむだろうなって……」

「なにがだめだっていうの」

　お母さんは、力強く言った。

　……と、思いきや、それきり黙ったままだった。

「えっと、お母さん。……続きは？」

「ミカこそ。なにがだめなの、って聞いたのに、なんで教えてくれないの？」

　質問だったんかい。

「は、話聞いてなかったの？　弓がだめなの！」

「ああ、弓がだめなのね。それは大変」

「それだけ？」

「それだけよ。大変、ってだけ。弓を使っちゃいけないとか、弓使いになっちゃだめだとか、決まったわけじゃないでしょう。それなら悲しむ必要なんて、全然なし」

　お母さんが、らしくない良いことを言った。ずるいな。普段が普段だから、こういうことを言うと、余計に良いことに聞こえちゃう。

　わたしは、背中で答えた。

「うん、そだね。お母さんの言うとおり。ありが――」

「だいたい、大変なのミカだけで、お母さんじゃないしね」

　あー、お母さんは、お母さんだ。







　　　再びの旅立ち
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　三日間の帰省は、あっという間に過ぎた。

　ほとんど、家でゴロゴロしてただけだけどね。あとはおじいちゃんおばあちゃんのお墓参りくらい。もちろん勇者とは無関係。

　道場にも久しぶりに顔を出した。一緒に練習してたみんなも先生も、ぜんぜんなんにも変わってなかった。

　みんなにも呪いのことを話そうかと思ったけど、会うひと会うひとみんな『黒髪の射手』って呼んできて、なんか気まずかったから、また今度にすることにした。やっぱ、問題だな、あの小説。




　そして、ダミニチュアに帰る日――

　出発するわたしを、お父さん、お母さん、ポチが見送ってくれた。

「すまんな。締め切りが近いんで、港まで行けなくて」

「お母さんも、そろそろ締め切りで。ごめんなさいね」

　お母さんはなんの締め切りだか、謎なぞ。

「いいよ。お仕事がんばって。……あんまりわたしのこと書かないでよ？」

「だから、あれはミカのことじゃないよ」

「今度、帰ってくるときは、ガステルスをつれてきちゃおうかな」

「あのみたらし野郎！」

　新しい弓も持った。矢や筒づつも持った。おみやげも持った。

「じゃ、そろそろ行くね」

「ミカ」

「なぁに？」

　わたしを呼び止めたお父さんは、腕を組んで考え込んだ。

「いや。……なにか気の利いたこと言おうと思ったんだが思いつかなかった。こりゃ、だめだな。作家として」

　ほんとだね。

「まあ、そんなだめな父さんでも、なんとかなるんだ。ミカも、なんとかなるだろう」

「うん、ありがと……。行ってきます！」

『行ってらっしゃい』

　わたしは、港のほう、風が吹きこむほうへ、また歩き出した。







　　　語られなかった真実
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　ミカが、去ったあとも、二人はしばらく玄関の外に出たまま、外の風に当たっていた。今日は、風鈴の音がよく鳴る。

「しかし、母さん。あぶないところだったな」

　父がつぶやくと、母は言った。




「……ええ、そうね。……まさか、あの子に真実を気取られるなんてね」




　二人は、神妙な面持ちで、顔を見合わせた。

「……」「……」

　見合わせたが、我慢できなかった。

「……くっ、くくっ……くく」

「ふっ、ふふふ……」

「くく……、く、はは！　ははは！　母さん、もう一回！　もう一回今の！」

「……まさか、あの子に真実を気取られるなんてね」

「ははは！　真実って、なんだよ！　ねえよ、そんなもん！　ははは！　気取られるって！　そんな単語口に出してるやつ、見たことない！　ははは！」

「……真実を、気取られるなんてね」

「やめて、母さん！　これ以上気取らないで！　ははは！」

「どうされたんですか？　騒がしいですけど」

「おや、おとなりの奥さん。……母さん、となりの奥さんにも見せてあげなさい」

「真実を……、気取られるなんてね」

「はは、どうです。奥さん！　気取られるとか言ったことあります？　ないでしょ！」

「なんだかわかりませんけど、仲がよろしくて結構ですわね……」

「ところで、お父さん、締め切りって今日じゃなかった？」

「ははは！　母さん、もう一回！」

「締め切りって今日じゃなかった？」

「ははは……」




「それは、笑えんな」

「あらあら」







　　　幕間３　昇降箱




　二人は、大きな箱のなかに立っていた。

　からだが浮き上がるような、不思議な感覚。

　ネリーの話では、箱は最下層まで続く、巨大な縦たて穴あなのなかを下降しているらしい。

　ただし、ただ単に落下しているわけではなく、速度はゆるやかだった。物体を操るウイズマ魔法の力を応用した、昇しよう降こう機きであるらしい。

「ちっ、知らなかったな、こんな近道があるなんて……。こんな便利なもん。五十年も調査して、なんで誰も気づかなかったんだ」

「冒険バカじゃないと、隊員になれなかったからでしょう」

　問題の裏口は、正面の入り口から出て、吹雪ふぶきのなか外壁を大きく回り込んだところにあった。まさに、裏口である。

「あの方々は、試練に挑むことを調査だと思っているようですから。正面から突破すること以外、思いつかなかったのでしょう」

「それにしたってなあ」

「あるいは、見つけたとしても、見つけていないフリをしたのかもしれません。美学に反するとでも申しますか」

「この光の移動はなんだ？」

　扉の脇には、小さな石がいくつも埋め込まれている。縦に十個並んだ石の列が五列、きれいに並んでおり、一つずつ順番に発光しては消えるを繰り返していた。

「おそらく『箱』が現時点で到達している階層でしょう。石一つが一フロア」

「全部で五十階か。深いな」

「魔王の居きよ城じようですから」

　また、光が一つ移動した。地下十四階を通り過ぎたというところか。

「地下五階こそが最下層だなんて、あいつら言ってたが――」

　五十年かかって、たどり着いたのが地下五階。

　探索のペースがそのままなら、五十階まで到達するのに五百年かかる計算になる。

「それじゃ先に魔王が起きちまうな」

　ネリーが小さく笑い声を漏もらすと、光がまた一つ下へ移動した。




「――あんたは、この箱のこと、弓きゆう聖せい女じよに聞いたのか」

「ええ。もっとも、正確には聞きだしたと言いますか。祖母は、あまり昔の話をするのは好きではなかったのです」

「封ふう魔まの六ろつ傑けつは、みんなそうらしいな」

「ですから、祖母に聞いたのは、私の推測が当たっているかどうかだけです。おそらく裏口があるだろうという仮説は、祖母の話を聞く前から立てていました」

「仮説ね」

「伝承によれば、魔王クレアは勇者一行の前にたびたび姿を現していたようなのです」

「そうだったな。どっしり構えて待ってりゃいいのに、いちいち部下ひきつれてダミンの前に現れて、挑発してたみてえだな」

「おかしいと思いませんか。クレアがそんなに頻ひん繁ぱんに出入りしていた魔ま王おう窟くつならば、最下層にたどり着くのに、何十年もかかるわけがありません」

「魔王にしてみりゃ自分んちなんだ。部外者が勝手に入んのとはわけが違うだろう」

「それにしたって、何十年も、はおかしいでしょう。だから、私はほかにも出入り口があるのではと考え、祖母に尋ねたのです。結果はイエスでした。魔王封印ののち、六傑は帰りがけにこのルートを見つけ、たいそう悔くやしがったそうです」

「だろうな」

「実際に、どういった仕掛けかまでは教えてくれませんでしたが……。こうして今、やっと証明することができましたね」

「しかし、学会にゃ、そんな仮説の発表はなかったぞ？　……まぁ、あれか。あんな連中が主体の集団じゃ誰も信じねえか」

「ええ」

「だが、もう一つ疑問がある。勇者ダミン一行は、正面から入ったわけだろう。普通のやつが何百年もかかるダンジョンだ。いくら伝説じみた集団でも、何十年とは言わんでも、せいぜい何年かはかかってくれねえと困る」

「伝説じみた集団では、ありません。――伝説なのです。普通の人間の尺度で、彼らをはかってはなりません」

「そうか？　普通のちょっとできるやつよか、ちょっとばかしできるだけだろ」

「あなたは六傑を知らないから。私は祖母の弓術を知っています。天才という言葉では足りません」

「空の星でも射抜いてみせたか？」

「必要とあらば、可能かもしれませんよ」

「……マジでか？」

「ええ。マジで」

「あんたはどうなんだ。弓使いになる気はなかったのか」

「私は……、センスがなかったのです。まったくできなかったわけではありませんが、常識外れな強さはありません。修行を積んでも、しがない道場の先生どまり――」

「おう、悪かったな」

「あ、失礼。……ですが、ダミニチュア戦養校は、しがない道場ではないでしょう」

「どうだろな。怪しいもんだ」

「初めは、祖母という存在が大きすぎるから、私が劣って見えるのだと思うようにしていました。ですが、あの子が生まれて、それもまやかしだったと知ったのです」

「アトラ、か」

「ええ。あの子は祖母と同じでした。祖母譲りの、天のつく才……。いいえ。祖母をしのぐ力を秘めているかもしれない」

「残念ながら、いまや棒術使いだがな」

「そういったところも含めて天才なのです。私はどう転んだってあんな戦い方は思いつかない。私は弓の道を早々にあきらめ、魔術の勉強を始めました。ですが――ご存知ですか。あの子は、ウイズマの素質まであるんです」

「……らしいな」

「皮肉ですよね。せっかく姉妹二人いるのですから、どちらか一つは私でも良かったのに……。私は、それを知ったときに、戦士になる道はあきらめました」

「なんでだ？」

「なぜって……。超えることができないとわかっている存在が、身近に二人もいたのですよ。それでも続けていこうだなんて、無ぶ様ざまではありませんか」

「そうでもねえだろ」

「超えられないかどうかはわからない、なんて言いませんよね。絶対に越えられない壁というものは、確かにあるのです」

「超えなくたっていいんじゃねえのか」

「は？」

「べつに超えなきゃいけないわけでもねえ」

「ふふ」

「なんだ？」

「……変なひとですね」




　二人の会話が途切れると、待っていたかのように『箱』は静止し、扉が開いた。

「……着いたようですね」

「おう」




「そんじゃ、魔王の寝言でも、聞きにいくか」
































　　　アトラの夏
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　夏は暑い。

　だが、その暑さもやがて終わるのかと思うと、名残なごり惜おしくもある。




　私が合宿の参加を決めたのには、理由が二つあった。

　一つは、合宿の行われるこの屋敷が、かつて勇者ダミンと封ふう魔まの六ろつ傑けつが根ね城じろにしていた場所だと聞いたからだ。

　私のばあちゃん――弓きゆう聖せい女じよアズサ――は、私に弓のことをいろいろ教えてくれたが、勇者ダミンや仲間たちとの話は、なぜかあまり話してくれなかった。

　封魔の六傑に憧れていた私は、英雄たちの胸躍るような冒ぼう険けん譚たんを、本人の口から聞きたかった。奇怪な怪物を倒し、巧妙な罠わなをかいくぐり、いかなる困難にも立ち向かっていく、勇猛な戦士の話を聞きたかった。

　だが、ばあちゃんは話さなかった。口を開けば弓の話と、生き物のうんちくばかり。あまりにも話してくれないので私が駄々をこねると、ばあちゃんはこう言った。

『こら』

　そう。確かにそう私は言われた。この言葉は、強く印象に残っている。

　残ってはいるが強調することでもなかった気がする。重要なのはその先だ。

『アトラや。よくお聴き。ばあちゃんと仲間との思い出は、ばあちゃんと仲間だけのものなんだ。だから、話すわけにはいかないんだよ』

『でも、聞きたいよ！　アトラも仲間に入れてよ！』

『すまないね。たとえ、アトラでも、仲間に入れてあげるわけにはいかないんだ。そうだねえ。もう少し大きくなったら話してあげよう』

　ところが、もう少し大きくなった私は、家を飛び出してしまった。無断で出てきた以上、のこのこと帰るわけにはいかない。まだばあちゃんに会うわけにはいかない。

　だが、封魔の六傑のことは、もっと知りたい。彼らが暮らしたこの屋敷には、そのなんたるかが残されているのではないか。私は、そう思ったのだ。

　そしてもう一つの理由は、たまにはアスケラ先生から解放されたかったからだ。

　ちなみに前者と後者の比率は、約２：８と考えてもらって差しつかえない。

「アトラ、どうしたの？　ぼーっと、海見ちゃって」




「ミカ。――自由って、素晴らしいな」







　　　合宿日和
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　ミカとアトラは、ひさしのついた屋敷のベランダから海辺を眺めていた。

　――東とう国ごくの海に、ちょっと似てる。

　ダミニチュアの東に位置する東ダミニ海は、潮しおの流れが激しい海だ。海と聞いて多くのひとがイメージする、陽光ふりそそぐ南国ビーチといった風ふ情ぜいはない。南国ではないので無理もない。

　それでも、暑い季節になれば海に行きたくなるのが人情。どんな海だろうが、海は海だ。夏場には、海水浴なり日光浴なりをする人々の姿をちらほら見ることができるのだが、夏季休暇も終わりに近づいたこの時期になると、それもほぼいなくなる。

　だが、海辺に人影が見当たらない理由は、それだけではなかった。

「あの浜も、パルちゃんちのなの？」

　パラボラは、ベランダの柵に足でぶら下がっていた。からだを外に向けてである。ここは二階なので落ちればただではすまないが、まったく気にしていない様子だ。また、いくら丈の長い弓きゆう術じゆつ科かの制服でも、そんな体勢ならば、いつひらりとめくれてもおかしくないというか、めくれてないとおかしいくらいだが、やはり気にしていない。

「うんっ！」

　パラボラはからだをぐいっと起こして、ベランダに着地した。

「プライベートビなんとかーチっ！」

　――もう、なんとかの入り方がムリヤリだよ……。

　パラボラの家は、実は富豪である。

　ダミニチュアで流通している武器に使われる木材は、アマゾネスたちが代々暮らしてきた南方の大森林を産地としていた。かつては狩しゆ猟りよう民族であったアマゾネスだが、今ではそのほとんどが、武器の原料としての木材生産を糧としている。

　なかでもパラボラの母は商才に長たけ、ダミニチュア以外の地域にも輸出ルートを開拓した業界ナンバー１のやり手である。

　この屋敷はパラボラの母が前の持ち主である大だい剣けん士しブレドの親類からつい最近買い取った、プライベートビーチつきの別荘なのだ。

「いいとこだねっ！」

「……そだね」

　ミカは、濡ぬれてくしゃくしゃになったパラボラの髪を、タオルでふいた。

　――雨ふってなきゃ、もっと良かったね。







　　　あらすじ
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　合宿を提案したのはパラボラだった。最初は、ママが六傑の屋敷を買ったからみんなでお泊まりにいこうというだけの話だったのだが――

『みんなで、りょこーいこーっ！』

『みんな、というのは、私とミカとカホンでいいのか？』

『あと、ついでにヌンキくんと、ハゼせんせっ！』

　ハゼ先生に来られても困るし、かといってヌンキ一人だけ男子というのもアレだ、という話になり、そこはシゲタカにしておこうという意見でまとまった。




『旅行ですって？　封魔の六傑の根城にですの？　されば、六傑の孫たる、わたくしが行かないというのも、おかしな話ですわ！』

　などと、おかしな理屈をこねたヴィヴィアは、強引に同行を表明した。

『お嬢さまが行かれるんなら、おれも行かないわけにはいきませんねえ』

『仲間はずれ……。嫌……』『めんどいしぃ』

　と、タロ、バサルタ、ヨシコの参加も、ごく自然な流れで決定した。




　が、アトラがアスケラ先生に外泊許可を願い出たところで、事情が少し変わった。

『あら、みんなでお泊まりなんて、楽しそうねえ』

『許可していただけますか？』

『ところでアトラちゃんもみんなも、宿題は終わったのかしら』

『……だいたいは』

　だいたいは終わっていなかった。

『そうねえ……。構わないけれど、いくつか条件があるわねえ。一つは旅先で、きちんと宿題をすること、それから――』




　その条件とは、さらに二人、同行者をつれていくことだった。

『はーい。みんなよろしくねー』

　一人は、魔ま術じゆつ科かのフィオレ先生。教師とはいえミカたちと年は近く、見た目は学生とほとんど変わらない女性だ。ハゼ先生がついてくるよりは、よっぽど良い。

『なんでオイラがこんなとこ……』

　もう一人、幼い同行者が連れられてきた。







　　　さすがに今回は
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「しかも雨って。終わってるし」

　つまらなそうにつぶやく声をミカが聞き取ったときには、小さな背中が部屋にひっこんでいくところだった。

「ニアくんって、アスケラ先生から預かったんだよね？」

「ああ――」




　アスケラの話では、ニアは知人の子で、親がしばらく家を空けることになり、そのあいだの面倒を頼まれたのだという。

『……頼まれたのに、私たちが預かってよいのでしょうか』

『私もこれからエルフの森に帰省するのよ。どこもかしこもエルフばかりの村に連れていかれるよりは、あなたたちのほうが、あの子もまだ気が楽ではないかしら』




「――自分で面倒を見るのが面倒くさいだけなんじゃないかと私は思うが」

　本人がいないのをいいことに、本音をぶっちゃけるアトラ。

「せっかくだから親交を深めたいものだが、本人があの調子ではな。あまり私たちと話したくないようだ」

　ニアの髪はミカよりも短く、背はパラボラよりも低い。なぜか、剣けん術じゆつ科かの制服に似た軽装の鎧よろいを着ている。腰のベルトにはダガーと呼ばれる刀身の短い剣を差しており、どこかの剣術道場に通っている子かもしれないとミカは推測した。

「年は十歳くらいだよね。アスケラ先生と、どういう関係かな？」

「かくし子っ！」

　パラボラが、屈くつ託たくのない顔で言い放つ。

「確かに隠し子の十人や二十人、いてもおかしくない年だからな。先生は」

　本人がいないのをいいことに、言いたい放題のアトラ。

「まあ、あんまりいい気しないだろうから、素性聞いたりするのはやめとこうか」

「ちなみに、あたしのすじょーはアマゾネスですっ！」

「知ってるよ、パルちゃん」

「ちなみに、今回はプラの変装ではありませんっ！」

「そ、そう」

　懸念事項が、一つ消えた。







　　　セレブギャップ
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　となりの部屋では、ヴィヴィアが憂ゆう鬱うつな顔で雨の降る窓の外を眺めていた。

「ああ、せっかく海のそばですのに、残念無念ですわ……」

「いいじゃん。海めんどいしぃ」

　ヨシコが、眠そうな目をこする。

「なにをおっしゃいますの！　海といえば、スイカ割り、バーベキュー、砂に埋められる、貝かい殻がらを耳にあてると虫が出てきてびっくりする、うとうとしているあいだに海に投げ込まれる、潜もぐって顔をだすとわかめがくっついていて笑われる、水着が流されてかわりに貝殻を胸にあてると虫が出てきてびっくりした拍子に貝殻を放してしまって見ていた皆様が赤面する、などなどが盛りだくさんなのですわ！」

　細かいシミュレーションがなされていた。

「それらがすべて、華々しくおじゃんですわ！」

「雨じゃしょうがないかもだよ」

　ソファに腰掛けていたフィオレが笑った。治ち癒ゆ系のヒマニマ魔法が使えることもあり、保護者役としてアスケラから同行するように頼まれている。

「でも確かにつまんなーい。水着買ったんだけどなー」

　保護者は遊ぶ気満々だった。

「南ダミニのバスターシュ家の別荘ならば、今日も晴れていたでしょうに」

　ヴィヴィアは、自分だって別荘くらいあるということをさりげにアピールした。

「ニア様とかいう生意気なお子様と、フィオレ先生が来なければわたくしの家の別荘でもこと足りましたのに」

「ひどーい、ってあれ？　じゃ、ヴィヴィアちゃんちの別荘は、ここより小さいの？」

　同じ金持ちでも微妙に差があったりする。

「べ、別荘は小さくとも、バスターシュ家は、天下の北山林がありますわ！　ヨシコ様のところは山林お持ちですの？」

　張り合いだしたヴィヴィア。

「うーん？　大森林の半分は、うちのだけどぉ」

　ヨシコがさらっと言った。

「だ、大森林の半分ですの？」

「それって、ダミニチュア全体くらいかもだね」

　バスターシュ家完敗。







　　　馬車酔いメイト
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　一階の部屋では、バサルタとカホンが、並んでベッドに横になっていた。

「シカちゃんも……。乗り物だめなの……？」

　二人は、屋敷に来るまでの馬車酔いでダウンしていた。この部屋は、本来使用人の宿直室なので、本当は二階の部屋のほうがゆっくり休めるのだが、二人には階段を上がる元気もなかった。

「フィオレ先生が行きがけに酔い止めのヒマニマをかけてくれたのですが、獣人には効果がないのでしょうか」

　カホンはもともとか細い声だが、今はいちだんとか細い。

「ああ……。あれ……。ただの暗示みたいなものだから……」

　自分も前に同じことをしてもらったのだろうバサルタがタネを明かした。

「そうだったのですか。でも、気休めでもボクを気づかってくれたのですね。嬉しいです。フィオレ先生は、優しいかたですね」

　そんなことを言うカホンが、一番優しい。

「バサルタさんは、変身すれば良かったのではないですか」

　バサルタは黒水獣ブラツクウオーターのソサレマという魔法で、フィオレなどよりずっとアダルトな姿をした水の精霊に変身することができる。変身しているあいだは、魔力が大幅に上昇、さらに、度胸と乗り物酔いへの耐性も大幅アップと、いいことずくめだ。

「変身したんだけど……。ここ遠かったから……。最後まで持たなくて……」

　持続時間には、ある程度制限がある。

「そうですか。……ですが、良かったです。ボクは、人間さんのときのバサルタさんのほうが、安心です」

　変身時のバサルタは、発言に容よう赦しやがないのだ。

「ありがとう……。わたしは逆に……、シカちゃんはシカちゃんなとこが良いと思う……。あの子は、ちょっとびっくりしてたみたいだけど……」

「獣人に慣れていないようですから、仕方ありません」

「そうね。だけど……、わたしも、シカちゃんじゃないときの……、シカちゃんの顔、一度見てみたいな……」

　カホンが鹿しか頭をかしげる。

「あの、ボクは変身しているわけではありません」

「……。そうなの……？」







　　　テイクオーバー
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　どうもですねえ。おれはタロです。

　ダミニチュア戦士養成学校魔術科の生徒で、風のソサレマ使い。魔術具はステッキで、お嬢さまやアトラさまと同じ西さい国ごくクレタの出身ですねえ。

「かぜ太郎、風の力で雨雲をすべて吹き飛ばすがいい」

　弓きゆう術じゆつ科かのエルフのダンナが、無茶なことを言ってます。

「そんなことができるのなら、おれはとっくに大魔道士になってますねえ」

「使えんな、かぜ太郎」

　そのくらいで使えんって言われちまうとは思わなかったです。なんとも、このダンナは、対応に困るかたですねえ。メガネの兄さんもよく一緒にいられるもんです。

「メガネの兄さん。ひどいこと言われちまいましたよ」

「いや、僕もヌンキの意見に賛成だね。この程度の雨もなんとかできないんじゃ」

　ありゃ、なんか冷たいですねえ。そういえば、さっきからおれをにらんでるような気がするんですよねえ。おれになにか恨うらみでも？

「きみ……。タロくん、とか言ったっけ？」

　なんでしょう急に改まって、しかもなにやら偉そうです。

「常識人は僕とミカさんで間に合っていたんだよ。さらに僕とは、メガネ男子という点までかぶっている。常識人のメガネ男子は二人もいらないと思うんだ。ニアなんていう新しい子も出てきたことだし、僕の存在感は風前のソサレマ・火花なわけだよ。どうだろう。メガネか常識人か、どちらかあきらめてくれないかね？」

　常識のあるかたの発言とは思えませんねえ。

「……わかりました。それじゃあ、サングラスは外しましょう」

「わかればいいのさ。さあ、すぐに外し、僕の個性と立ち位置を返すがいいさ！」

　こんなひとでしたっけ？　まあ、いいです。こじれると面倒ですから。

「これでいいんですかい？」

　おれはサングラスを外しました。

「……ごめんなさい。僕が間違ってました。やっぱり、かけてもらえないでしょうか」

　おれの素顔を見た途端、メガネの兄さんの態度が豹ひよう変へんしました。

「ヌンキも、それがいいと思う」

　へ、エルフのダンナまで？

「金髪美少年は、二人いらん」







　　　肝きも試だめし
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　そんな合宿の参加者たちが、パラボラの呼びかけで一階の大広間に集められた。

「はいっ！　みなさん、揃そろいましたねっ！　やることはわかってますねっ！」

「外には行けないですし、さっそく宿題にとりかかるのですか」

　優等生なカホン。

　――パルちゃんがそんな意見出すわけないよ。

　無論、自分も出す気はないミカ。

「みなさん、夏といえばなんですかっ！」

「それはもちろん、海ですわ！　そして海といえば、スイカ割り、バーベ――」

　それができないから、みんな屋内にいる。

「肝試し、だな」

　アトラが、それしかないというように言った。

　――いや、お昼から肝試しって。

「せーかいしゃに拍手っ！」

　正解だった。

「き、肝試しって、夜にやるもんじゃない？」

「だいじょーぶっ！　雨で暗いから、じゅうぶんきもだめせるよっ！」

「だが、墓場や廃病院など、近くに見当たらなかったが、どこで肝だめすんだ？」

「むこうの島でしょ、パル姉」

　ヨシコが、面倒くさそうに言った。

「せーかいしゃに握あく手しゆっ！」

　――あそこか。

　海岸沿いに少し歩くと、つり橋で行き来できる小島がある。ミカは、到着したときに、小屋が一棟建っているのを見ていた。

「あそこは、ここと違ってママのじゃありませんっ！　だから、なにが待ち受けているかわかりませんっ！」

「ママのじゃないって、なんで？」

「あそこだけ、買えなかったんだって！」

「じゃあ勝手に入っちゃ、だめなんじゃ」

　ミカの当然の疑問に、パラボラは腕を組んでちょっとだけ考えた。

「このさいＯＫっ！」







　　　反対意見
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　――いやだな、肝試しなんて。怖いの苦手……。

「わー、おもしろそー。先生もやりまーす」

　――先生が乗っちゃったら、くつがえしにくいよ！

「アトラは幽霊とかお化けとか平気なの？」

「無論だ。私が向こうの肝を試してやる」

　――だろうね。

「というか、魔物やら竜やらが普通にいるのに、いまさら幽霊だけ怖がるのもどうかと思うが」

「ゆ、幽霊はべつもんだよ」

　――ていうか、魔物も竜も怖いよ。

　誰か肝試し反対の意見を出してくれないかな、とミカが期待していると、

「なんで、そんなガキっぽいことしなきゃいけねーんだよ」

　一人、輪から外れて壁に背中を預けていたニアがからだを起こした。

　――よし。がんばれ、ニアくん。

　子どもに運命を託すミカ。

「オイラいかねー。あんたらで勝手にやりゃいいよ」

　――いや、それだと困る。

「なるほど。……つまり、怖いのか」

　アトラが言い放つと、ニアは鼻で笑った。

「はあ。なんでそうなんだよ。ガキっぽいから嫌なんだよ」

「そうか。つまり、怖いんだな」

「話聞いてなかったのかよ！」

「聞いていたぞ？　怖いから行きたくない、という声をな。つまり、怖いんだな」

「ちがうっつってんだろ！　しょうがねえな、わかったよ！　オイラもやるよ！」

　ガキだったニアは、アトラの挑発に乗ってしまった。

　――一人にしちゃかわいそうだもんね。

　ミカは、アトラなりの優しさと解釈した。

「そうか。一人にされるのが怖くなったな？」

　――いや、もうそれいいんじゃない？

　単に、こっちもガキなだけだった。







　　　くじ引き
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　窓の外の雨はやまず、むしろ風が強くなり天候はますます荒れはじめたが、

「んじゃ、さっそくみんなでゴー！」

　パラボラの肝試し熱が冷めることはなかった。

「待って。パルちゃん。みんなでゴーだと、肝試しにならないよ」

　――あ、でも、そのほうがいいけど。

「そうだね。ルールを決めたほうがいいよねー。何人で、どこまで行って、なにをするとかが決まってないと、やる意味ないかもだね」

　フィオレが指摘すると、パラボラは自信たっぷりに言った。

「みんなで島にゴーして、きもを、……ためすっ！」




　パラボラにまかせるとただの冒険になってしまうので、こういうことが好きそうな連中が仕切り役を買って出た。

「さほど大きい建物ではなさそうでしたわ」

「おそらく倉庫だろう」

　双眼鏡で小島の小屋を眺めながら、六傑の孫コンビが肝試しのプランを練る。

「では、いくつかの班に分かれて入ることにしよう。つり橋を渡って小屋に入り、奥の壁に、このトマホークで傷をつけて戻ってくる」

　――ちょいちょい出てくるね、トマホーク。

「肝試しといえば二人一組ですわ！　そしてもちろん、くじ引きで決めるものとの相場が決まりまくりなのですわ！　さあ、アトラ様！」

　アトラが、矢が数本入った矢や筒づつを掲げた。

「矢じりに数字を書いた布が巻いてある。同じ数字をひいたものがペアだ。みんな、せいのでひいてくれ」

　――こういうときは二人、息あってるね……。

　十二人の参加者は、それぞれテーブルに置かれた矢筒の矢に、手をかけた。

「みんな決まったな」

「では、かけ声とともに、いっせいにオープンですわ！　王様だーれだ！」

　――王様？




　十二人は、同時に矢筒から矢を引きぬいた。







　　　つり橋わたれ
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　嵐あらし、というほどでもないが、ひとによっては嵐と呼びたいくらいの雨風が吹きつけていた。屋敷の風かざ見み鶏どりが激しくくるくると回っている。

　つり橋を渡るのには、ぜひとも避けたい天気である。

　――ていうか、これ……。

　――肝試しっていうよか、単に度胸試しだよ。

　今にもちぎれそう、というほどボロくはないが、距離はそこそこ長い。また、つり橋というものは、つり橋というだけで、ひょっとしたらちぎれるんじゃないかという不安がなぜかよぎる。

　――お、落ちないよね……？

　トップバッターである以上、それを検証する羽目になってしまった。一番をひいてしまった運の無さが悔やまれる。

「なにやってんだよ、さっさと来いよ」

　一番をひいたもう一人は、すでにずかずかと橋のなかほどまで進んでいる。

「ま、待って」

　――なに、あの余裕！

　ミカはなんとか年長者の威厳を保とうとしたが、足は思うように進まない。下を見ても、横を見ても、嵐の海であるから無理もない。

「だから弓使いはだめなんだよ。いつも他人の後ろから、ちまちま攻撃してんだからな。まあ、とろくてもしょうがねーか」

　――ぬ、ぬぅあにおー！

　自分のことはともかく、弓のことを悪く言われるのは聞き捨てならない。

「あ、あのね！　弓使いはべつに陰に隠れて敵を攻撃するような、卑ひ怯きようものじゃないからね！　た、たまには敵のそばで弓を振り回して戦うこともあるんだから！」

　それは、いつも自分が否定している戦術だろう。

「弓術科を臆病者の集団みたいに言うのは、お姉さんが許しません！」

　一度、お姉さんと言ってみたかった一人っ子のミカ。

「じゃ、早くこっちまで来なよ。おねーさん？」

　ニアは軽やかなステップで小島までたどりついてしまった。

　――こんちくしょー！　とりゃ！

　不意に強い風が吹いて、ミカは出しかけた足をまたひっこめた。







　　　だめなおねーさん
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　ニアの十倍くらいの時間をかけて、ミカは小島までたどりついた。

　――はー、怖かった。

「休んでないで、さっさとなか入ろーぜ。おねーさん」

　入り口のひさしの下で待っていたニアが、あくびをかみ殺しながら言った。

　――うぅ、バカにしてる……。




　外の風に押される両開きの古い扉を、ミカはなんとか閉めた。

　予想していたよりも屋内はきれいで、すっきりとした印象だ。中央にやや広い通路があり、その左右に背の高い棚が等間隔に並べられ細い通路が交差している。

「なんにもいねーな」

　ニアに不意に声を出され、ミカは持っていたランプを取り落としそうになった。

　――いたら、嫌だってば。

「……い、行くよ」

　ミカはそろりと足を踏み出した。つり橋のときと違い、ミカがランプを持っているため、ニアは後ろからついてきている。

　歩きながらちらりと脇の棚の中身を見ると、棚に収められているのは工具類や、ロープ、塗料の缶などであり、やはり倉庫だったようである。

「ダミンの隠したアイテムがあったりしてね」

「ねーだろ、そんなもん。どう見たって、ただのソーコだぜ」

　――夢ないなぁ。

「つーか、そんなもん。いらねーし」

　どうにも心が通じあわないまま、奥の壁にはすぐにたどりついてしまった。

「ここに傷つけりゃいいんだよな。おねーさん？」

「うん」

　――なんかたいしたことなかったな。

「じゃ、おねーさん。トマホーク」

　ミカは、トマホークを入れてきた矢筒に手を伸ばした。入れてきたはずの。

　――あ……。

「おねーさん？」

「……ごめんなさい」







　　　故郷の話
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「――びびりのおねーさんがトマホークを忘れたので、オイラがダガーで傷をつけてきました」

　ミカとニアは屋敷に戻ってきていた。帰りのつり橋でも、ニアとミカの到達時間に開きがあったことは言うまでもない。

「ゾンビいたっ？」

　パラボラは、スピリチュアルな恐怖より、スプラッタな恐怖を期待している。

「なんもなしでした……。あと、良いとこなしでした……」

　ミカは、うつむいた。

「倉庫だからな」

　二番をひいたアトラが残念そうに言った。

「床下に死体でも埋まっていれば、化けて出てくるかもしれないが」

　ミカは、今のアトラの発言を聞く前に自分の番が終わっていて良かったと思った。




　二番隊のメンバーはアトラとタロ。

　戦士能力の高い二人では、風雨にさらされるつり橋もたいしたアトラクションではなく、倉庫まで簡単にたどりついた。

「……アトラさま」

「出たか、スケルトン？」

　ランプを手に先導しているタロが聞くと、アトラはとっさにアタランテを構えた。アトラの希望アンデッドはガイコツらしい。

「いえ。あのニアってお子さん。どっかで見たような気がしませんか」

「そうか？」

「まだクレタに住んでた頃に、見たことがあるような気がするんですよねえ。あと、ごく最近にもどこかで見たような――」

「クレタか……」

　アトラは西国クレタを飛び出してから二年以上経つ。アタランテを無断で持ち出し、勝手に家を飛び出してから、一度も帰ってはいない。

「クレタのことは、……あまり覚えていないんだ」

　つい帰りたくなるから、思い出さないようにしている、

　と、タロには聞こえた。







　　　オープン・ザ・ドア
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。僕とバサルタさんが、三番ひきました。

『シゲタカくん、わたし……。まだ、気分がすぐれなくて……』

『じゃあ、シゲタカは一人で頼む』

　はいはい。どうせ、そんなことじゃないかと思ってましたよ、亀さん！

　ま、ミカさんもアトラさんも、なにごともなかったみたいだし大丈夫だろ。

『あ。そういや、アトラさま。左側の四つ目の棚の前の床下に、扉がありましたよ』

『本当か。なんでそのとき言わないんだ。私が死体の封印を解いたのに』

　よし、左側の四つ目の棚は見ないようにしよう。いや、数えまちがえるかもしれないから、左側全体を見ないようにしよう。

『シゲタカ、確かめてきてくれないか？』

『え……』

　いやぁ、それはちょっと、そのお。

『なんだ、にーちゃんもびびりか』

　びびりだよ。わりーかよ。うっせーよ。ガキんちょ。うっせーよ。

『ま、まかせて、アトラさん』




　僕は、一人でまあまあ怖がりながらつり橋を渡り、まあまあの緊張感で薄暗い倉庫のなかを進みました。一人だと、まあまあ不安なだけで、まったく盛り上がらないな。

　問題の床下の扉は、すぐに見つかりました。引き出し式のレバーが折りこまれた、四角い小さな扉です。扉っていうより大きめの床下収納って感じだな。

　くそ、あのグラサンイケメンめ、こんなもん見つけるなよ。見つけたら、その場で言えよ。その場で言わないなら、一生だまっとけよ。なんか出そうじゃねーか。

　開けたことにして帰っちゃおうか。

　だめだ。こんな扉も開けられないようじゃ普通以下だ。オール普通の僕なんだ。せめて普通以下な行動は避けよう。

　ああ、こういうとき片手武器なら、なにかが出てきてもすぐ反撃できるのに、弓を構えながらじゃ開けられないもんな。不便だ、弓ってやつは。

　僕はレバーをひいて、扉を開けました。




　なんだ、からっぽじゃ――







　　　傷心エルフ
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　シゲタカの戻りが遅いので、帰りを待たずに四番隊が捜索に向かうことになった。

「な、なにかあったのかなぁ」

「心配ですね」

「ああ……。シゲタカくん……。ごめんなさい……」

　ミカ、カホン、バサルタの良心的チームは、同級生の安あん否ぴを気き遣づかう。

「潜ひそんでいてヌンキを脅おどかす気かもしれん」

　いつも一緒にいるルームメイトが、仮説を立てた。

「一般人がそんな気の利きいたことを思いつくとは思えませんわ。どうせ腰でも抜かして動けないパターンですわ」

　ヴィヴィアが仮説をバッサリと切り捨てる。

「それよりも、ですわ……。アトラ様？」

　ヴィヴィアは、アトラに耳打ちした。

「わたくし、どうしても四番でなければいけませんの？」

　四番のくじをひいたのは、ヴィヴィアとヌンキ。

　ヴィヴィアは自分のことを『乱らん暴ぼう知ち人じん』などと呼んでくるヌンキのことを、快く思っていない。二人きりで行動など、できればしたくない。

「当然だ。くじ引きの結果は絶対、王様の命令は絶対だ。そうだな、フィオレ先生？」

「そうだよー。ヴィヴィアちゃんだけ特別はだーめ」

　フィオレ王による命が下された。

　――ホントに、王様くじ入ってたんだ。

「……仕方ありませんわ。とっとと行って終わらせるのですわ！」

　ヴィヴィアは観念すると、霊れい杖じようクインジューディスを手にして、ヌンキを待つこともなく一人でスタスタと広間を出て行った。

「嫌われてるねっ！」

　パラボラがジャンプしてヌンキの肩を叩く。

　――そんなズバリ言っちゃ……。

　――まあ、ヌンキくんはそんなの気にしないか。

「……そうだったのか」

　――ありゃ。

　珍しくちょっと傷ついていたりする。







　　　つり橋効果
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　右手には霊杖を持ち、左手は風で帽子が飛ばないようツバを押さえているヴィヴィアは、つり橋の前に立ちすくんだ。

「両手がふさがっていては、手すりがつかめませんわ」

「帽子を取るがいい」

　ヌンキが、無表情のまま言い放つ。

「帽子は魔術科生にとって、命の二の次に大事なのですわ！」

　じゃあ、なくてもいいんじゃないだろうか。

「あのクロガッパは、かぶっていないではないか」

　察するにバサルタのことらしい。変身時のバサルタは帽子をとっている。

「……ヌンキ様。人様を珍ちん妙みようなお名前でお呼びになるクセ、改めたほうがよろしいですわ。傷つくかたもいらっしゃいますわ」

「名前で呼ぶのは恥ずかしい」

　意外な理由がかえってきたので、ヴィヴィアはとまどった。

「……し、しかし、ですわ。親からもらった大切な名、お呼びしないのは甚はなはだしく礼を失する行為ですわ。恥ずかしいなどという心構えこそ、恥ずかしいですわ」

「そうか。では、ヴィヴィア」

　じっと目を見られながら、親からもらった、というか親や親の親と同じ大切な自分の名前を呼ばれたので、ヴィヴィアはどきりとした。

「ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世」

　みんなが覚えてくれない長い本名を呼ばれて、ヴィヴィアはますますどきりとした。

「その杖は持ってやろう」

　優しい言葉をかけられて、ヴィヴィアは――

「この霊杖には指一本さわらせませんわ！」

「そうか。では、行こう」

　表情を変えるでもなく、ヌンキはスタスタとつり橋を進みだした。

　だが、ヴィヴィアには、そのスタスタが、トボトボに聞こえた。

「……お待ちくださいまし！」

　耳の長い愛想のない顔がふりむく。




「帽子のほうなら、持たせてあげてもよろしいですわ！」







　　　動かない石像
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「シゲタカ様！　どこかにお隠れならバッレバレですわ！」

　難なくつり橋を渡り終えたヴィヴィアは倉庫に入るなりそう言った。

「Ｂ組、出てくるがいい」

　ルームメイトの呼びかけにも、返事はない。

「マミーに食い殺されたのかもしれん」

　ヌンキのイチ押しアンデッドはミイラだった。

「まままま、まさかですわ！」

　ランプを先端にとりつけた、もはや弓でも武器でもないクロスボウ風の道具を手に持ったヌンキの先導で、二人は左側の棚を数えて進んでいった。

　一つ、二つ、三つ、四つ……。

「ここが例の通路だ」

「お待ちなさい。何者様かに襲われた可能性もありますわ！　ここは慎重に――」

　気にせずヌンキは通路に入る。

「ちょ、お待ちなさ――」

　入ったと思ったら、急に立ち止まったヌンキの背中に、慌あわててあとを追ったヴィヴィアは激突した。

「急に止まらないでくださいまし！」

「なにかいる」

「え……？」

　ヴィヴィアが、ヌンキの背中から、恐る恐る前をのぞく。

　それはゴーストでもゾンビでもスケルトンでもマミーでもなく、石像であった。ひとの形をしており、ヴィヴィアたちに背を向け、かがんでいるように見える。

「なんですの！　き、期待して大損ぶっこきましたわ！」

　だいぶほっとしたヴィヴィアは、近づいて石像を観察した。

「この背中の武器は、弓ですわ……。弓使いの石像ですの。それにしても貧相なモデルですの。特徴などメガネくら――」

　そこまで言って、ヴィヴィアは、はっとした。

「ヌンキ様。まさか、こちらは――」

　ヌンキは、いつもの無表情のまま、たんたんと告げた。

「――Ｂ組だ」







　　　幕間４　魔王の間




　静止した『箱』から降りた二人は、今度は階段をのぼっていた。

　奥行きや高さを知ることのできない、深い暗闇のなかに、両端を青白く光る炎の燭しよく台だいによって示された道だけが存在しており、上方へと続いている。

「せっかく下まで降りたのに、なんでのぼらせんだ？」

「訪問者を見下ろしたいのでしょう」

「いい趣味じゃねえな」

「魔王ですから」

　長い階段をのぼりきると、おそらく最終決戦の舞台であったと思われる広間にたどりついた。広間というのは適当ではないかもしれない。光が当たっていない範囲にも広間は続いており、本当の広さはわからない。

　確実なのは、巨大な建造物がそこにあるということだった。

　両脇には、道を形作っていたものとは比較にならない大きさの燭台に、鈍にぶい色の光が灯り、その巨大な建造物を照らしている。

　今までに見たことのない規模の大きさであったため、シャムがそれを椅子だと気がつくまでには、数秒かかった。

「魔王の玉ぎよく座ざ、ってやつか。ずいぶんでけえな」

　シャムは、玉座の天てつ辺ぺんを見ようとしたが、首が疲れそうなので途中でやめた。

「この大きさ……。一体、どのような姿だったのでしょう」

　ネリーは、唇くちびるの下に握った拳こぶしを当てた。そういやアトラもよくこんなポーズをしていたな、とシャムは思った。

「考えるより本物探したほうが、早えんじゃねえのか。この辺の、どっかで寝てるんだろ。本人がよ」

「そうですね。歴史に名を残す大発見の途中でしたね」

「おう、あいつらみたいなこと言ってんぞ」

　シャムが茶化すと、ネリーはコホンと一つ、小さな咳せき払ばらいをした。

「私だって、まったく冒険が嫌いというわけではないのです」







　魔王は柱に閉じ込めたよ、とは勇者の遺のこした言葉だ。

　今、思えば、そんな宣言だけで魔王の封印を認めてしまって良いのか、微妙なところだが、世界中で暴れまわっていた魔物たちが、勇者の帰還後、姿を消したり、大人しくなったりしたのだから噓うそではないのだと、人々は信じた。

「封印柱、ねえ……」

　柱と言えるものは、玉座の両脇に並んだ燭台の支柱くらいしかない。

「こんなかに眠ってるってか？」

　十人くらい人間が埋まっていてもおかしくない太さは確かにある。だが、横の巨大椅子の主がスッポリおさまるスペースは、さすがにない。

「バラバラにして埋めたって感じか」

　それだと封印という雰囲気ではない。

「そういや、たびたび勇者連中の前に現れて挑発してた、って魔王は、小型化してたんだよな」

「ええ。漆しつ黒こくの翼と尾、牙きば、ツノを持ってはいましたが、普通の大きさの、人間の女性の姿でした」

「でなきゃ『箱』に乗れねえしな」

「ただし、それは小型化というよりは外出用の器で、人形だったと言われています」

「つまり、意識を物に移し変えたりできるってわけか」

「そうか……。そうですよ！」

「どうした急に？」

　ネリーは、柱に手をついた。

「人形のような非生物に意識を移せるのなら、このような柱にだって移せるはずです。『柱に閉じ込めた』とはそういう意味なのではないでしょうか」

「どうだろうな。だとしたら、元々のからだはどうしたんだ？」

「それは――」

　ネリーは、急激に寒気を感じ、不意にそこで言葉を切った。

　その寒気は、雪ふぶくはるか地上で感じた寒気とはまるで違い、外から皮膚を冷やすのではなく、からだの内にそっと忍び込んできた。

　柱に触れている、指先から。

「おい、大丈夫か？」

　様子のおかしいネリーにシャムが気づく。

「なん、だか、その、気分が――」

　得体の知れない感覚が、ネリーのからだに広がっていく。




　――来客とは珍しい――




　ネリーは声を聞いた。シャムの声ではない。耳ではなく、胸のなかから響いてくるようだった。

「……ま、魔王クレア、ですね……」

　一度も聞いたことはないが、状況的に考えてそれしかない。ネリーは直感で相手の名を特定した。

「なんだ？」

　シャムには『声』は聞こえていなかった。

「私、だけ……？」




　――いかにも。我は、お前だけに話しかけている――

　――弓聖女の孫よ――




「な、ぜ、それを知って」




　――お前の考えていることはすべてわかる――

　――お前がどんな目的でここへやってきたのかもな――




「……ふふ。それなら、ちょ、うど、いいです。教え、てください。あなたの本体の、ありか……」




　――噓をつくな――

　――お前の目的は、そんなことではない――




　――世間に注目されたいのだろう――




「え……」




　――なにをしてもかなわない妹を、見返したい――

　――お前の本当の望みはそれだ――

　――そのために我の居場所を欲している――




「ちがう！　私は……！」

「おい、誰としゃべってる！」

　シャムの声を無視して、ネリーは見えない敵への反論を続けた。

「決して……、決して、そんなことはありません！」




　――ならば娘――

　――なぜ、貴様は――




　――我が、貴様のなかに入ることを許した？　――




「え……」




　――この心の隙すきこそが、答えではないのか？　――




「な、か、って……。ま、さか……そん、な……」

　ネリーは、いまや指先まで満たしていた冷たさの正体を知った。

　ただならぬ様子を察し、シャムが背中のロックスリイに手をかける。どこかはわからないが敵がそばにいることは間違いない。

　どうやら、ただ眠っていたわけではなかったらしい敵が。




　――娘、お前の欲しがっている答えを与えてやろう――

　――しばらく、からだを借りることになるが――




「い、や……」




　――魔王のすべて――




「や、めて……」




　――そのからだで知るといい――




　ネリーのからだに広がっていた冷たさが、熱を帯び始める。頭の先からつま先、皮ひ膚ふ、毛髪、内臓、骨、神経――

　そして胸の、心の奥底までもが、得体の知れないなにかによって塗り替えられていく。

「いや……、来ないで……。やだ……。やめて、私は……、私に……、いやあっ！　いやあああああああああああ！」

　頭を押さえてうずくまるネリー。

「おい！　しっかりしろ！」

　だが、シャムの声はネリーに届かなかった。




「いやあああアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああ亜アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　絶ぜつ叫きようが止まり、シャムはネリーに駆け寄った。

「……おい」

「いやあああアアアアアアああああああああああああああ――」




　まだ、ちょっと叫び残しがあった。







　今度こそ絶叫がやむと、ネリーは動かなくなった。

　ロックスリイを手にしたまま、シャムがネリーに声をかける。

「おい、大丈夫か？」

　たぶん大丈夫ではなさそうだな、と思いつつシャムは聞いてみた。

「……」

　ネリーは無言で立ち上がると、怪け訝げんそうな顔でシャムを見た。

「……貴様が、シャムだな」

「おう、初対面で貴様とは、ずいぶんじゃねえか」

　シャムは、ロックスリイの槍やり先さきを突出させた。

「……？　なにをする？　我は、貴様のパートナー。頭の足らぬ調査隊とやらをまいて、二人でここへ来た仲間ではないか？」

「それは、お前じゃない」

　シャムは、ネリーに槍先を向けた。

「あんた、絶対魔王クレアだろ」

「鋭いな」

「流れ的に誰でもそう思うだろ？　よっぽどのお人よしじゃなけりゃな」

「確かに、貴様はお人よしではないな」

　ネリーは、シャムが出会ってから一度も見せたことのない不敵な笑みを浮かべた。

「その槍で守ってやるなどと抜かしておきながら、この娘への我の侵入を許した。あるいは、そのほうが都合がいいとでも思ったか」

　槍先がネリー、いや、クレアの頰ほおすれすれをかすめた。

「次は当てるぞ？」

「……できぬと思うがな。能力的にも心情的にも。しかし、顔を貫かれるのは、あまり気持ちの良い話ではないな。挑発はやめるとしよう、この娘のために」

「そうしてくれ。ついでに、そいつのからだから出てってくれねえか。なんならかわりに、俺でもいいぞ？」

「そう急くな」

　クレアは頰に突きつけられた槍先をつかむと、ロックスリイごと、シャムのからだを引き寄せた。

「な……」

　クレアはシャムの背中に手を回し、胸にからだを預けて目を閉じた。

「おい、なんだよ……」

　思いもよらぬ、攻撃ともなんともとれない行動に、シャムはたじろぎ、どうしていいかわからずそのまま立っていた。

「……ふむ」

　クレアは目を閉じたまま、シャムの胸のなかでつぶやいた。

「なるほど、ダミニチュア戦士養成学校……。やつめ。そんなものを作っていたか。あいかわらず、わけのわからんやつめ」

「わけわからんのは、お前だ。俺はな。魔物とめでたく結ばれる気はねえぞ。そういう趣味もねえ」

「つまらん男だ……。ふむ……。そうか……。不当あたらずの呪のろい……」

　クレアはシャムの背に回した手をほどいた。

「さて、シャム教諭。魔王クレアの本体が、本当はどこにあったのか。知りたいとは思いませんか」

　クレアは、ネリーの口調を真似して言った。

「知りたく、ありませんか？」

「……知りたいに決まってる。そういう目的で、ここへ来たんだ。それまでは帰るわけにゃ、いかねえ」

　やはり元のネリーを思わせるしぐさで、クレアは「ふふ」と小さく笑った。

「シャム教諭――」




「それでは、一生帰ることはできませんよ？」
































　　　取るべき責任
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「シ、シゲタカくんが、石になってた？」

　ミカは恐ろしい事実を聞かされた。

「魔物が潜ひそんでいたのか？　ひとを石せき化かさせる魔物といえば、ゴルゴン、バジリスク、コカトリス――」

　アトラのデータベースが石化させる魔物の検索を始める。

「魔物の気配は感じなかった。エルフのヌンキが言うから正しい」

「では、いったいどうして石になってしまったのですか」

　カホンが、おろおろしながら言うと、ヴィヴィアが雨に濡ぬれた長い髪をタオルでふきながら答えた。

「おそらく、侵入者様撃退用のトラップですの。扉を開けると作動する仕組みなのですわ。クレタに住んでいた頃、似たようなものを使っておりましたもの。もっとも、はるかに性能はわたくしの家のほうが――」

　しゅんとしている一同の顔を見て、ヴィヴィアは言葉を切った。

「失礼……。自慢話をしている場合ではありませんでしたわ」

　――ヴィヴィアさんが、空気読んでる……！

　相当、大変な事態だ。

「青いねーちゃんのせいじゃねー？」

　ニアはあざけるように、アトラに言った。

「ねーちゃんが、扉のことをあのびびりに頼まなきゃ、こんなことになんなかったじゃねーか」

　――そ、そうかもしれないけど。

「やかましいわですわ！　お子様はおだまりな――」

「いや、ニアくんの言う通りだ」

　アトラは、ヴィヴィアを制した。

「私には責任がある。だが、今はそれをいちいち悔いている場合ではない。今、やるべきことは――」

　――そうだよ。

　――責任どうこうより、シゲタカくんを元に戻す方法を考えなきゃ。

「私もあとを追って石化してくる！」

　――違うよ！







　　　魔力スイッチ
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「みんな。ケンカは良くないかもだよ」

　一番の年長者フィオレは冷静に、というかのんきに言った。

「安心しなさい。先生は、こういうときのためについてきたんだから」

　――こういうとき？

　フィオレは単に『一応、大人がいたほうがいいから』くらいの理由でついてきているものだと思っていたミカは、タロに耳打ちした。

「タロくん。フィオレ先生って、ただの、のほほんとしたひとじゃないの？」

「フィオレ先生は治ち癒ゆ系ヒマニマのスペシャリストなんです。例えば『痛いの痛いの飛んでいくかもー、のヒマニマ』はフィオレ先生オリジナルなんですが、その即効性と回復力の高さから、各国の衛えい生せい兵へいのあいだで広まってますねえ」

　――そ、そうだったんだ。

　暗示だけのものばかりではなかった。

「石化くらい、ぱぱっと解いちゃうね」




「ごめーん。だめだった」

　倉庫から戻ってきたフィオレは、花飾りのついた短いロッドで自分の頭を何度かこづいた。

　――やっぱ、ただののほほんとしたひとだ。

　ミカの評価は変わらなかった。

「でもね。治す方法は必ずありまーす」

「根拠はおありですの？」

「あたしのヒマニマで治せないってことは、石化ガスとか自然的な力じゃなくて、強い魔法力による石化だねー。ちょっとした呪のろいみたいなもんかな」

　――呪い……。

　呪いには敏感なミカ。

「警備のための魔法罠わなは間違って作動したときのために、魔法を解く『きっかけ』がどこかに設置してあるはずだよ。遠隔操作できる魔力のスイッチみたいなものかな」

「スイッチですか……。それはどこにあるのですか」

　カホンの質問に、返ってきた答えは二文字だった。

「……さあ？」







　　　リミットあり
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　アトラが、思案顔で言った。

「この屋敷もあっちの小屋も、もとはダミンと六ろつ傑けつのものだったんだろう、パル？」

「ものだっ！」

「なら、魔法罠を作ったのは、魔法の使える魔ま法ほう仙せんか、勇者の可能性が高い」

　ミカはアトラの言わんとしていることに気づいた。

「そっか。ヴィヴィアさんちのと同じ仕組みかもしれないね。ヴィヴィアさんちのは、どうやったら元に戻るの？」

「……。それは――」

　なぜかためらっているヴィヴィアのかわりに、タロが答えた。

「ゴルゴンの首をかたどったレバーをＯＦＦに切り替えるんです。お嬢さまのご自宅の場合は、倉庫とはべつの棟の廊下の額がく縁ぶち裏に隠してありましたねえ。同じ建物んなかじゃ、すぐバレちまうんで」

「なんでタロがそんなに詳しいんだ？」

「昔、お嬢さまが石化しちまったのを、それで戻してさしあげ――」

「タロ！」

「はいはーい。それじゃ、やることは決まったね」

　のほほん役立たず教師が、仕切りなおした。

「どこかにあるゴルゴン型のレバーを、みんなで手分けして探そーか。面倒だからさっきの肝きも試だめしの組み合わせでいーよね」

「屋敷は二階建てと地下に一フロアだな。三組にしたほうがいいんじゃないか」

「地下――」

　ポツリとつぶやいたニアの表情に、つり橋を渡るときにも見えなかった不安の色をミカは見てとった。

「じゃあ、一・二班が地下一階、三・四班が一階、五・六班が二階でいいよね。あたしはこの広間を調べながら、報告を待ちます。見つけても勝手にいじらないよーに。そんじゃ、ひとまず、かいさーん」

　遠足じみた雰囲気で解散が告げられる。

「あ。そーだ。一つ言っとくけど――」

　フィオレは、なんでもないことのように言った。

「石化をあんまり長くほっとくと、もう人間に戻せないかもだよ」







　　　探索拒否
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　地下へ向かうため、ミカ、アトラ、タロ、ニアは広間から廊下に移動した。

「オイラ、やっぱ行かねー」

　ほかの三人から離れ、後ろを歩いていたニアが立ち止まる。

「青いねーちゃんと、グラサンのにーちゃんのせいなんだから、あんたらでなんとかすりゃいーよ」

「ニアくん……」

　――一刻を争う事態なんだよ。

「なら、仕方ないな」

「責任の大半は、おれたちにありますからねえ」

　――折れちゃうの？

　――一人でも多く人手があったほうがいいのに……。

「こ、怖いんでしょ？」

　ミカは、アトラのマネをしてみることにした。

「……怖くねーよ」

　――よっしゃ、食いついた。

「へーえ。怖いから、行きたくないんだ？」

　――さっき、なんか地下に反応してたもんね。

「……怖くないって……、言ってんだろ……」

　ニアの態度は、肝試しのときに比べて力なかった。

「そっか。子どもだから暗いとこ、怖いんだね」

　――もう一押しかな。

　しかし、ニアは挑発には乗らなかった。

「……怖くねーよ。怖くねーけど、おもしろくもなさそーだから、行かねー」

　広間に戻っていくニア。

　――あれ？

「ちょ、ちょっと！　……アトラ、いいの？」

「協調性のないやつを、無理にひきいれる必要はない」

「そ、そう……」

　――いや、でも結構、

　――わたしたち、そんなひとばっかだよ……？







　　　ゴルゴンスレイヤー
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　二階の捜索班は、プロングホーン娘と爆破シスターズ。

「ゴルゴンどーこだっ！」

　パラボラはまくらをひっぺがしたが、下はふかふかのベッドがあるだけだった。

「いじょーなしっ！」

「そんなところにレバーのような突起があったら、痛くて眠れないです」

　カホンが鹿しか頭あたまで、ベッドの下をのぞく。

「ていうか、パル姉。ゴルゴンってなにぃ？」

　ヨシコが、ベッドに仰向けになった。そのまま寝そうである。

「ホルモンてきなものっ！」

　知らずに探していた。

「ゴルゴンさんは、髪の毛がヘビさんになっている女性の怪物さんです。目が合ったものは、石にされてしまうと言います」

　正しい情報である。どうやらこれは、お兄ちゃんに聞いたのではなく、書物から得た知識なのだろう。

「だってさ、ヨシコっ！　毛が石になってるヘビだって！」

　誤った情報だが、寝息を立て始めているヨシコには届かなかった。

「ヨシコさん。きちんと探しましょう」

　カホンは、ひづめハンドでヨシコの小さな肩をゆすった。

「うーん……。天井を確認してただけだしぃ」

「目を閉じていたではないですか」

「目が合ったら石になるしぃ」

　一応、話は聞いていたようだ。

「それは本物の場合です」

「もし、レバーが本物だったらぁ？」

「え」

　レバーが本物のゴルゴンの首でできているなどと、カホンは考えもしなかった。

「そ、その場合は、ブレイクダンスで乗り切りましょう」

　アマゾネス姉妹は、二人揃って首を傾げた。

「ヘビさんは、ブレイクダンスを見ると、溶けてしまうのです」

　こちらは、書物から得た知識ではない。







　　　キュウリで仲間になる
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　服着ててもあれさね。野郎と一緒に風呂場にいるってのは、変な気分さね。人間の男じゃないっても、せいぜい見た目は耳くらいしか違わないし。

　まあ、人間じゃないっていや、今の姿のアタシも、そうさね。

「壁や床を調べるがいい。ヌンキは浴槽を探す」

「指図すんじゃないよ。びしょびしょに――」

　してやろうかと思ったけど、あんまり意味ないねえ。浴槽に飛び込んじまってるよ、あのエルフ野郎。せめて水抜いてから入りゃいいのに。

「しかし、あれさね。倉庫の罠ごときにひっかかるなんて、あのひょうろくメガネも情けないやつさね」

「Ｂ組は情けないのではない」

　おや、意外と友達思いでしたってやつかい。浴槽飛び込むくらい必死だもんね。

「情けないどころではない。なにもないのだ。個性もない。華はなもない。オーラも支持率も求心力もない。やつには、なに一つ時代を作ることはできない」

　そんなに友達思いでもなかったさね。

「だが、石にされるようないわれもない」

　……同感さ。

　あいつは確かにザコＡ、いや、ザコＣって感じだけど、少なくともアタシの秘密を知りながらバラさずに守ってる点は、褒ほめてやってもいいザコさね。

「クロガッパ。口より手を動かせ」

　……今、コイツなんて言った？

　クロガッパ？　アタシのことか。アタシしかいないんだから、アタシさね。クロは黒水獣ブラツクウオーターの黒として、ガッパはなんだい？　河カツ童パかい？

　なんで、アタシが河童さね。河童の特徴っていやあ、頭に皿だ。アタシはないねえ。腕がひっこぬける。やったことないねえ。尻の玉だかなんだかを抜く。玉なんか興味ないさね。スモウを取りたがる。スモウってなんだろうねえ。あとは――

　こ、甲こう羅ら？

「ア、アンタ。まさか、あのメガネからなにか聞いたのかい？」

「ヌンキは常になにかしら聞いている」

　答えになってないさね。

　こりゃ、早く野郎を元に戻して、とっちめなきゃならないねえ！







　　　アラサー
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　フィオレが広間の壁をくまなく調べていると、ヴィヴィアが戻ってきた。

「あれー、ヴィヴィアちゃん、どしたの？」

「殿との方がたと浴室に入る気になどなれませんの。バサ様も魔力が回復されて変身なさいましたし、お任せしてきましたわ。わたくしは、フィオレ先生をお手伝い――」

　ヴィヴィアは、窓から外を眺めて突っ立っている人影に気づいた。

「ニア様！」

　ニアが振り向きもしないので、ヴィヴィアは窓とニアのあいだに割って入った。

「地下に行かれたのではありませんの？」

「……知らねーよ」

「あなた様、態度がお悪いですわ。年ねん功こう序じよ列れつというお言葉、ご存知ですの！」

「うっせーよ、ですわアラサー」

「バ――」

　言葉を失ったヴィヴィアは、手にしていた霊れい杖じようを取り落とした。

「誰がアラサーですの！　わたくしは、偉大なる魔法仙ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュの孫、ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世（満十五歳）ですわ！」

「封ふう魔まの六傑って、……ようは勇者の小間使いだろ？」

　ヴィヴィアの怒りゲージが一気にＭＡＸになる。

「……フィオレ先生！」

　壁をフラワーロッドで叩いて調べているフィオレに、鬼が迫って来た。

「あの口の悪いクソお子様を、ヒマニマ・豪腕でボッコボコにしてもよろしくて！」

　一応、許可を求める辺り、育ちが良い。

「ヴィヴィアちゃんのほうが、だいぶ口悪いかもだよ。何歳も年下の子が言うことだから、いちいちムキになっちゃだーめ」

「だって、あんまりですわ！　先生からなにか言ってくださいまし！」

「うーん。しょうがないなー」

　フィオレは、人生の先輩として教えを説くべく、ニアにとことこと近づいた。

「ニアちゃーん。さっき、ヴィヴィアちゃんにアラサーとか言ったみたいだけど」

「なんだよ」

「ホントのアラサーには言っちゃだめだよ。意外といい気しないらしいよー」

　処しよ世せい術じゆつだった。







　　　遺伝かもね
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　こちらは、ニアの抜けた地下一階捜索班。

「やあ！」

　てこならぬアタランテの原理により、地下階段への戸口がはねとばされた。

「見たか。アタランテの力！」

　ちょっと固めの棒なら、なんでも同じ結果が得られる。

「降りようか、タロくん」

「ですねえ。足もと気をつけてください」

　ランプを手にしたタロが先導して、階段をくだった。

「ミカ……。私の弓術にあまり怒らなくなったな。認めてくれたのか？」

「ううん。慣れた」




「ここは、武器庫……。いえ、武器庫だったって感じですかねえ」

　小型の武器を収納する棚や、刀剣類を収めるための円形の筒。大型の傘立てのような格子状の仕切りには、弓や槍やり、両りよう手て斧おのなど、柄の長い武器が並んでいたのだろう。

　だが、武器そのものは見当たらない。

「勇者と六傑の屋敷ですからねえ。大事なものはみなさまがご自分で持ち出されたでしょうし。残っていたものは、すぐに盗まれちまったのかもしれませんね」

「なあ、これを見てくれ」

　アトラは、縦に長いロッカーが六つ並んでいるのを見つけた。枠の上にはそれぞれネームプレートが取り付けられている。

「ブレド、ヴィヴィア、タツ――封魔の六傑の名前だね」

「頻ひん繁ぱんに使う武器は、すぐ持ち出せるよう、ここにしまってたんでしょうねえ」

「つまり、ばあちゃんのロッカーには――コイツが入っていたんだろうな」

　アトラは、蒼そう弓きゆうアタランテを『アズサ』のロッカーに掲げた。

「……でも、長さ合ってなくない？」

　ロッカーの高さよりも、アタランテの全長のほうがどう見ても長い。

「いや、こうすれば入る」

　アトラは、アタランテをしならせて強引にロッカーのなかに押し込んだ。

「ほら」

　――弓きゆう聖せい女じよアズサも、そうやってたかもね……。







　　　初めては石の味
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　武器庫のなかにはゴルゴン型のレバーはおろか、武器の一つも見つからなかった。

「あんな備品倉庫じゃなく、こっちにトラップをしかけるべきだったよね。そしたら盗まれなかったのに」

「……それだ、ミカ」




　――うぅ、またつり橋を渡る羽目になるとは。

　風雨はさらに強くなっており、ときおり雷らい鳴めいもとどろくなか、ミカとアトラは、小島の倉庫の前に再びやってきた。

「なぜ、ただの備品置き場に、ひとを石化させるような危険なトラップがある？　答えは一つ、ただの備品置き場ではないからだ」

　――なるほど。

「きっと隠し部屋があるんだ。石化を解く手がかりもきっと、そこにあるさ」




「一番怪しいのは、この先だな」

　ちょっとかがんでいるメガネ人間の石像の脇わきを、アトラは通り抜けた。

「気をつけてね。また、罠が作動するかも――」

　石化の魔法罠を作動させた床下扉も、あっさりと通過するアトラ。

「こ、怖いものなしだね」

　アトラは奥の棚を調べ始めたが、ミカはランプを手に突っ立っていた。

　――石にされちゃうような罠があるとこ、いじれないよ。

　石になったシゲタカの像をまじまじと見つめるミカ。

「ね、アトラ。昔話とかだと、想いびとがキスをすると呪いが解けたりするよね」

　――なーんて。

「やってみたらどうだ」

「じょ、冗談だよ」

　――だって、シゲタカくんだよ？

　誰ならいいんだ。

「そうだ。私も一つ、やってみたいことがあったんだ」

　アトラはシゲタカの顔の高さに合わせてかがみこみ、自分の顔を近づけていった。

「え、ちょっと、アトラ。え、え……。えーっ！」







　　　動かす石像
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　ごごごごご。

　と、重々しい音を立てて、シゲタカ（石像）が床を移動している。

「一度、これを、やってみたかったんだ」

　肩をシゲタカ石像の胸あたりに押し付けて、体重をかけているアトラが言った。

「石像を、押して動かす、ってやつをさ」

「な、なんだ」

　――ちょっとドキドキしちゃったよ。

　石像や人形、岩、ドラム缶などなど、重たいものをある場所からある場所へ押して動かすと、なんらかの仕掛けが作動する。

　さまざまな時代や場所や世界で、よく見かけるシーンである。

　――確かに、ちょっとやってみたい。

「でも、シゲタカくんは、最初から部屋に設置されてた石像じゃないんだから、関係ないんじゃない？」

「それもそうだな……。いや、待てよ」

　アトラは、シゲタカの背中側に回り込み、反対側つまり、元々、あったほうに向かって押しはじめた。

「もう、その辺でいいんじゃない？」

　最初に見つけたときにあった場所を過ぎても、アトラはまだ押し続けた。

「そ、それ以上押すと……」

　ミカが危惧したとおり、シゲタカの像は、例の魔法罠が作動した、からの床下収納ボックスに落ちてしまった。落下の衝撃で、開いていた扉がパタンと閉まる。

「ちょ、アトラ。どうすんの、シゲタカくん収納しちゃったよ」

　――しかも見事にすっぽりはまったよ！

「私のカンが正しければ……」

　ガチャ。

　罠の扉があった通路の先で、似たような扉が突然、床に口を開けた。

「え」

　ランプを手にミカが恐る恐る近づくと、下へ続くハシゴが伸びているのが見えた。

「これって……」

「隠し部屋だ」







　　　鉄の金庫
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「あの石化トラップは、侵入者撃退用の罠に見せかけて、実は隠し部屋へたどり着くための行程の一つだったんだ」

　――なるほど。

「さあ、どんな宝があるか見に行こう」

「……シゲタカくんを元に戻す方法を探すんでしょ？」




　はしごを降りたミカとアトラを待っていたのは、きらびやかな金銀財宝ではなく、山と積まれたノートの束だった。

「日記……？」

　ミカが一つを手に取ってひらくと、五十年以上前の日付と、日記を書いた人間の名前が記されている。どれも六傑の名前だった。

「……ばあちゃんの名前だ」

　アトラは興奮を抑えきれない様子で、パラパラとめくって読み始めた。

「アトラ。今は石化を解く手がかりを探さないと……」

　――わたしも日記気になるけど。

「だが、どこに手がかりが記されてるかわからないぞ？」

　――でも、このノートの山を全部チェックするわけにもいかな――

「……あ、あった」

　ノートの山の奥に『石化を解く手がかり』と、メモ書きの貼られた金庫があった。

　――そのまんますぎ！




「――というわけで、私とミカは隠し部屋を見つけたが、肝心の石化を解く手がかりについては、金庫を開けられないので不明なままだ」

　全探索隊員を、小島の倉庫内の狭い空間に集めたところで、アトラはこれまでのいきさつを説明した。

「ええっと、ミカちゃん、アトラちゃん。なにか見つけたら、自分たちでどうこうする前に先生に言ってね、って言ったよね？」

　だいぶ、どうこうしてからの事後報告であった。

「ご、ごめんなさい」

「まあ、いっか……。あとは金庫さえ開ければ万事解決だね」







　　　勇者の血族
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　一人ずつ地下に降りて、金庫の破壊を試みる。

　金庫を開ける手段その一！　魔法という名の力まかせ！

「びくともしませんでしたわ」




　金庫を開ける手段、その二！　黒水獣のウォーターカッター！

「ちっ、いけすかねえ箱さね！」




　金庫を開ける手段、その三！　純粋に爆破！

「固すぎだしぃ」




　金庫を開ける手段、その四！　大人の意見！

「うーん。あれは鍵を使って開けたほうがいいかもだよ」

「先生。それ最初に考えるべきことじゃ……」

「あの金庫には鍵穴はなかったが？」

「鍵って言っても、形は色々だからねー。あのノブのマークは見た？」

「勇者ダミンの紋、ですよね」

　戦養校の校章にもなっており、看板や印刷物でもよく見る、ありふれたマークだ。

「あの金庫のは、ただのマークじゃなくて、ホントに勇者の血で描かれた血紋だよ。勇者の血をひいてるひとなら、ノブを回せば普通に開くっぽいね」

　ミカは、ごくりとツバを飲んだ。




　そういえば、結局お父さんは真実を教えてくれなかった……。

　証拠は自分で確かめろっていう、そういうことだったんじゃ。必ず、嫌でもその現実を受け入れる時が来るっていうことだったんじゃ……。




　ミカは、覚悟を決めた。

「わかりました、わたしがこの身に流れる――」

「ニアちゃん。お願いできる？」

　一同の視線は、入り口で一人うつむいていた人物に向けられた。

　――だろうね！







　　　内緒の第二子
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　ニアは、口を開かなかった。

「ニア様が、勇者ダミン様のお子様ですって？」

「そーだよ。ホントは内緒の予定だったんだけどー」

「だから、見たことある気がしたんですねえ。勇者さまやジュニアさまに似てたんだ」

「じゃあ、アスケラ先生に預かってくれと頼んだのは――」

「うん、校長先生だよー」

　校長ダミン・ジュニアは勇者の第一子である。

「年、離れすぎだしぃ」「若いあいじんの子だねっ！」

　歯に衣着せないアマゾネス姉妹。

「本人の前でそういうことを言うのは、あまり良くないです」

　複雑な家庭環境には敏感な、継まま母ははありのカホン。

「ちげーよ！　父さんも母さんも、ジュニア兄ちゃんと一緒だよ！」

　兄ちゃんなのにジュニアというのは、ややこしい。

「なんで……。内緒にしてるの……？」

　いつの間にか、変身が解けていたバサルタが聞いた。

「ほら、校長先生って小さい頃から勇者の子どもだーって、ちやほやされて育ったから世間知らずになっちゃったでしょー。だから、ニアちゃんはそういうことがないようにって、こっそり育てることにしたんだって」

「ペラペラしゃべんじゃねーよ」

「まあ、先生たちは一応知らされてるんだけどね……。ところで、ミカちゃん、さっきなにか言いかけたけど、なーに？」

「……な、なんでもないです」

　――恥ずかしい……。

　ミカの身に流れていたのはまぎれもなく、すっとぼけた両親の血だった。

「話はわかった。勇者キッド」

　ヌンキが久しぶりに発言した。

「Ｂ組のために地下の金庫を開けてくれるか」

　全員の注目が集まるなか、ニアの答えは簡潔だった。




「いやだ」







　　　違う
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「メガネのお兄ちゃんが、このまま石になっちゃってもいいの？　いくら暗いとことか、怖いからって……。金庫開けるだけだよー？」

「違う……」

　――そうだ、違う。

　暗いところが怖いなら、最初にこの倉庫にミカと肝試しに来た時点で、もっと怖がっていなければおかしい。だが、あのときのニアの様子は堂々としたものだった。

「ニアくん、……地下が苦手なの？」

　ミカは、広間でのニアのつぶやきと、武器庫へ行こうとしたときの態度を思い出した。

「そうだよ……。地下はいやだ。地下には入りたくない。絶対にいやだ！」

「なにか嫌な思い出でもあるの？」

　ニアは、それには答えず、ただ拒絶の意志だけを示した。

「……ガキでも、弱虫でも、なんとでも言えばいいさ。とにかく地下だけには、入る気はねー！」

　ニアは、石像となってだいぶ時間が経つシゲタカを見て言った。

「あんな、今日初めてあったやつのことなんか、知るもんか」

　パアン、と、響きだけなら快い音がした。

　ニアは小さな頰ほおを赤く染めながら、自分に平手打ちをしたアトラを驚愕の目で見た。

「アタランテで殴らなかっただけましと思え！」

「ア、アトラ……」

「きみにとっては今日初めて会ったやつでも、私たちにとっては大切な友人だ。きみも勇者ダミンの子なら、簡単に他人を見捨てるな！」

　アトラの言葉を聞いたニアは、震えだした。

「なんだよ勇者の子って……。普段は隠せっていうくせに、都合の良いときだけ、勇者の子勇者の子って……。勇者の子なんだからちゃんとしなさいって、なんだよ！　オイラはそんなんに生まれたいなんて、誰にも頼んでない！」

「そうかもしれないが……、しかし、必要とされているときに力を使わないのは、間違ったもののすることだ！」

　アトラの言葉に、今度はべつの人物が声を張り上げた。

　――違う。

「間違ってるのはアトラだよ」







　　　ヴィヴィア風アトラ
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「ミカ……」

　アトラは、ミカのらしくない強い物言いにたじろいだ。

「ニアくん、おいで」

　ミカは、泣きそうなニアの頭を抱いてやった。

「アトラだって、普通のひとよりものすごいウイズマ素質を持っているのに魔法じゃなく弓を選んだじゃない。ヴィヴィアさんがいくら勧誘したって、転科しないじゃない。それだけじゃないよ。弓を射る技術だってすごいのに、あえて弓を得物にして戦ってるじゃない。それは、必要とされている力を使わないってことじゃないの？　アトラは自分が嫌ってきたことを、ひとには強要するの？」

　アトラは、弓術の道を突き進むと決めてから、苦労をともにしたアタランテを見た。

「……いや、そんなつもりはない」

　アトラは、厳しい顔を崩して、バツが悪そうに笑った。

「ミカの言う通りだ、無理強いは良くない。今の私は、ヴィヴィアみたいだったな」

「引き合いに出されるのは、納得行きませんけれど……。同感ですわ」

　ヴィヴィアが本日二回目の空気を読んだ。

「しかし、短たん髪ぱつ大だい名みように乱らん暴ぼう美び人じん。勇者キッドが金庫を開けぬことには打開策はないぞ」

　空気を読まないプロが、ここぞとばかりに現実を突きつける。

　――う、うーん。確かに。

　さて、困った。

　――やっぱ今のいい感じのくだりを全部なしにして、

　――無理やり気絶させてでも、地下に行ってもらうしか……。

　そんなことは、さすがにできません。

「しけたツラすんなっ、野郎どもっ！」

　だが、野郎は少数派だ。

「パルちゃん？」

「なにかいいアイディアでもあるのか？」

「うんっ！」

　――なんだろ？




「ヨシコ以外全員、出てけっ！」







　　　第四章はまだまだ続くよ
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　ヨシコとパラボラを残し、ほか一同が倉庫を出てからしばらくして。




　ドゴオオオオオオオオン！




　雷の音にまじり、すさまじい爆発音がなかから聞こえた。

　――爆破はさっき試したんじゃ。

　ケムリがもくもくと立ち込める倉庫の扉があいて、ヨシコが顔を出した。

「入っていいしぃ」




　倉庫内は変わり果てた姿になっていた。

　並んでいたはずの棚は、爆発によって破壊された床にめりこんでおり、ところどころ、地下の書庫にあったはずのノートの束が散乱している。

　石像シゲタカはかろうじて無事であった。もちろん、例の金庫も、無傷でノートの山に埋もれている。

「なんだこれ……」

　外でずっと口をきかなかったニアも、さすがに、驚きの声を漏もらした。

「見ての通り、床をふっとばしましたっ！」

　パラボラが、得意げに言った。

「さー、小さい勇者くんっ！」

　だが、あまり背は変わらなかった。

「これでもう、地上も地下もないのだよっ！　存分に、あけたまえっ！」




　パラボラの機転により、ようやく『石化を解く手がかり』の入った勇者紋の金庫が、ニアの手によって開けられた。

　そして、なかにはまさに『石化を解く手がかり』が記されたメモが入っていた。

　誰もが待ち望んだ内容はこうである。




『屋敷のどこかにある石化獣のレバーをＯＦＦにすれば石化魔法が解けるよ』




　既き出しゆつの情報。







　　　勇者じゃないわたし
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　わたしは今、今日一番のピークって感じで雨風が吹きつけて、雷がつり橋を落っことすんじゃないかって勢いで鳴ってるなか、そのつり橋の上に立ってます。

「……足あし踏ぶみ！」




『なんだよ……。結局、意味ないんじゃねーかよ……』

『いや、よく見ろ。ここには石化獣と書いてある。ゴルゴンとは書いていない』




　あー、下見ちゃだめ、絶対だめ。だけど、こんな不安定なとこで目もつぶれない。

「胴どう造づくり！」




『石化させる魔物というと、ほかはコカトリスさんや、バジリスクさんですね』

『コカトリスなら見た』

『……？　お風呂には……、なかったけど……？』




　だから、必殺『目をつぶる』も使えない。『射しや法ほう八はつ節せつ』をやるしかないんだ。

「弓ゆ構がまえ！」




『それ、どんなリスっ？』

『リスじゃないですねえ。コカトリスは、ニワトリの姿をした魔物です』




　勇者、っていうのが、宿命を負ったニアくんみたいなひとのことなのか、アトラみたいに勇ましいひとのことなのかわかんないけど、そのどっちも、わたしじゃない。




『わたくしどもは、屋敷内をくまなく探しましたわ。コカトリスであったにせよ、そのような妙ちきりんなものがあれば、誰かが見つけていたはずではありませんの？』

『屋敷のなかではない。上だ』




　わたしは勇者じゃない。だからわたしは、わたしの役目を果たす。例えば今は――

「打うち起おこし！」

　あの風かざ見み鶏どりに、必ず当てる。







　　　オイラにとっての勇者
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「引ひき分わけ！」




『なるほど、風が吹いてもコカトリスのレリーフが回るだけで、レバーになってる支柱自体は倒れねえわけですか。カモフラージュにもなるし一いつ石せき二に鳥ちようですねえ』

『ですが、どうしましょう。この嵐のなか、屋根に登るのは危険なのでは』




　なんだよ、オイラには無理に怖いことなんかしなくていい、って言っておいて。

　自分は、怖いの我慢して、無理してんじゃねーか。




『嵐がやむまで待てばいいしぃ』

『うーん。そろそろ、シゲタカくんが元に戻れるか、ギリギリの時間だよ』

『近づけないんじゃどうしようもないですわ！』

『ヴィヴィア、近づかなくても役に立つ武器を忘れたのか？』




「会かい！」




『ヌンキには支柱の下に長いくぼみが見える。支柱に衝撃を与えれば動くはずだ』

『あんなちっちゃいとこに当てられんの、一人だけだねっ！』




　勇者、ってふざけた称号が誰のものなのか、オイラは知らない。

　けど、もし今聞かれたら。




『あの位置と角度だと一番よく狙える足場は、つり橋の上だが――平気か？』

『あ、あんま平気じゃない。……けど、知り合いの勇者が言ってたんだ――』




「離はなれ！」




『――怖れを知らない者には、誰も守れやしないんだって』




　オイラは、あのおねーさんを指さすよ。







　　　アウェイクニング
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　おはようございます……？　僕、シゲタカです……？

　ここは、あの倉庫、……だよな。なんでこんなにムチャクチャなんだ？　肝試しはどうなったんだ？　なんでこんなところで僕は寝て――

「Ｂ組」

　目を覚まして最初に見るのが、ヌンキのやつの顔かよ。まあ、毎日そうだけど。

「どうしたんだい。この……ありさまは？」

「ミニボンバーとミニボンバー六号が爆破した」

　なるほど、ほかのひとが爆破したっていうよりは納得がいくね。なぜ爆破したかについてはわからないままだけどな。

「勇者キッドが地下が苦手というからだ」

　また新キャラが出てきたのか？　話が見えない。

「一から、わかるように説明してくれ」

「ダミニチュア戦士養成学校へようこそ。勇者ダミンとその仲間たちが、激闘の末に魔王クレアを封印してから、今年で――」

「一からすぎだ！」

「あたし、やっぱり歌うことが好き。歌じゃなきゃだめなの。ほかのことじゃ、かわりになんてならないよ。なんでママはそれをわかってくれないの」

「そんなシーン絶対ない！　僕が寝てるあいだに起きた正しい出来事を教えろ」

「それはできん。Ｂ組は寝ていたのではなく、石になっていたからだ」

「僕が、石になっていた？」

　どういうことだ？

「まず、屋敷中を探したがゴルゴンのレバーは見つからなかった。乱暴美人が地下室の仕掛けを解いた。地下には金庫があった。だが、勇者キッドは地下室が苦手だった。だから、ミニボンバー姉妹が床を爆破した。そして、短髪大名が風見鶏を倒した」

　なるほど。まったく要領を得ない。なんて無茶な展開だ。

「もう少し要点をまとめてくれ」

「いつもより、……Ｂ組の話題が多く出た」

　そうか。なら――




　まあ、おおむね良し。







　　　くれるひと
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　雨がやむ頃には、もう陽が落ちていた。満月が海を照らす。

　だが、ニアは海に背を向けて、ベランダの柵に寄りかかっていた。

「となり、いいか」

　部屋から顔をのぞかせたのは、アトラだった。

「……」

　返事はないが、拒否されたわけでもない。アトラはニアの『となり』に陣取った。

「ぶったりして、すまなかったな」

　アトラが謝ると、ニアは視線を床に落として言った。

「……こっちこそ、あのにーちゃんがどうなってもいいなんて言って悪かったよ」

「それは本人に言ってくれ」

　嵐はやんだが、まだ薄く霧きりが張っており、ときおりひんやりとした風が吹く。それはアトラの青い髪を、静かに揺らした。

「……ありがとう」

　礼を言われるようなことをした覚えがないアトラは、きょとんとした。

「ダミンの子だって隠してても、オイラの周りにはいつも大人がいる。きっと厄やつ介かいな親を持ってるやつだ、ってみんなにバレてんだ。だから、オイラを叱しかるやつなんていない。みんな、オイラの後ろの誰かに遠慮するんだ。みんな、オイラを見てても、ホントはオイラのことなんか見えちゃいないんだ。……だから、ちゃんとオイラを……、オイラのほっぺたをひっぱたいてくれて、……ちょっと嬉しかった」

「そうか」

　アトラは、クレタに住んでいた頃を思い出した。

　部屋中の壁に落書きをしても、使用人たちの服に毛虫を入れるイタズラをしても『ネリー様はおしとやかなのにこの子は……』と、顔をしかめるばかりだった。

「それ、蒼そう弓きゆうアタランテだろ？　弓きゆう聖せい女じよアズサって、どんなやつ、……どんなひとなんだ？」

　顔をしかめるだけの大人たちのなかで、きちんと声に出して叱ってくれたのは――




『こら』




「ばあちゃんは……、私を怒ってくれるひとだ」







　　　ＬＵＮＡＲ　ＲＡＩＮＢＯＷ
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　ミカが部屋から顔を出す。

「二人とも、ここにいたんだ……。って、わー！　見てみて。ほら！」

　ミカが突進する勢いで、柵に身を乗り出した。

「……なんだ？」

　海辺に背を向けていたニアとアトラは、ミカに促されて振り返った。

　海辺に、七色の橋がかかっていた。夜空を映す海の黒と、月光を映す砂浜の白に映はえ、誰もが思わず息を飲む、情景を作り出している。

「へーえ。暗くても、虹ってでんだな」

「驚いたな」

　三人はしばし、幻想的な風景に見とれた。

「……さてと。そろそろゴハンだから下に降りてきてって、先生が」

「メシなに？」

「カレーだよ。ニアくん、辛からいの平気？」

「子ども扱いすんじゃねーよ。おねーさんよりは、平気だっての」

　ニアは柵に預けていたからだを、バネのように起こした。

「あのね。あんまり年上をバカにするもんじゃないよ」

「だって、オイラがおねーさんに負けることなんて、せいぜい弓の腕前くらいだぜ？」

　――そ、それは、悪い気はしないけど。

「そうかな。背だって、わたしのほうが高いもんね！」

　大人気ないおねーさん。

「そんなもんすぐに追いつくんじゃねーの？　それに、……胸は、今だってたいして変わんねーしな」

　ニアは、笑いながら部屋に入っていった。

　――ぬぅあぬぃー……。

　――って、あれ？

「ア、アトラ。今、ニアくん、胸がどうとか言ったよね？」

「……言ったな」

　アトラとミカは顔を見合わせた。




　――『くん』じゃなかった！







　　　幕間５　占い師




　エルシュラの街は旧市街と『ヒルズ』に分かれている。

　丘の上の町『ヒルズ』は、近年、各国の富豪が次々と移り住んでいる高級住宅地であり、ヴィヴィアやパラボラたちの邸てい宅たくもある。

「結局、なんで地下が怖いんだ？」

「ちょっと、アトラ」

「とーとつすぎだろ……」

　ヒルズへと続く長い坂道を、ミカとアトラ、そして、ニアが歩いていた。

　先日、合宿のために別荘を提供してくれたことへのお礼も兼ねて、パラボラ家に遊びにいくところなのである。

「あまりシリアスな場面で聞いても、かえって答えづらいだろう。どうでもいいときにさらっと聞こうと思ってたんだ」

　――あのあとシリアスな場面なんてあったかな。

　シゲタカ石化事件が解決したあとは、ほぼダラダラしていただけだった合宿についてミカが思い返していると、ニアが重い口を開いた。

「……地下には、あいつがいるんだ」

「あいつ？」

　ミカが先を促す。

「小さい頃――」

「今も小さいんじゃないのか？」

　アトラがちゃちゃを入れる。

「もっと小さい頃だよ！　マジメに語りだす雰囲気出したんだから、ちょっと黙ってろ！　小さいこと気にすんな！」

「小さいの気にしたのはニアちゃんじゃないの？」

「だから、そういうこと気にすんじゃねーよ！」

「すまない」「ごめん」

　ニアは仕切りなおした。

「小さい頃、オイラは兄ちゃんに連れられてある場所の地下へ行ったんだ」

「兄ちゃんといえば、カホンは今日どうしたんだ？」

「カバサ先生と、北方に帰省だって」

「鹿しかに間違われないといいな」

　二人は、また脱線した。

「おねーさんたち、オイラの話聞きてーの、聞きたくねーの？　どっち？」

「ごめん」「すまない」

　二人もマジメに聞く雰囲気を出すことにした。

「ある場所の地下には、ある化け物がいたんだ」

　ニアが視線を落とす。

「からだのある部分が、ありえない数と大きさで、あるべきところにあるべき形であるものがなかったり、なきゃいけないところに、ないはずのものがありえない形であったりなかったり……」

　ミカとアトラは、顔を見合わせてうなずきあった。

『全然わからない』

「詳しいことは言えねー。てゆーか、オイラもはっきり思い出したくねーんだ。むしろ、思い出さないようにしてるから、思い出せないってところもあるし……」

　――全然はっきりしないなあ。

　要領を得ない答えに、ミカもアトラも少しいらだった。

「ただ――」




「地下がトラウマになるような化け物がいた。それだけは覚えてる」







　酒場『バカスカ』に続く路地を、ミカは一人で歩いていた。

　――二人とも、速っ。

　アトラが近くに知り合いの店があると言うと、ニアがお手洗いを借りたいと言い出し、なぜか、二人の競争が幕を開けた。

『よし！　便所を借りたければ、私より早くたどり着いてみせろ！』

『待てよ！　オイラ場所知らねーんだよ！　普通に案内しろよ！』

　そんなやり取りとミカを残し、二人は路地に消えていった。

　――まぁ、仲が良さそうで良かったよ。

　――わたしもマスターさんとスーちゃんに挨拶しとこうかな。

　バカスカの場所は坂道の大通りから少し外れている。

　バカスカのような飲食店、おもに酒場が軒のきを連ねているが、今は昼時なのでどこも開店前であり、人通りは少ない。

　――あれ？

　店と店のあいだの、かろうじて道と言ってもよい狭い空間に、この暑いのに頭まですっぽりとフードをかぶった、黒いローブ姿の女性が入っていくのが見えた。

　――あの先は確か、行き止まりじゃ……。

　何度かバカスカを訪れているミカは、周囲の地理をある程度把握している。

　――なんで行き止まりに？




　どうしよう、気になる。のぞいてみる？

　いや、だめ。絶対こーゆーの確認しないほうがいいんだってば。

　なんかヤバいことの伏線なんだってば。

　ほっときなさい。見ちゃだめ。

　忘れなさい、ミカ。







「いらっしゃいませ」

　ローブの女は、ミカを出迎えた。

　珍ちん妙みような怪しい模様のじゅうたんの上に座り、その前にはクッションの上に乗ったスイカ大の水晶玉。

　――どう見ても占い師。

「占っていかれます？」

　ミカはいささか拍ひよう子し抜ぬけした。路上占い師が営業中というだけなら、事件性はない。

「このような場所では、滅多にお客さんが来ないのです。特別にお安くしますよ」

「はあ……」

　ミカは、フードで半分隠された顔を見た。青い前髪がちらりとのぞく。

　――アトラみたいな色……。

「いくらですか」

　ちょっと興味が出てきたミカは価格を聞いてみた。

「そうですね。お金はいりません。そのかわりに――」

　フードの下の口元が歪ゆがむ。

「あなたのからだを、いただきましょうか？」

　ミカの頰ほおを冷や汗が伝った。

「――というのは、ちょっとしたつかみのジョークです」

　ミカは、ほっとしつつ、ほんの少しがっかりした。

「結果を聞いてからの付け値で結構です。さあ、そこにおかけになってください」

　ミカは、水晶の前に正座した。じゅうたんごしだが、地面が石敷きなので痛い。

「なるほど、すべて見えました」

　――早っ！

「あの、まだ座っただけですけど」

「凄腕の占い師とは、そういうものです」

「でも、この水晶とか、ぜんぜん使ってないし」

「これは、雰囲気作りのための飾りです」

　占い師は言い切った。

「あなたは、悩みを抱えていますね……。特定の武器……。そう、例えば、弓のような武器を使うと、まったく見当違いの方向に、長細い……。例えばそう、矢のようなものが飛んでいってしまうような、そういった関係の、そういった方面の悩みです」

　明らかに最初から答えを知っているものの言葉だったが、いちいち遠まわしにしたことによって、占いっぽく聞こえた。

「そう、まるでそう、呪のろいのような……。『アッテラレナーイの呪い』とでも名づけましょうか。あなたはそれにかかっている」

　わざとちょっと間違えてみたりする。

「違いますか？」

「ほ、ほとんど、あってます。どうして、わかるんですか？」

　あらかじめ、占う相手の情報をこっそり調べておいて、さも占いで言い当てたように見せかける技術。ホットリーディングの可能性が大と思われる。

「これがホットリーディングです」

　あっさり暴ばく露ろした。

　――よくわかんないけど、そういう占いなんだ……。

　占いにべつだん詳しくもないミカは、素直に信じた。

「あの、占い師さん、教えてください。その呪いを解く方法って、あるんでしょうか」

「あります」

　占い師はきっぱりと断言した。

「知りたいですか？」

　ローブの下から、占い師の瞳がミカを射抜く。

　――きれいな目。

　圧倒的な意志。占い師の瞳には、強い意志が感じられた。気迫と言ってもいい。

　ミカは直感した。このひとは本当に知っている。不当あたらずの呪いがどんなものであるかも、それを解くための方法も。

　鋭い視線にたえられず、ミカは目をそらした。

　――知りたいかって、そんなの……、決まってるじゃない。

　占い師は、なにも言わず、ただミカを見つめたまま、答えを待った。

　――うん。わたしの答えは、決まってる。

　ミカは、占い師の目をじっと見つめ返した。




「いいです」




　占い師は眉まゆ根ねを寄せた。

「……なぜ？　呪いはあなたに、つらい思いをさせてきたのではないですか」

「はい、しんどい思いしてます」

「解放されたいと思わないのか」

　急に口調が変わったが、ミカは気にしなかった。

「思います。でも、わたし、最近思ったんです。もしわたしが、不当の呪いにかかってなかったら、弓の勉強、今みたいに一生懸命やってなかったなって」

　射しや法ほう八はつ節せつをこなさないと、ミカの矢はまともに飛ばない。

　だが、射法八節をすれば、必ずマトに当たるというわけではないのだ。一時的に、普通のひとと同じ状態になるだけ。

　嵐あらし吹き荒れるなか、風見鶏の支柱に見事矢を当てられたのは、紛れもなくミカ自身の実力なのである。

　射法八節をこなさなければ、矢を当てることができないと知った日から、それなら、射法八節を使ったときは必ず当ててやると決意したミカの、努力のたまものなのだ。

　それは、裏を返せば、呪いのたまものであるとも言えた。

「呪いがなければ、弓術科にも入らなかった。ダミニチュアにも来なかった。みんなにも会えなかった……。呪いがあったから、今のわたしがあるんです」

　――そうだ。ずっとわかってたことだ。

「だから呪いはわたしの一部。呪いも含めて、わたし――」




「――不当の呪い、が『わたしの弓きゆう術じゆつ』なんです」




「そうですか……」

　占い師は少し残念そうな顔をしながら、言った。

「では最後に、ちょっと手を見せてもらえますか？」

　――ここに来て、正統派の占い？

　ミカが手を差し出すと、占い師は強く握った。

「ありがとうございます」

「……えっと、なんかわかりましたか？　モテ線とかあります？」

　意外とそんなこと気にしてたミカ。

「私は手相はさっぱりです」

　――じゃあ、なんで握ったの！

「ただ、――あなたが噓うそをついていないのは、わかりました」







　アトラとニアは、バカスカの前でミカを待っていた。

「おねーさん、どこ行ってたんだよ。捜しにいくとこだっつーの」

「ごめんごめん。ちょっと、そこの路地入ったとこで占ってもらってて」

「占い？　まともなものか？」

　眉根を寄せたアトラの顔が、占い師に重なる。

「うん。あんまり顔見えなかったけど、アトラに似たキレイなひとだったよ」

「アトラねーちゃんに似てるからって、まともなやつとは限んねーだろ」

　むしろ、まともじゃなさそうだ。

「でも、占いの費用も付け値でいいっていうからさ」

「いくら出したんだ」

　ミカは、金額を言った。

「……付け値なら、もっと安くていいんじゃないか」

　金銭にはうるさいアトラ。

「なんかすっきりしたし。アトラにも、今度話すよ」

　なにやら嬉しそうなミカの顔を見て、アトラはいぶかしんだ。

「合点がいかないな。本当に大丈夫か、変な宗教の勧誘とかじゃないのか。私は放浪時代に、それはそれはたくさんの神々を紹介されたぞ？」

「大丈夫だって」

「私も見てこよう。そこの細い路地だな」

　アトラは言うが早いか駆け出し、路地に入り込んだ。

　だが、しばらくして目元をこすりながら戻ってきた。

「……見ろ。やはりロクなやつじゃなかった」

「ど、どしたの？」

「私が近づいた途端、泥を投げつけて逃げてしまった」

「せこいなー、それ。ていうか、食らうなよ」

「いや、あの瞬発力。ただの占い師じゃないな」

　――そ、そんな悪いひとじゃなかったけど……。

「プロの泥使いかもしれない」

　――そんな職業ないよ。

　――でも確かにアトラに泥ぶつけるって相当すごい。

　反射神経と運動神経が、服を着ているようなアトラである。

　――そもそもまわり石畳なのに、泥なんてどこから？

　ミカは、わりと最近、泥を投げて目をくらませる、せこい特殊能力の話を聞いたような気がしたが、誰の話だったか思い出せなかった。




　弓と関係ないことは、なかなか覚えられない。







　いい大人のくせに、家屋の屋根の上にのぼっている二人組がいた。

「夏場にこの装いは酷だな」

　魔王はローブを脱いだ。その下も白衣なので、まだ暑そうである。

「攻撃しねえって話だったじゃねえか」

　大通りの坂道のほうへ去っていくミカたちを見下ろしながら、シャムが言う。

「ただの目くらましだ。許せ」

　シャムとネリー、いや、魔王クレアは、いまだ魔ま王おう窟くつの試練に無謀な挑戦を続ける調査隊を残し、ひと足早くダミニチュアへと帰って来た。

「……こんなとこまで連れてきてやったんだ。いい加減教えたらどうだ？」

「ふふ、なにをだ。魔王クレアの本体の場所か。不当の呪いとやらについてか。それとも、ここまで我を案内させた理由か」

「もろもろ全部だ」

「まあ、答えてもいいが、ただの説明がだらだら続くことになる。いいのか？」

　聴取者に親切な魔王。

「俺は、べつに構わねえ」

「貴様は話の途中、我のセリフだけが長くなりすぎないように、適当なタイミングで相あい槌づちを入れる役目を負うことになるが、いいのか？」

「今、すでにそんな感じだ。気にしねえ」

「かなり強引なこじつけのように感じられる可能性もあるが、それでも貴様は憤いきどおらずに相槌を――」

「いいから早く話せ」

　いい加減しびれを切らしたシャムがロックスリイの槍やり先さきをつきつけてきたので、魔王は観念した。

「よかろう。……まあ、実はこんなもの簡単によけられるがな。魔王だから」

「早くしろ」







「では、まずクエスチョンナンバー１。――なぜ我は、はるばるこの地に来たか」

　魔王は、人差し指を立てた。

「お前の記憶のなかにあった、勇者の資質を持つものに一目会いたくなったのだ」

「ニア、か？」

　ダミニチュア戦養校の教員であるシャムは、当然、ニアがダミンの子であることを知っている。

「あれは、ただ血縁というだけだ。勇者の資質とは、常識を超えた反則級のウイズマ素質のことを差す」

「じゃあ、アトラか？」

　アトラが、簡易魔術素質測定器『マソメーター』（ウイズマ測定用）にて、高い数値を記録したことは、生徒たちの噂うわさで、シャムの耳にも入っている。

「確かに人並み外れたウイズマ素質を持っているらしいな。だが、あくまで『人並み外れて』いるだけだ。『常識を超えた反則級の』素質とまではいかない」

「じゃあ、誰だ。まさか、それがミカだってのか？」

　魔王は、こくりとうなずいた。

「俺の知る限りじゃ、あいつは不当の呪い以外はなにも変わったところはねえぞ？」

　シャムが納得いかない様子でいると、魔王は指を二本立てた。人差し指と、中指。

「そこで、クエスチョンナンバー２。不当の呪いとはなにか」

「魔王がピースサインすんな」

　しかも目元で裏ピースだった。

「――ダミンが不当の呪いにかかっていた話は知っているな？」

　本書カラーページの緊急会議、もしくは、第二巻の終盤を参照してください。

「おう。だが、あれはウイズマでダミンが遊んでいたって話じゃねえのか」

「その通り。だから、ダミンは呪われてはいない。が、これはなにを意味する？」

「……？」

　ダミンとミカに同じような現象が起きる。

　ダミンは呪いではなくウイズマで遊んでいただけだった。

　つまり――

「まさか……」

「そう。裏を返せばこれは、あのミカという少女も、ウイズマを使っているということなのだ。本人の自覚なしにだが」

「マソメーターの結果じゃ、あいつのウイズマ素質はほぼゼロだったって話だぜ？」

　ミカが『マソメーター』にて、低い数値を出したことは以下略。

「マソメーターというのは、時計の文字盤のようなものがついた道具であったな」

　アナログ式の握あく力りよく計けいをイメージするとわかりやすい。

「例えば……。時計の秒針が今、Ⅰの位置を指し示していたとする。すると、これはⅫから五秒経過した状態と見える」

「当たり前だ」

「だが、一周してまた同じ位置に針が来たとき、経過しているのは実際には六十五秒であるわけだ。見た目はまったく同じでもな」

「ようするに……、ミカの測定値は、針が一周してⅫを超えてたってのか？」

「いや、あの力のレベルなら、おそらく五周はしていただろう。針が瞬時に動けば、目で追うことはできないからな」

　魔王はくっと笑った。

「針がわずかに振れたとしか見えないだろう。あの娘の記憶を見る限り、ヌンキとかいうエルフの少年は、気づいていたようだがな」

「なあ、お前、さっきから普通に記憶読んだ記憶読んだ言ってるけど、触ったやつの記憶が読めるっていう解釈でいいのか、それは」

「妥だ当とうな解釈だ」

「便利だな。魔王」

「魔王だからな。それくらいはできる」

「ずりいな。魔王」

「読み取った相手を吸収したりしないぶん、まだ人間味があるだろう」

「魔王じゃねえのか」

　シャムは、通りを見下ろした。ミカたちの姿はもうない。

「……針が一瞬で五周するって、どんなレベルの力だよ？」

「ダミンのやつと同程度。あそこまでの力になると暴発してもやむなしだ。ダミンのやつは修行によりそれを自分でコントロールできたが、あの娘にはそれができない」

　ミカはそれを欠陥だと思い、目をそむけていた。

「魔術の効力は集中によって高まるものだ。マトに当てようと集中すればするほど、『物理法則を乱す』というウイズマの性質が顕けん著ちよに発揮され、さらに弓と矢がそれぞれ魔術具としての役割を果たし効果を増幅。あらぬほうへ飛んでいくというわけだ」

「射法八節はどうなんだ？」

「あれは、一時的に自分の魔力をゼロにするヒマニマを、素質の低いものでも扱えるように改良した術だ。だから所しよ作さが八つにも分かれて面倒極まりない」

「目をつぶると効果がなくなるのは？」

「魔術といえど、身体の一部を器官として使用している。ヒマニマは指で使い、ソサレマは掌で使い、ウイズマは目で使うものだ。口を閉じればしゃべれぬのと同じで、目を閉じればウイズマは使えぬ」

　前フリにあったとおり、かなり強引なこじつけだな、と感じないでもなかったが、ほかならぬ魔王が言うのだから、きっとそうなのだろうと納得した。

「ちなみに針五周が、どれくらいの規模の力かというと、だ」

　クレアは、両手を広げた。

「我の本体を魔ま王おう窟くつから、貴様らがダミニチュアと呼ぶ、この地にまで転送する程だ」

「……なに？」

　一番気になっていた情報がもたらされそうな空気を、シャムは察知した。

「では、いよいよ大詰めクエスチョンナンバー３。――魔王クレアの本体はどこか」

　魔王は、すっとある方向を指差した。

「ぶっちゃけた話。あそこだ」

　シャムが、魔王の指の先を見る。

　そこには、中央の高い尖せん塔とうを中心に、放射状に建物が並ぶ、シャムにとってよく見慣れた場所があった。

「ダミ校、だと？」

「いいや、その手前」

　シャムは手前を、見やった。

「……西の森か」

　シャムは、音が響くくらいの舌打ちをした。

「校長の野郎。知っててとぼけてやがったな」

「正確には森の地下、だ。地下に我の本体を埋め、カモフラージュのため、その近くにあった森を拡張したのであろうと推測する」

「推測？」

「貴様の記憶から得た情報を総合すると、あそこ以外は考えられない。我はずっと魔王窟にいたから、確証はないがな」

「五十年ずっと、あの柱のなかにか？」

　魔王は苦笑した。

「いかにも。ダミンたちとの戦いで弱ったところを、魔ま法ほう仙せんのヒマニマで柱に意識を移され、ダミンのやつのウイズマで本体は飛ばされ。それ以来、ずっと魔王窟にいた」

「虫でもなんでも乗り移って出てくりゃいいんじゃねえか」

「百年待つという約束だからな。約束は守るタイプだ」

「今、やぶって出てきてんじゃねえか」

「まったくだな。内緒にしてくれ」

　シャムは魔王という人物をつかみかねた。人物かどうかもよくわからないので、つかめなくて当たり前かもしれない。

「なぜ、この俺に親切に全部話したりする。お前になにか得があるとは思えねえ」

「まあ、べつに損もないからだが。……特別に二つの理由をくれてやろう」

　魔王はまた指を二本立てた。

「だから魔王がピースすんな」

「一つは我が説明しないと、このままいろんなことが謎なぞのまま終わりそうだからだ」

「そんな本当の事情は、できれば黙っとけ」

「もう一つは貴様を喜ばせ、貴様に良い印象を与えるためだ。このからだの印象を」

「……はあ？」

「我もまた女性の一人として――心に秘めた想いは応援したいのだ」

　秘めてるなら、ばらしてはだめだろう。

　シャムにはなんのことかわからなかったが、面倒になりそうなので聞かなかった。

「――さて、以上で説明は終わりだ。長々と相槌お疲れ様だ」

　魔王は、大きく伸びをした。

「では五十年ぶりに、自分のからだでも見に行くとしよう」

「お前。どさくさにまぎれて、そのまま復活しようってんじゃないだろうな？」

　シャムの当然の懸念に、魔王は焦あせりの表情を浮かべた。

「ぎくり」

　なかなか実際に口に出して言うやつはいない。

「――と、言いたいところだが、それはせん。約束は守るタイプだ」

「説得力ねえぞ」

　魔王は、遠くを見た。方角で言うと北である。

「一目本体を見たら、我は魔王窟に帰るとしよう。安心するが良いぞ。こいつのからだも解放してやる。そのあとは、貴様のものだ。お好きにどうぞ」

「はぁ、なんでそうなる？」

　シャムは顔をしかめたが、魔王は意地悪く笑った。

「そんなとぼけた顔をしても無駄だ。我にはわかっている」




「――感情も記憶の一部だからな」








































　　　パラダイス・バカスカ





[image: ]









　開店したばかりの時間だというのに、バカスカの店内はにぎやかだった。

「なあ、おい。……この店、酒場だよな？」

　にぎやかさの種類が酒場らしくなかったので、シャムはマスターにそう尋ねた。

「いえ、シャム先生。ここは今、楽園です」

「そりゃ、あんたにはそうだろうが――」




「――それでそれで！　ミカさんが？」

　スージィが、目を輝かす。

「んでねっ！　『なんとかなんとか』で矢を飛ばすと、なんとかリスの下に当たってドンガラガッシャドガコオオオン！」

「爆発しちゃだめだしぃ」

　アマゾネス姉妹が、旅のみやげ話をテーブルの上で語る。土足で。

「アマゾねーちゃんたち。あの倉庫、片付けたのか？」

　ニアは行儀の悪い姿勢で椅子に座っている。パラボラたちよりは良いが。

「片付いたっ！　あとかたもなくっ！」

　吹っ飛ばしたらしい。

「……ねーちゃんちのじゃないんだろ？」

「そのへんも片付いたしぃ」

　ママがお金で解決したもよう。

「じゃ、六ろつ傑けつの日記とかもぜんぶなくなっちゃったのー？　ちょっと残念かもだね」

　子どもたちに溶け込むフィオレ先生。




　子どもふれあい広場の片隅で、シャムは一人ため息をついた。

「――酒飲む雰囲気じゃねえな」

「先生こそ、こんなに早い時間からお越しとは珍しい」

「ん？　……まあ、待ち合わせがあってな」

「いつもの鹿しか先生ですか」

「いや――」




「調査隊の足をひっぱった女だ」







　　　男子寮コンフェッション
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　本邦初公開、男子学生寮。

　建物の構造は女子寮と大差ない。ただ、住まう人間の作り出す空気に、華はなやかさがどうにも足りない。

「シゲタカくん……。来ちゃった……」

　シゲタカが、力ないノックの音に反応して応対に出ると、女子ではあるが華やかさの足りない人物がいた。

「バサルタさん。来ちゃだめだよ。男子寮だよ」

「来ちゃった……。どうしても、伝えたいことがあって……」

　バサルタはもじもじしながら言った。

「この前の旅行で……。わかったの……。シゲタカくんが、石になっちゃったとき……。わたし、気づいたの……。本当の気持ちに……」




　こ、ここここ、こんにちわ。シゲタカです。

　大変です。バサルタさんが、完全に告白する前の乙女の顔をしています。

　いや、ごめんなさい。そんな乙女の顔、今まで一度も見たことないんですけど、たぶんこんな顔だっていう顔なんです。

　どうしよう。どうしたらいい。僕はどうすればいいんだ。あれか。赤飯か。赤飯を炊たけばいいのか。違うな。たぶん。

「わたしのこと……。わかってくれるひとにめぐりあえたの……」

　そうかい。確かに僕は知っちゃってるからね。きみが亀女に変身できるってことを。

「隠してるけど、友達思いで……。実は優しくて……」

　そうかいそうかーい。隠してたけど見えちゃってたかー。

「だから……。どいて……」

　はいはーい。

　……あれ、どかされてる？

　変身もしてないバサルタさんなのに、すごい力だね。恋する乙女って、強い。

「あれ……？　ヌンキくん……、いないの……？」

　いやー、逆に、もう安心したよ。そうじゃなかったら、どうしようかと思ったよ。成長したな僕も。

　あとでじっくり、へこむけどな！







　　　持論エルフ
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　逆に、ヌンキは女子寮にいた。

　もちろん、不法に侵入したわけではない。

「なぜ胸当てを？」

　女子寮の主は、なぜか胸当てを身につけているヌンキに言った。

「案ずるな。女子寮に入るから着用したまでだ」

　侵入は不法ではないが、なにかの法を犯していそうなヌンキである。

　アトラにはお使いを言いつけてあるので、今、この寮長部屋にはアスケラとヌンキしかいなかった。

「ミカちゃんのウイズマの件で校長室に呼ばれたそうね？」

　アスケラは声のトーンを落とした。

「短たん髪ぱつ大だい名みようの件は他言無用と言われた。ヌンキがなにか知っていると、誰かが吹き込んだそうだ」

「誰か、ね……。それで、ヌンキくんは知っていたの？」

「針が振れたのはわかっていたが、見間違いか計測器の不具合だろうと思っていた。鬼き子し母も神じんも知っていたのか」

「まあねえ……。エルフの耳には、いやでも情報が入ってくるもの。知りたくないことまでいろいろとねえ」

　アスケラは、長いため息を吐いた。

「ときどきシャムくんがうらやましくなるわ。いろんなことを知りたがっていて。それは知らないことのほうがたくさんあるからだもの」

「それはヌンキたちも同じだ。鬼子母神」

　ヌンキは相変わらず、抑よく揚ようのない声で続けた。

「世界一の物知りも、全てのことを知っているわけではない。知っていることのほうが、知らないことよりも多いなどということは、絶対にあり得ん。ゆえに、知識の量をほこることは無意味。嘆くのもまた、無意味だ」

　アスケラは、ちょっと驚いた。

「ハゼくんが、あなたを弓きゆう術じゆつ科かに入れた理由、今、なんとなくわかった気がするわ」

「シャイニングじじいの好みの顔なのかもしれん」

　大胆な暴論を展開するヌンキ。

「……やっぱり、０点だとは思うけれど」







　　　弓術科道場裏で待っています
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　誰？　こんな手紙を私に寄こしたのは？　生徒のイタズラだったら許さない。体中の穴という穴に、矢の花を咲かせてやるわ。穴以外にも。

　ああ。でも、もし、イタズラでなかったら？　あのひとからの手紙だったら？　この胸の早はや鐘がねは、どうしたら止まってくれるの？

「お待たせしてすみません」

　私はとっさに振り返る。目に飛び込んできたのは鹿のような顔、鹿のようなツノ。

　そして、弓術科の制服。

「カホンさん」

　惜しいわ。できれば二親等ずれたかたに来ていただきたかったわ。

「ご用とはなんです？」

「実はお兄ちゃんのことなんですが」

　なんですって。お兄ちゃんと言えば、あのひとのことね。ほかにお兄さんはいなかったはず。いないわ。

「セツカ先生は、よくお兄ちゃんと一緒にいますね」

「そ、そう？」

「それに、お兄ちゃんがいると先生は、ずっとお兄ちゃんのことばかり見ています」

　ずっとなんて。五秒に一回くらいに留めているわよ！　いいえ。見栄を張ったわ。本当は三秒に二回強よ！

「もしかして、先生はお兄ちゃんのこと――」

　カホンさんの目に冷たい印象を受けるわ。気のせいではないわね、きっと。

「狙ってるんですか」

　やめて！　核心をつくのはやめてちょうだい！

「狙ってるんですか！　弓で命を！」

「……え？」

「だって、セツカ先生は弓以外の武器を目の仇かたきにしています。それ以外に理由が思いつかないのです」

　良かったわ。どうやら私の矜持は保たれたまま、夏を終えることができそうね。

「その通りよ、カホンさん。ごめんなさい。私はいつか、あのひとを――」




「射止めてみせるわ！」







　　　色恋ブーム
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「タロ」

「なんですかい、お嬢さま」

「なんだか、わたくしたちの周りが、にわかに色恋沙汰で盛り上がりはじめたような気がしてなりませんわ」

「そうみたいですねえ」

「納得いきませんわ！　今までそういう雰囲気でもなかったのに、急に皆様どうかしちゃったんですのですわ！」

「まあ、夏ですからね。季節のせいじゃねえですか」

「ひと夏の恋で終わればよろしいですわ！」

「お嬢さま。こういっちゃなんですが、今、ものすごく格好悪いです」

「やかましいわですわ！　こうなったらわたくしも、アトラ様を魔ま術じゆつ科かへ再スカウトですわ！」

「それは、色恋ではないんじゃないですかねえ」

「なら、色恋とはなんですの！　お教えなさい！」

「……ええっと」

「『ええっと』じゃありませんわ！　ここは、不意にわたくしの唇くちびるを、その唇でふさぐのが大正解ですわ！」

「いやぁ、それはさすがに……」

「ロマンティックが止まりまくりの男ですの！」

「というよりもですねえ。そんなことおれがしたら、怒るでしょう」

「あったりめーのコンコンチキですわ！　本当にそんなことをしたら、はっ倒しますわ！　叩き潰しますわ！　ぶっ殺しますわ！」

「じゃあ、どうすりゃいいんですかい」

「知りませんわ！」




　ヴィヴィアは「死ぬ気でしてしまえばいいですわ！」という言葉を飲み込み、自分がなぜ、この幼なじみのことだけは、唯一『様』をつけて呼ばないのだろうかということについて思いをめぐらせた。




　夏は、そういう季節なのかもしれない。







　　　聖女の孫たち
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「――というわけで、新学期から保健教諭を務めることになったネリーです」

　女子学生寮の外の並木道で、セミの抜ぬけ殻がらをホウキでかき集めていたアトラは突然、そう言われた。

「……姉さん。ふざけているのか」

「マジです。あんなことになったから実家にもいづらいし。アトラと一緒ね」

「私はいづらいから出てきたんじゃない。いたくないから出てきたんだ」

「ふふ。そうね……。やっぱりアトラと私は、違うわね」

　ネリーは、アトラの集めていた抜け殻の一つを拾った。

　魔王に乗っ取られていたあいだの記憶はない。シャムの話では「そんなに悪いやつでもなかった」とのことらしいが、詳しいことは教えてくれなかった。

　魔ま王おう窟くつ調査という目的を失った自分は、今、この殻のほうなのか、それとも、生まれ変わった中身のほうなのだろうか。

「姉さんは怒らないんだな。私が、滅めつ魔まの六傑になるなんて言い出して、勝手にアタランテを持ち出して、家を飛び出して」

「そんな風に、使ってること？」

　ホウキと思われた道具は、ホウキの先を取り付けたアタランテだった。

「まあ、そのあたりのことをさ」

「私は、アトラを叱しかれるような器じゃないもの。でも、おばあちゃんはすっごく怒っていたわ。一度、顔を見せに戻ったら？」

「……考えておく」

　この調子なら、冬には二人での帰省も叶うかもしれないとネリーは思った。

「こっちで……、お友達はできた？」

「ああ。ヴィヴィアや、タロもいるし……」

　アトラは、ダミニチュアに入学してから会った人々の顔を思い浮かべた。まっさきに思いつくのは当たらーズの面々、とくに一番は――

　そういえば、初めて会ったとき、彼女はこう言ったっけ。




『弓をそんな風に使っちゃだめです！』




「――怒ってくれる友達もいる」







　　　お約束
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　まっくらだ。

　早いとこ寝ちゃお。明日から、二学期の初日だ。

　なんて思ってたのに、結構遅くまで起きてる羽目になっちゃった。

「セツカ先生を止めるには、どうすれば……」

　上のベッドから、心配そうなカホちゃんの声がする。

「たぶん、心配ないと思うよ」

　話を聞く限り、たぶんセツカ先生はカバサ先生の命を狙ってるわけじゃないと思うよ。射止めるってのは、ある意味、あってるんだろうけど。

「いざというときは、私がカバサ先生を守ろう」

　ベッドの下から、頼もしいアトラの声がする。

「って、なにしてんのアトラ！」

　わたしとカホちゃんが思わずはね起きて下を見ると、アトラがベッドの床下からにょきっと顔を出した。

「すまない。宿題が終わっていないのがアスケラ先生にバレるとまずいんだ」

「今、ここにいるほうがまずいのでは？」

　ホントだよ！

　でも、なんか懐なつかしいな。

「……そこにアトラがいると、学校入ったばっかのときのこと思い出すね」

「ボクが来る前ですね」

　アトラが泊まるところがなくて、森で野宿をするって言い出して。わたしがそれを必死で止めて。あの頃は――

　アトラがもうちょい、カッコ良かったよね。

「なに言ってるんだ？　――まだ入ったばかりじゃないか」

「……そだね」

　最後に、カッコ良いこと言うね。

　うん。わたしたちなんて、まだまだなんにもやってないもんね……。

　……。

　……ていうか、ホントにわたし、なんにもやってない。




　宿題やってない！










　とまあ、そんなわけで、

　彼女たちの冒険は――




　まだまだ、始まりそうになかった。





《キュージュツカ！　残心！》


































　あとがきは始まったばかりだ




　どうも、まだいろいろと始まったばかりの関せき根ねパンです。

　始まって気がついたことは「『まだ始まったばかりだ』という風に締めくくると、なんだか良い感じにまとまって終わる」という現象です。

　ただですね。わりと多くのかたが、この現象には気づいているんじゃないかということに気づいてしまったので、あえて異論を唱えてみます。

　この締めくくりでも、良い感じにならない場合もあるんじゃないかと。例えば、

「彼らの懲ちよう役えきは、まだ始まったばかりだ」

　これは、あまり明るい余よ韻いんが残らないですね。儚はかないです。他には例えば、

「オープニングの長いムービーは、まだ始まったばかりだ」

　これは、初めてプレイするときはいいんですが、ちょっと進めたあとで「やっぱ名前変えよー」みたいに思って、うっかり最初からやり直したときに、非常にうんざりさせられます。いくら美麗でも、早く操作したいときは飛ばしたい。

　本作では、この現象は確認できません。少し違う形になっていますが、その辺の分析をされると、恥ずかしいばかりです。




　さて、そんなわけで『キュージュツカ！』は本作『③』で一段落です。なにはともあれ、手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます。




　新人だというのに、かなり自由に書かせていただきました。今回も、一段落するくせに性しよう懲こりもなくキャラが増えてます。もはやみんな、あんまり弓使ってません。いろんなひとの視点で、てんやわんやになる話が好きなので、こうなりがちです。

　次回作では、一人の視点でじっくり描きたいな、などと思ってはいますが、人間は噓うそをつく生き物なので、うかつに信用してはなりません。

　では、このあたりで。また近いうちに、お会いしましょう。




　さあ、このあとは、ドタン場で新キャラを何人もデザインしていただき、筆者が感謝コンビニを二十四時間営業中の、小しよう路じあゆむさんのあとがき、

　そして、この本で一番意味深いページ。筆者の感謝ラグナロクが終結しそうにない、担当編集様のお名前もモロ見えの、奥おく付づけです。
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